
分野系列

Area of Study

カリキュラム

Curriculum

配当学年（履修対象）

Year of Study

講義名

Name of Subject

講義名（英語表記）

Name of Subject (English)

担当教員

Instructor

必修／選択

Compulsory／Elective

開講期

Course Period

単位数

Credits

実務経験のある教員

（実務経験と授業内容の関係）

応用科目

経営学部　イベント(留学2022)、経営学部　イベント(2022)、経営学部　イベント(留学2021)、経営学部　イベント(2021)、経営学部　イベント(留学2020)、経営学部　イベント(2020)、

経営学部　イベント(留学2019)、経営学部　イベント(2019)、経営学部　イベント(留学2018)、経営学部　イベント(2018)

２年

アミューズメント E-A

Amusement

志塚　昌紀

なし

春(前)期

2

アミューズメントの訳語は「娯楽」である。21世紀は、娯楽を含めた｢余暇の時代｣と言われることもあるように、生活のなかにゆとりや癒しを求める機運が高まっており、
その傾向はますます強まると考える。本講義では、余暇の概念と理論を学び、さらに代表的なアミューズメントである遊園地・テーマパークなどの娯楽の世界を探求するなかで、
アミューズメントの価値や意義を理解していく。

本授業は講義での学びを生かして、①Webアプリケーションなどを活用し、ゲームや物語を創作する。②グループでアミューズメント空間のプロトタイピングを作る、

などの実践的な学びも行っていく。その為、ワークへの積極的な参加態度が求められる。【授業概要・本科目で取り扱う

テーマ】

Course Description

「娯楽」や「余暇」の学術的理論や背景を課題を理解することができる。

アミューズメント施設の事例を通じて、その経営戦略や事業展開の違いについて分析することができる。

各種ワークを積極的に取り組むとともに、説得力のあるプレゼンテーションを行うことができる。

【到達目標】

Course Objectives

各回で行われるグループワーク、個人ワークに積極的に参加できること。

【履修条件・受講推奨者】

Course Conditions

通常講義の他、Webアプリケーションやワークショップ手法なども活用した双方向型の授業となる。

【教育方法】

Teaching Method

特に無し。使用教材については、適宜配付する。

【指定教科書・参考資料等】

Textbooks　・　Reference

Books

自制力

self-control

思考力

ability to think
○

突破力

The power to break

忍耐力

endurance

協働力

ability to cooperate
○

主張力

assertiveness
○

創造力

creativity
○

【実務ＩＱ修得目標】

Learning objective based on

practical applicability

評価項目と割合

【成績評価・評価上の留意事項

（試験方法、単位修得要件）】

Evaluation

評価方法

講義やグループワーク、個人ワークへの積極的な参加態度 40％ 授業態度や提示した課題内容、試験結果で総合的

に評価を行う。尚、グループワークや個人ワーク

が中心となるため、欠席・遅刻・早退については

厳しく評価する。
授業毎で実施するワークシートおよび課題内容 40％

期末試験 20％

合計 １００％

コスプレ文化の普及啓発、環境整備を目的としたNPOの運営に従事。

ポップカルチャーやコンテンツビジネスを専門性を有し、アミューズメントの領域を、日本のポップカルチャーやテーマパークに重ね合わせた講義を実施。



特に無し

【その他の注意事項】

Others

【週】

Week

【テーマ】

Theme

【学習内容】

Study Contents

No1

アミューズメントの概念と歴史 ・授業内容、進め方の説明

・余暇や娯楽の概念と余暇学の立場

【予習内容】

Preparation

シラバスの読み込みと授業内容や趣旨の確認 120
分

【復習内容】

Review

授業内容に関するレスポンスシートに取り組む 120
分

【授業計画】

Course Schedule

No2

遊園地とテーマパーク ・遊園地とテーマパークの定義と現状分析

・成功例と失敗例

・レジャー産業の現状と統合型リゾート

【予習内容】

Preparation

遊園地およびテーマパークの「成功例」、「失敗例」について情報収集と

考察

120
分

【復習内容】

Review

授業内容に関するレスポンスシートに取り組む 120
分

No3

娯楽をつくる（個人ワーク）〜ゲームコンテンツの創作① ・Webアプリケーションを使ったゲームの制作

・ゲーム作りの3要素

【予習内容】

Preparation

ゲームコンテンツについて情報収集と考察を行う 120
分

【復習内容】

Review

授業内容に関するレスポンスシートに取り組む 120
分

No4

娯楽をつくる（個人ワーク）〜ゲームコンテンツの創作② ・制作したゲームコンテンツの発表および講評

【予習内容】

Preparation

Webアプリケーションを使ったゲーム制作とプレゼン準備 120
分

【復習内容】

Review

プレゼンテーション評価票を作成 120
分

No5

アミューズメント施設事例〜東京ディズニーリゾート① ・ウィルとディズニーの思想

・東京ディズニーリゾートの設計

【予習内容】

Preparation

「東京ディズニーリゾート」に関する情報収集 120
分

【復習内容】

Review

授業内容に関するレスポンスシートに取り組む 120
分

No6

アミューズメント施設事例〜東京ディズニーリゾート② ・ディスニーの戦略とホスピタリティ

・「物語」を売る仕掛け

【予習内容】

Preparation

「東京ディズニーリゾート」の魅力の考察 120
分

【復習内容】

Review

授業内容に関するレスポンスシートに取り組む 120
分



【授業計画】

Course Schedule

No7

アミューズメント施設事例〜ユニバーサルスタジオジャパンとハウステン

ボス

・テーマパークとしてのユニバーサルスタジオジャパンとハウステンボスの立場

・それぞれの施設の戦略と戦術

【予習内容】

Preparation

「ユニバーサルスタジオジャパン」と「ハウステンボス」の魅力の考察 120
分

【復習内容】

Review

授業内容に関するレスポンスシートに取り組む 120
分

No8

アミューズメント施設事例〜プロトタイピング（グループワーク） ・アミューズメント施設の特徴を復習する。

・レゴブロックを使って未来のアミューズメント施設を創造する。

【予習内容】

Preparation

各種アミューズメント施設の戦略の違いについて考察 120
分

【復習内容】

Review

授業内容に関するレスポンスシートに取り組む 120
分

No9

物語をつくる（個人ワーク）〜マンガコンテンツの創作① ・ゲストスピーク

・物語づくりに欠かせないポイント

【予習内容】

Preparation

「物語」に関する自分自身の考えをまとめる。 120
分

【復習内容】

Review

ゲストの話題を振り返り、ミニレポートを作成 120
分

No10

物語をつくる（個人ワーク）〜マンガコンテンツの創作② ・制作したマンガコンテンツの発表および講評

【予習内容】

Preparation

Webアプリケーションを使ったマンガ制作とプレゼン準備 120
分

【復習内容】

Review

プレゼンテーション評価票を作成 120
分

No11

物語をつくる（個人ワーク）〜マンガコンテンツの創作③ ・制作したマンガコンテンツの発表および講評

【予習内容】

Preparation

Webアプリケーションを使った物語制作とプレゼン準備 120
分

【復習内容】

Review

プレゼンテーション評価票を作成 120
分

遊びをつくる（グループワーク）〜新しいカードゲームの創作① ・「遊び」の思想と概念

・テーマ提示およびグループワーク

【予習内容】

Preparation

トランプカードを使用した多様な遊び方に関する情報収集 120
分

【復習内容】

Review

トランプカードを使用した新しいカードゲームの開発 120
分

No12



【授業計画】

Course Schedule

No14

遊びをつくる（グループワーク）〜新しいカードゲームの創作③ ・制作したカードゲームの発表および講評

・全体の振り返り

【予習内容】

Preparation

トランプカードを使用した新しいカードゲームの開発とプレゼン準備 120
分

【復習内容】

Review

プレゼンテーション評価票を作成 120
分

No13

遊びをつくる（グループワーク）〜新しいカードゲームの創作② ・制作したカードゲームの発表および講評

【予習内容】

Preparation

トランプカードを使用した新しいカードゲームの開発とプレゼン準備 120
分

【復習内容】

Review

プレゼンテーション評価票を作成 120
分



分野系列

Area of Study

カリキュラム

Curriculum

配当学年（履修対象）

Year of Study

講義名

Name of Subject

講義名（英語表記）

Name of Subject (English)

担当教員

Instructor

必修／選択

Compulsory／Elective

開講期

Course Period

単位数

Credits

実務経験のある教員

（実務経験と授業内容の関係）

合計 １００％

【成績評価・評価上の留意事項

（試験方法、単位修得要件）】

Evaluation

評価項目と割合 評価方法

講義やグループワーク、個人ワークへの積極的な参加態度 40％ 授業態度や提示した課題内容、試験結果で総合的

に評価を行う。尚、グループワークや個人ワーク

が中心となるため、欠席・遅刻・早退については

厳しく評価する。
授業毎で実施するワークシートおよび課題内容 40％

期末試験 20％

【指定教科書・参考資料等】

Textbooks　・　Reference 

Books

特に無し。使用教材については、適宜配付する。

【実務ＩＱ修得目標】

Learning objective based on 

practical applicability

自制力

self-control

思考力

ability to think
○

突破力

The power to break 

忍耐力

endurance

協働力

ability to cooperate
○

主張力

assertiveness
○

創造力

creativity
○

【履修条件・受講推奨者】

Course Conditions

各回で行われるグループワーク、個人ワークに積極的に参加できること。

なし

春(前)期

2

コスプレ文化の普及啓発、環境整備を目的としたNPOの運営に従事。

ポップカルチャーやコンテンツビジネスを専門性を有し、アミューズメントの領域を、日本のポップカルチャーやテーマパークに重ね合わせた講義を実施。

【授業概要・本科目で取り扱う

テーマ】

Course Description

アミューズメントの訳語は「娯楽」である。21世紀は、娯楽を含めた｢余暇の時代｣と言われることもあるように、生活のなかにゆとりや癒しを求める機運が高まっており、
その傾向はますます強まると考える。本講義では、余暇の概念と理論を学び、さらに代表的なアミューズメントである遊園地・テーマパークなどの娯楽の世界を探求するなかで、
アミューズメントの価値や意義を理解していく。

本授業は講義での学びを生かして、①Webアプリケーションなどを活用し、ゲームや物語を創作する。②グループでアミューズメント空間のプロトタイピングを作る、などの実践的な学びも行っ

ていく。その為、ワークへの積極的な参加態度が求められる。

【教育方法】

Teaching Method

通常講義の他、Webアプリケーションやワークショップ手法なども活用した双方向型の授業となる。

応用科目

経営学部　イベント(留学2022)、経営学部　イベント(2022)、経営学部　イベント(留学2021)、経営学部　イベント(2021)、経営学部　イベント(留学2020)、経営学部　イベント(2020)、

経営学部　イベント(留学2019)、経営学部　イベント(2019)、経営学部　イベント(留学2018)、経営学部　イベント(2018)

２年

アミューズメント論  E-A

Amusement theory

志塚　昌紀

【到達目標】

Course Objectives

「娯楽」や「余暇」の学術的理論や背景を課題を理解することができる。

アミューズメント施設の事例を通じて、その経営戦略や事業展開の違いについて分析することができる。

各種ワークを積極的に取り組むとともに、説得力のあるプレゼンテーションを行うことができる。



No5

アミューズメント施設事例〜東京ディズニーリゾート① ・ウィルとディズニーの思想

・東京ディズニーリゾートの設計

【予習内容】

Preparation

「東京ディズニーリゾート」に関する情報収集 120
分

【復習内容】

Review

授業内容に関するレスポンスシートに取り組む 120
分

120

120
分

No4

娯楽をつくる（個人ワーク）〜ゲームコンテンツの創作② ・制作したゲームコンテンツの発表および講評

【予習内容】

Preparation

Webアプリケーションを使ったゲーム制作とプレゼン準備 120
分

【復習内容】

Review

プレゼンテーション評価票を作成 120
分

分

【復習内容】

Review

授業内容に関するレスポンスシートに取り組む 120
分

分

No3

娯楽をつくる（個人ワーク）〜ゲームコンテンツの創作① ・Webアプリケーションを使ったゲームの制作

・ゲーム作りの3要素

【予習内容】

Preparation

ゲームコンテンツについて情報収集と考察を行う 120
分

【復習内容】

Review

授業内容に関するレスポンスシートに取り組む

No2

遊園地とテーマパーク ・遊園地とテーマパークの定義と現状分析

・成功例と失敗例

・レジャー産業の現状と統合型リゾート

【予習内容】

Preparation

遊園地およびテーマパークの「成功例」、「失敗例」について情報収集と

考察

120
分

【復習内容】

Review

授業内容に関するレスポンスシートに取り組む

【その他の注意事項】

Others

特に無し

【授業計画】

Course Schedule

【週】

Week

【テーマ】

Theme

【学習内容】

Study Contents

No1

アミューズメントの概念と歴史 ・授業内容、進め方の説明

・余暇や娯楽の概念と余暇学の立場

【予習内容】

Preparation

シラバスの読み込みと授業内容や趣旨の確認 120



No11

物語をつくる（個人ワーク）〜マンガコンテンツの創作③ ・制作したマンガコンテンツの発表および講評

【予習内容】

Preparation

Webアプリケーションを使った物語制作とプレゼン準備 120
分

【復習内容】

Review

プレゼンテーション評価票を作成 120
分

No10

物語をつくる（個人ワーク）〜マンガコンテンツの創作② ・制作したマンガコンテンツの発表および講評

【予習内容】

Preparation

Webアプリケーションを使ったマンガ制作とプレゼン準備 120
分

【復習内容】

Review

プレゼンテーション評価票を作成 120
分

分

No9

物語をつくる（個人ワーク）〜マンガコンテンツの創作① ・ゲストスピーク

・物語づくりに欠かせないポイント

【予習内容】

Preparation

「物語」に関する自分自身の考えをまとめる。 120
分

【復習内容】

Review

ゲストの話題を振り返り、ミニレポートを作成

No8

アミューズメント施設事例〜プロトタイピング（グループワーク） ・アミューズメント施設の特徴を復習する。

・レゴブロックを使って未来のアミューズメント施設を創造する。

【予習内容】

Preparation

各種アミューズメント施設の戦略の違いについて考察 120
分

【復習内容】

Review

授業内容に関するレスポンスシートに取り組む 120

120
分

【復習内容】

Review

授業内容に関するレスポンスシートに取り組む 120
分

分

【復習内容】

Review

授業内容に関するレスポンスシートに取り組む 120
分

No7

アミューズメント施設事例〜ユニバーサルスタジオジャパンとハウステン

ボス

・テーマパークとしてのユニバーサルスタジオジャパンとハウステンボスの立場

・それぞれの施設の戦略と戦術

【予習内容】

Preparation

「ユニバーサルスタジオジャパン」と「ハウステンボス」の魅力の考察

No6

アミューズメント施設事例〜東京ディズニーリゾート② ・ディスニーの戦略とホスピタリティ

・「物語」を売る仕掛け

【予習内容】

Preparation

「東京ディズニーリゾート」の魅力の考察 120

120
分

【授業計画】

Course Schedule



分

No14

遊びをつくる（グループワーク）〜新しいカードゲームの創作③ ・制作したカードゲームの発表および講評

・全体の振り返り

【予習内容】

Preparation

トランプカードを使用した新しいカードゲームの開発とプレゼン準備 120
分

【復習内容】

Review

プレゼンテーション評価票を作成 120

【復習内容】

Review

プレゼンテーション評価票を作成 120
分

分

【復習内容】

Review

トランプカードを使用した新しいカードゲームの開発 120
分

No13

遊びをつくる（グループワーク）〜新しいカードゲームの創作② ・制作したカードゲームの発表および講評

【予習内容】

Preparation

トランプカードを使用した新しいカードゲームの開発とプレゼン準備

No12

遊びをつくる（グループワーク）〜新しいカードゲームの創作① ・「遊び」の思想と概念

・テーマ提示およびグループワーク

【予習内容】

Preparation

トランプカードを使用した多様な遊び方に関する情報収集 120

120
分

【授業計画】

Course Schedule



分野系列

Area of Study

カリキュラム

Curriculum

配当学年（履修対象）

Year of Study

講義名

Name of Subject

講義名（英語表記）

Name of Subject (English)

担当教員

Instructor

必修／選択

Compulsory／Elective

開講期

Course Period

単位数

Credits

実務経験のある教員

（実務経験と授業内容の関係）

応用科目

経営学部　イベント(留学2022)、経営学部　イベント(2022)、経営学部　イベント(留学2021)、経営学部　イベント(2021)、経営学部　イベント(留学2020)、

経営学部　イベント(2020)、経営学部　イベント(留学2019)、経営学部　イベント(2019)、経営学部　イベント(留学2018)、経営学部　イベント(2018)

２年

コミュニティイベント E-K

Events in Community

志塚　昌紀

なし

秋(後)期

2

地域社会（コミュニティ）の時代と言われだして久しい。だが、実情はまだ中央依存であり、地方は少子高齢化や後継者不足など過疎化の問題が深刻となっている。
こうした現状を背景に、各地で地域再生への足がかりとして多様なイベントが開催されており、地域社会と人をつなぐ大きな役割を果たしている。コミュニティが真に自立し、
他と連帯しながら活性化すること、それがコミュニティにおけるイベントの意義である。
本授業は、アクティブ・ラーニングおよびPBL（プロジェクト・ベースド・ラーニング）手法を重視した、ワークショップやフィールドワークが中心となる。その為、グループワークや個人ワー
クへの積極的な参加態度が求められる。

【授業概要・本科目で取り扱う

テーマ】

Course Description

地域社会やコミュニティにおけるイベントの意義や意味について知るとともに、各々の特性や課題を理解することができる。

地域課題や社会課題を私事として捉え、自分なりの視点や洞察からその解決方法を模索することができる。

グループワークを円滑に取り組むとともに、説得力のあるプレゼンテーションを行うことができる。

【到達目標】

Course Objectives

各回で行われるグループワーク、個人ワークに積極的に参加できること。

【履修条件・受講推奨者】

Course Conditions

アクティブ・ラーニングおよびPBL（プロジェクト・ベースド・ラーニング）手法を重視した、ワークショップやフィールドワークが中心となる。

【教育方法】

Teaching Method

特に無し。使用教材については、適宜配付する。

【指定教科書・参考資料等】

Textbooks　・　Reference

Books

自制力

self-control

思考力

ability to think
○

突破力

The power to break

忍耐力

endurance

協働力

ability to cooperate
○

主張力

assertiveness
○

創造力

creativity
○

【実務ＩＱ修得目標】

Learning objective based on

practical applicability

評価項目と割合

【成績評価・評価上の留意事項

（試験方法、単位修得要件）】

Evaluation

評価方法

講義やグループワーク、個人ワークへの積極的な参加態度 40％ 授業態度や提示した課題内容、試験結果で総合的に
評価を行う。尚、グループワークや個人ワークが中心
となるため、欠席・遅刻・早退については厳しく評価
する。授業毎で実施するワークシートおよび提出課題の内容 40％

期末試験 20％

合計 １００％

横浜市の市民ブランディング事業や立川市・仙台市の国営公園における市民参加のスキームづくりを

対話型ワークショップを通じて実施。授業では、こうした双方向のスキームをイベントに活かす仕組みを実践的に講義。



特に無し

【その他の注意事項】

Others

【週】

Week

【テーマ】

Theme

【学習内容】

Study Contents

No1

コミュニティとは①〜コミュニティの定義 ・授業内容、進め方の説明

・コミュニティの語源、概念、定義

・コミュニティの崩壊と再生

【予習内容】

Preparation

シラバスの読み込みと授業内容や趣旨の確認 120
分

【復習内容】

Review

授業内容に関するワークシートに取り組む 120
分

【授業計画】

Course Schedule

No2

コミュニティとは②〜コミュニティと市民参加 ・公共の担い手としての市民

・市民参加と協働

・グループワーク「防災カードゲーム」

【予習内容】

Preparation

コミュニティづくりに関する動画を視聴。興味や関心を抱いた取組に関し

てレポート

120
分

【復習内容】

Review

授業内容に関するワークシートに取り組む 120
分

No3

コミュニティとは③〜コミュニティと地域課題 ・コミュニティにおける多様な課題
・地域課題の解決と非営利組織
・グループワーク「上毛カルタ」

【予習内容】

Preparation

地域課題について情報収集と考察 120
分

【復習内容】

Review

自身の所属するのコミュニティの課題に関するワークに取り組む 120
分

No4

コミュニティとは④〜コミュニティとイベント ・コミュニティ課題を解決するイベント手法

・コミュニティイベントの成果と課題

【予習内容】

Preparation

コミュニティイベントに関する情報収集と考察 120
分

【復習内容】

Review

授業内容に関するワークシートに取り組む 120
分

No5

コミュニティとは⑤〜コミュニティとボランティア ・ボランティアの定義

・コミュニティにおけるボランティアの意義と意味

【予習内容】

Preparation

これまでのボランティア経験に関するレポート 120
分

【復習内容】

Review

授業内容に関するワークシートに取り組む 120
分

No6

コミュニティとは⑥〜コミュニティと多様性 ・コミュニティイベントにおける「合理的配慮」とは。

・グループワーク「高齢者疑似体験セット」

【予習内容】

Preparation

合理的配慮に関する情報収集と考察 120
分

【復習内容】

Review

授業内容に関するワークシートに取り組む 120
分



【授業計画】

Course Schedule

No7

コミュニティの情報収集と編集①〜地域のPR動画制作 ・｢関係人口｣を増加する意味と意義

・新宿・高田馬場地域の魅力をPRする動画の制作（グループワーク）

【予習内容】

Preparation

新宿・高田馬場地域のコミュニティの魅力について考察 120
分

【復習内容】

Review

グループで新宿・高田馬場地域のPR動画の制作 120
分

No8

コミュニティの情報収集と編集②〜成果報告と講評 グループのプレゼンテーションおよび他グループの講評

【予習内容】

Preparation

プレゼンテーション準備 120
分

【復習内容】

Review

プレゼンテーション評価票を作成 120
分

No9

コミュニティの情報収集と編集③〜イベントPRの為のチラシづくり ・ゲストスピーク

・イベントチラシの作り方とツール紹介。

【予習内容】

Preparation

地域イベントのチラシやフライヤー分析 120
分

【復習内容】

Review

個人でイベントチラシを制作 120
分

No10

コミュニティの情報収集と編集④〜成果報告と講評 個人のプレゼンテーションおよび他者の講評

【予習内容】

Preparation

プレゼンテーション準備 120
分

【復習内容】

Review

プレゼンテーション評価票を作成 120
分

No11

コミュニティイベント事例〜コミュニティ再生のためのイベントづくり ・ゲストスピーク

・地方におけるコミュニティイベントのケーススタディ

【予習内容】

Preparation

地方におけるコミュニティイベントを調査 120
分

【復習内容】

Review

ゲストの話題を振り返り、ミニレポートを作成 120
分

コミュニティイベントの企画制作①〜テーマ提示 コミュニティイベントの企画制作に向けたテーマの提示

【予習内容】

Preparation

様々なコミュニティイベントについて情報収集 120
分

【復習内容】

Review

コミュニティイベント制作に向けた企画づくり 120
分

No12



【授業計画】

Course Schedule

No14

コミュニティ分析とイベント提案③〜成果報告と講評 イベント成果の発表と全体講評

【予習内容】

Preparation

コミュニティイベント企画制作（グループワーク） 120
分

【復習内容】

Review

イベント成果評価票を作成 120
分

No13

コミュニティイベントの企画制作②〜グループワーク グループでコミュニティイベントの制作

【予習内容】

Preparation

様々なコミュニティイベントについて情報収集 120
分

【復習内容】

Review

コミュニティイベント企画制作（グループワーク） 120
分



分野系列

Area of Study

カリキュラム

Curriculum

配当学年（履修対象）

Year of Study

講義名

Name of Subject

講義名（英語表記）

Name of Subject (English)

担当教員

Instructor

必修／選択

Compulsory／Elective

開講期

Course Period

単位数

Credits

実務経験のある教員

（実務経験と授業内容の関係）

合計 １００％

【成績評価・評価上の留意事項

（試験方法、単位修得要件）】

Evaluation

評価項目と割合 評価方法

講義やグループワーク、個人ワークへの積極的な参加態度 40％ 授業態度や提示した課題内容、試験結果で総合的

に評価を行う。尚、グループワークや個人ワーク

が中心となるため、欠席・遅刻・早退については

厳しく評価する。
授業毎で実施するワークシートおよび提出課題の内容 40％

期末試験 20％

【指定教科書・参考資料等】

Textbooks　・　Reference

Books

特に無し。使用教材については、適宜配付する。

【実務ＩＱ修得目標】

Learning objective based on

practical applicability

自制力

self-control

思考力

ability to think
○

突破力

The power to break

忍耐力

endurance

協働力

ability to cooperate
○

主張力

assertiveness
○

創造力

creativity
○

【履修条件・受講推奨者】

Course Conditions

各回で行われるグループワーク、個人ワークに積極的に参加できること。

なし

秋(後)期

2

横浜市の市民ブランディング事業や立川市・仙台市の国営公園における市民参加のスキームづくりを

対話型ワークショップを通じて実施。授業では、こうした双方向のスキームをイベントに活かす仕組みを実践的に講義。

【授業概要・本科目で取り扱う

テーマ】

Course Description

地域社会（コミュニティ）の時代と言われだして久しい。だが、実情はまだ中央依存であり、地方は少子高齢化や後継者不足など過疎化の問題が深刻となっている。
こうした現状を背景に、各地で地域再生への足がかりとして多様なイベントが開催されており、地域社会と人をつなぐ大きな役割を果たしている。
コミュニティが真に自立し、他と連帯しながら活性化すること、それがコミュニティにおけるイベントの意義である。
本授業は、アクティブ・ラーニングおよびPBL（プロジェクト・ベースド・ラーニング）手法を重視した、ワークショップやフィールドワークが中心となる。
その為、グループワークや個人ワークへの積極的な参加態度が求められる。

【教育方法】

Teaching Method

アクティブ・ラーニングおよびPBL（プロジェクト・ベースド・ラーニング）手法を重視した、ワークショップやフィールドワークが中心となる。

応用科目

経営学部　イベント(留学2022)、経営学部　イベント(2022)、経営学部　イベント(留学2021)、経営学部　イベント(2021)、経営学部　イベント(留学2020)、

経営学部　イベント(2020)、経営学部　イベント(留学2019)、経営学部　イベント(2019)、経営学部　イベント(留学2018)、経営学部　イベント(2018)

２年

コミュニティイベント論  E-K

Events in Community

志塚　昌紀

【到達目標】

Course Objectives

地域社会やコミュニティにおけるイベントの意義や意味について知るとともに、各々の特性や課題を理解することができる。

地域課題や社会課題を私事として捉え、自分なりの視点や洞察からその解決方法を模索することができる。

グループワークを円滑に取り組むとともに、説得力のあるプレゼンテーションを行うことができる。



分

【復習内容】

Review

授業内容に関するワークシートに取り組む 120
分

No5

コミュニティとは⑤〜コミュニティとボランティア ・ボランティアの定義

・コミュニティにおけるボランティアの意義と意味

【予習内容】

Preparation

これまでのボランティア経験に関するレポート 120
分

【復習内容】

Review

授業内容に関するワークシートに取り組む 120
分

No6

コミュニティとは⑥〜コミュニティと多様性 ・コミュニティイベントにおける「合理的配慮」とは。

・グループワーク「高齢者疑似体験セット」

【予習内容】

Preparation

合理的配慮に関する情報収集と考察 120

120

120
分

No4

コミュニティとは④〜コミュニティとイベント ・コミュニティ課題を解決するイベント手法

・コミュニティイベントの成果と課題

【予習内容】

Preparation

コミュニティイベントに関する情報収集と考察 120
分

【復習内容】

Review

授業内容に関するワークシートに取り組む 120
分

分

【復習内容】

Review

授業内容に関するワークシートに取り組む 120
分

分

No3

コミュニティとは③〜コミュニティと地域課題 ・コミュニティにおける多様な課題

・地域課題の解決と非営利組織

・グループワーク「上毛カルタ」

【予習内容】

Preparation

地域課題について情報収集と考察 120
分

【復習内容】

Review

自身の所属するのコミュニティの課題に関するワークに取り組む

No2

コミュニティとは②〜コミュニティと市民参加 ・公共の担い手としての市民

・市民参加と協働

・グループワーク「防災カードゲーム」

【予習内容】

Preparation

コミュニティづくりに関する動画を視聴。興味や関心を抱いた取組に関し

てレポート

120
分

【復習内容】

Review

授業内容に関するワークシートに取り組む

【その他の注意事項】

Others

特に無し

【授業計画】

Course Schedule

【週】

Week

【テーマ】

Theme

【学習内容】

Study Contents

No1

コミュニティとは①〜コミュニティの定義 ・授業内容、進め方の説明

・コミュニティの語源、概念、定義

・コミュニティの崩壊と再生

【予習内容】

Preparation

シラバスの読み込みと授業内容や趣旨の確認 120



分

【復習内容】

Review

コミュニティイベント制作に向けた企画づくり 120
分

No11

コミュニティイベント事例〜コミュニティ再生のためのイベントづくり ・ゲストスピーク

・地方におけるコミュニティイベントのケーススタディ

【予習内容】

Preparation

地方におけるコミュニティイベントを調査 120
分

【復習内容】

Review

ゲストの話題を振り返り、ミニレポートを作成 120
分

No12

コミュニティイベントの企画制作①〜テーマ提示 コミュニティイベントの企画制作に向けたテーマの提示

【予習内容】

Preparation

様々なコミュニティイベントについて情報収集 120

No10

コミュニティの情報収集と編集④〜成果報告と講評 個人のプレゼンテーションおよび他者の講評

【予習内容】

Preparation

プレゼンテーション準備 120
分

【復習内容】

Review

プレゼンテーション評価票を作成 120
分

分

No9

コミュニティの情報収集と編集③〜イベントPRの為のチラシづくり ・ゲストスピーク

・イベントチラシの作り方とツール紹介。

【予習内容】

Preparation

地域イベントのチラシやフライヤー分析 120
分

【復習内容】

Review

個人でイベントチラシを制作

No8

コミュニティの情報収集と編集②〜成果報告と講評 グループのプレゼンテーションおよび他グループの講評

【予習内容】

Preparation

プレゼンテーション準備 120
分

【復習内容】

Review

プレゼンテーション評価票を作成 120

120
分

【復習内容】

Review

グループで新宿・高田馬場地域のPR動画の制作 120
分

No7

コミュニティの情報収集と編集①〜地域のPR動画制作 ・｢関係人口｣を増加する意味と意義

・新宿・高田馬場地域の魅力をPRする動画の制作（グループワーク）

【予習内容】

Preparation

新宿・高田馬場地域のコミュニティの魅力について考察 120
分

【授業計画】

Course Schedule



分

No14

コミュニティ分析とイベント提案③〜成果報告と講評 イベント成果の発表と全体講評

【予習内容】

Preparation

コミュニティイベント企画制作（グループワーク） 120
分

【復習内容】

Review

イベント成果評価票を作成 120

【復習内容】

Review

コミュニティイベント企画制作（グループワーク） 120
分

No13

コミュニティイベントの企画制作②〜グループワーク グループでコミュニティイベントの制作

【予習内容】

Preparation

様々なコミュニティイベントについて情報収集 120
分

【授業計画】

Course Schedule



分野系列

Area of Study

カリキュラム

Curriculum

配当学年（履修対象）

Year of Study

講義名

Name of Subject

講義名（英語表記）

Name of Subject (English)

担当教員

Instructor

必修／選択

Compulsory／Elective

開講期

Course Period

単位数

Credits

実務経験のある

（実務経験と授業内容の関係）

演習科目

経営学部　イベント(留学2023)、経営学部　イベント(2023)

２年

プレ専門演習 E-大山

Pre-Professional Exercises

大山　利栄

選択必修

プレゼンテーション力を身につける

リーダーシップを身につける

通年

4

イベントプロモーション最大手会社(上場企業)にて25年間イベントプロデューサーとして従事した経験を持ち、また、取締役として経営にも参画。

その経験を活かし、イベントの企画の立て方からプレゼンテーションの実施までを行います。

【授業概要・本科目で取り扱

うテーマ】

Course Description

主な研究テーマは、企業が行うさまざまなプロモーションイベント、PRイベントを中心としたイベントプロデュースです。

２年次より現場実習もスタートし、座学で学んだことが実体験として大切な学びの場として機能し、専門演習への入り口と位置づけられます。

演習を通じて、全員が自ら動くリーダーシップを身につけてゆくことの喜びや充実感を得てください。

【到達目標】

Course Objectives

イベント発想・企画力を身につける

【履修条件・受講推奨者】

Course Conditions

イベント実習を履修している事

【教育方法】

Teaching Method

主にテーマに対して「考える」「まとめる」「プレゼンテーションする」事を行い、テーマに応じて「討論」「議論」する事が加わります。

【指定教科書・参考資料等】

Textbooks　・　Reference

Books

使用せず



【復習内容】

Review

マンダラシートの活用法についてレポート 120
分

ガイダンスに基づき、ゼミで扱う研究テーマについてディスカッションを行う

創造力

creativity
〇

合計 １００％

【予習内容】

Preparation

ゼミ紹介動画の見直し

No2

企画発表プレゼンテーション

学園祭、ゼミ合宿等の役割に対する行動 40%

評価項目と割合 評価方法

企画アイデア提出 30% 評価項目に加え、演習態度、演習への貢献度

などを総合的に評価し、判断する

30%

主張力

assertiveness
〇

イベント課題ディスカッション① 架空の課題を設定するためのディスカッション

【予習内容】

Preparation

課題に関する情報収集 120
分

分
【復習内容】

Review

120
分

No4

120
分

伝達事項やグループワークが多いため遅刻・欠席は厳禁

【テーマ】

Theme

【学習内容】

Study Contents

ゼミ運営ガイダンス① ゼミの基本方針

3分自己紹介

自制力

self-control

思考力

ability to think
〇

突破力

The power to break
〇

忍耐力

endurance
【実務ＩＱ修得目標】

Learning objective based on

practical applicability

研究テーマに基づいた課題の抽出 120
分

企業イベントについてのリサーチ 120
分

研究テーマについてのリサーチ 120
分

研究テーマに基づき、春学期の課題を決定

【復習内容】

Review

研究テーマに基づいた資料の収集

デスカッションの内容整理 120

協働力

ability to cooperate
〇

【成績評価・評価上の留意事

項（試験方法、単位修得要

件）】

Evaluation

【その他の注意事項】

Others

【授業計画】

Course Schedule

【週】

Week

No1

No3

研究テーマガイダンス

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

研究テーマ発表

【予習内容】

Preparation



【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

イベント課題解決ワークショップ①

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

プレゼンテーション① 架空の課題についての課題を解決するためのイベントプロモーションプランを発表

分

分

分

プレゼンテーション準備 120

プレゼンテーション振り返り 120
分

イベント課題ディスカッション② 実際の課題を設定するためのディスカッション

【予習内容】

Preparation

課題に関する情報収集 120
分

分

120
分

デスカッションの内容整理 120

実際の課題についての課題を解決するためのイベントプロモーションプランの構築

プランに相応しいイベント形態の抽出 120
分

プランに不足する部分のフォローアップ

【復習内容】

Review

イベント課題解決ワークショップ②

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

プレゼンテーション②

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

企業へのプレゼンテーション

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

講評に対する振り返り 120

実際の課題についての課題を解決するためのイベントプロモーションプランを発表

プレゼンテーション準備 120
分

企画のブラッシュアップ 120
分

実際に課題を持つ企業担当者に対してプレゼンテーションを行う

プレゼンテーション準備 120
分

No5

No6

No7

No8

No9

No10

120

架空の課題についての課題を解決するためのイベントプロモーションプランの構築

プランに相応しいイベント形態の抽出 120
分

プランに不足する部分のフォローアップ

【授業計画】

Course Schedule



実際の課題についてのイベントプロモーションプランに対して、グループワークとし

てイベントを実施する前提で企画書を制作

分
イベント実施を想定したイベントの形態を想定しておく 120

【復習内容】

Review

イベント企画グループワーク②

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

イベント企画グループワーク①

【予習内容】

Preparation

イベント企画プレゼンテーション

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

春学期イベント実習レポート

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

ゼミ運営ガイダンス②

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

学園祭テーマディスカッション①

途中経過での企画書の見直しと修正 120
分

実際の課題についてのイベントプロモーションプランに対して、グループワークとし

てイベントを実施する前提で企画書を制作

未完成の企画書について内容を想定しておく 120
分

企画に足りない部分のフォローアップ 120
分

実際の課題についてのイベント企画をグループごとにプレゼンテーション

プレゼンテーション準備 120
分

プレゼンテーション振り返り 120
分

春学期に参加した実習についてまとめ、レポートを整理する

実習時間の整理 120
分

レポートのブラッシュアップ 120
分

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

ディスカッション内容の整理 120
分

秋学期のゼミの基本方針について

夏休み中に参加したイベントについての報告プレゼンテーション

夏休み中に参加したイベントについて整理 120
分

プレゼンテーションの振り返り 120
分

学園祭をイベントと捉え、参加出店についてのディスカッション

これまでの学園祭について情報を収集 120
分

No16

No11

No12

No13

No14

No15

【授業計画】

Course Schedule



学園祭テーマディスカッション②

【予習内容】

Preparation

120
分

学園祭での出店内容・運営方法についての決定

プランごとのメリットデメリットについて整理

架空の課題について、課題を解決するためのイベントプロモーションプランの構築

プランに相応しいイベント形態の抽出 120
分

架空の課題を設定するためのディスカッション

課題に関する情報収集 120
分

デスカッションの内容整理 120
分

出店に必要な要素の抽出 120
分

学園祭出店準備

チェックリストの作成 120
分

足りない要素の抽出 120
分

イベント課題解決ワークショップ①

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

学園祭テーマ制作①

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

学園祭テーマ制作②

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

分

学園祭出店準備

役割分担票の作成 120
分

足りない要素の抽出 120
分

備品リスト作成 120
分

学園祭テーマ制作③

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

イベント課題ディスカッション①

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

No17

【復習内容】

Review

プランに不足する部分のフォローアップ 120
分

No18

No19

No20

No21

No22

原材料手配・発注 120

【授業計画】

Course Schedule



プレゼンテーション①

【予習内容】

Preparation
分

分

実際の課題を設定するためのディスカッション

分

120
分

架空の課題についての課題を解決するためのイベントプロモーションプランを発表

No23

No24

課題に関する情報収集 120

プレゼンテーション準備 120

プレゼンテーション振り返り 120

【復習内容】

Review

デスカッションの内容整理

No25

No26

No27

【授業計画】

Course Schedule

【復習内容】

Review

イベント課題ディスカッション②

【予習内容】

Preparation

イベント課題解決ワークショップ② 実際の課題について、課題を解決するためのイベントプロモーションプランの構築

【予習内容】

Preparation

プランに相応しいイベント形態の抽出 120
分

分

120
分

プランに不足する部分のフォローアップ 120

実際の課題についての課題を解決するためのイベントプロモーションプランを発表

プレゼンテーション準備 120
分

企画のブラッシュアップ

【復習内容】

Review

プレゼンテーション②

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

企業へのプレゼンテーション

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

実際に課題を持つ企業担当者に対してプレゼンテーションを行う

プレゼンテーション準備 120
分

講評に対する振り返り 120
分



【授業計画】

Course Schedule

No28

秋学期イベント実習レポート

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

レポートのブラッシュアップ 120
分

春学期に参加した実習についてまとめ、レポートを整理する

実習時間の整理 120
分



分野系列

Area of Study

カリキュラム

Curriculum

配当学年（履修対象）

Year of Study

講義名

Name of Subject

講義名（英語表記）

Name of Subject (English)

担当教員

Instructor

必修／選択

Compulsory／Elective

開講期

Course Period

単位数

Credits

実務経験のある教員

（実務経験と授業内容の関係）

創造力

creativity
◯

主張力

assertiveness
◯

演習科目

経営学部　イベント(留学2023)、経営学部　イベント(2023)

２年

プレ専門演習 E-北原

Pre-Professional Exercises

北原　隆

選択必修

チームワークとリーダーシップ
具体的な課題への機嫌ある作業を通し、役割分担やサポートの大切さを知る。
課題解決の過程で、トラブルを乗り越え、チームをまとめるための積極性を身につける。

プレゼンテーション力の強化
発表内容に合わせて最も効果的な表現手法を選び、簡素でわかりやすい、エンターテインメント性を備えたプレゼンテーションができる。

通年

4

エンターテインメントイベントのディレクターや舞台監督としての30年以上の現場経験を元に、イベント制作と施設計画について研究します。

【授業概要・本科目で取り扱

うテーマ】

Course Description

研究テーマ：イベントのエンターテインメント性と施設のインフラについて学びます。
１.イベントはその全てがエンターテインメントでなくてはいけません。
どんなに堅いイベントにもエンターテインメント性は必要です。
そしてイベントそのものだけでなく、企画、設計、現場、運営もまたエンターテインメントであるべきだと考えます。
エンタメイベントの手法を分析し、他のイベントに応用することを研究します。
2.ある施設でイベントを行うためには、そのイベントを行うためのインフラが必要です。
その視点が欠けているために、本来の形ではイベントが行えない施設は沢山あります。
そしてその不便を何らかの対応策で補ってなんとかイベントを開催しているのが現状です。
イベントを行うために何が必要か分析し、現状を調査し、改善を提案します。

【到達目標】

Course Objectives

イベント研究力
研究テーマを立て、それに沿った、調査分析、まとめができる。

自制力

self-control
◯

思考力

ability to think
◯

突破力

The power to break 
◯

忍耐力

endurance
◯

【履修条件・受講推奨者】

Course Conditions

◇幅広くイベントに興味を持ち、その仕組みを知りたいと考えていること

◇チームワークが重要なので、遅刻欠席は厳禁。

◇過去に北原が担当したイベント実習で未連絡でのドタキャンをしていないこと

【教育方法】

Teaching Method

学生の自習性を重視し、出てきたアイデアを実際に形にするためのアドバイスを行なう。
実際にイベントを企画運営することにより、グループワークとソロワークの特性と重要性を体験学習し身につけさせる。
同時に複数のプロジェクトを行ない、マルチタスクの特性と重要性を体験学習し身につけさせる。
イベントを行なう中でイベントを実現するために必要なインフラについて体験学習し身につけさせる。
自分のアイデアや考えを相手に効果的に伝えるための手法を知りスキルを磨かせる。

【指定教科書・参考資料等】

Textbooks　・　Reference 

Books

◇教科書は使用せず、授業時に資料を配布する

◇巻尺および三角スケール

【実務ＩＱ修得目標】

Learning objective based on 

practical applicability
協働力

ability to cooperate
◯



【復習内容】

Review

ゼミ内容の振り返りと資料作り 120
分

学園祭での役割に応じた準備行動
各自で考えた研究テーマ課題を発表

合計 １００％

【予習内容】

Preparation

日常的イベント関連情報収集とイベントへの積極的な参加

No2

チームワークとリーダーシップ

プレゼンテーション力 30％

評価項目と割合 評価方法

イベント研究成果 30％ 演習態度（出席・積極性・勤勉さ）、演習へ

の貢献度、レポート内容などで総合的に評価

します40％

研究テーマ課題の調査活動の報告と分析 学園祭での役割に応じた準備行動
研究テーマ課題の担当別の活動の報告と次回までの作業の決定

【予習内容】

Preparation

日常的イベント関連情報収集とイベントへの積極的な参加 120
分

分
【復習内容】

Review

120
分

No4

120
分

◇特になし

【テーマ】

Theme

【学習内容】

Study Contents

ゼミ運営ガイダンス
学園祭と研究テーマ課題について

春休み中に進めていた打ち合わせを元に学園祭でやることを決定　　　　　　　　　　
役割分担を決める
研究するテーマ課題について説明を行ない検討に入る

日常的イベント関連情報収集とイベントへの積極的な参加 120
分

日常的イベント関連情報収集とイベントへの積極的な参加 120
分

ゼミ内容の振り返りと資料作り 120
分

学園祭での役割に応じた準備行動
研究テーマ課題を決定し担当を決める

【復習内容】

Review

ゼミ内容の振り返りと資料作り

ゼミ内容の振り返りと資料作り 120

【成績評価・評価上の留意事

項（試験方法、単位修得要

件）】

Evaluation

【その他の注意事項】

Others

【授業計画】

Course Schedule

【週】

Week

No1

No3

研究テーマ課題案のプレゼン

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

研究テーマ課題の決定と分担

【予習内容】

Preparation



【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

研究テーマ課題の調査活動の報告と分析

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

研究テーマ課題の調査活動の報告と分析 学園祭での役割に応じた準備行動
研究テーマ課題の担当別の活動の報告と次回までの作業の決定

分

分

分

日常的イベント関連情報収集とイベントへの積極的な参加 120

ゼミ内容の振り返りと資料作り 120
分

研究テーマ課題の調査活動の報告と分析 学園祭での役割に応じた準備行動
研究テーマ課題の担当別の活動の報告と次回までの作業の決定

【予習内容】

Preparation

日常的イベント関連情報収集とイベントへの積極的な参加 120
分

分

120
分

ゼミ内容の振り返りと資料作り 120

学園祭での役割に応じた準備行動
テーマ課題の中間発表

日常的イベント関連情報収集とイベントへの積極的な参加 120
分

ゼミ内容の振り返りと資料作り

【復習内容】

Review

テーマ課題の調査活動の中間発表

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

研究テーマ課題の調査活動の報告と分析

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

研究テーマ課題の調査活動の報告と分析

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

ゼミ内容の振り返りと資料作り 120

学園祭での役割に応じた準備行動
研究テーマ課題の担当別の活動の報告と次回までの作業の決定

日常的イベント関連情報収集とイベントへの積極的な参加 120
分

ゼミ内容の振り返りと資料作り 120
分

学園祭での役割に応じた準備行動
研究テーマ課題の担当別の活動の報告と次回までの作業の決定

日常的イベント関連情報収集とイベントへの積極的な参加 120
分

No5

No6

No7

No8

No9

No10

120

学園祭での役割に応じた準備行動
研究テーマ課題の担当別の活動の報告と次回までの作業の決定

日常的イベント関連情報収集とイベントへの積極的な参加 120
分

ゼミ内容の振り返りと資料作り

【授業計画】

Course Schedule



学園祭での役割に応じた準備行動
研究テーマ課題の担当別の活動の報告と次回までの作業の決定

分
日常的イベント関連情報収集とイベントへの積極的な参加 120

【復習内容】

Review

研究テーマ課題の調査活動の報告と分析

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

研究テーマ課題の調査活動の報告と分析

【予習内容】

Preparation

研究テーマ課題の調査活動の報告と分析

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

研究テーマ課題の調査活動の報告と分析

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

学園祭準備と研究テーマ課題の分析

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

学園祭準備と研究テーマ課題の分析

ゼミ内容の振り返りと資料作り 120
分

学園祭での役割に応じた準備行動
研究テーマ課題の担当別の活動の報告と次回までの作業の決定

日常的イベント関連情報収集とイベントへの積極的な参加 120
分

ゼミ内容の振り返りと資料作り 120
分

学園祭での役割に応じた準備行動
研究テーマ課題の担当別の活動の報告と次回までの作業の決定

日常的イベント関連情報収集とイベントへの積極的な参加 120
分

ゼミ内容の振り返りと資料作り 120
分

学園祭での役割に応じた準備行動
研究テーマ課題の担当別の活動の報告と次回までの作業の決定

日常的イベント関連情報収集とイベントへの積極的な参加 120
分

ゼミ内容の振り返りと資料作り 120
分

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

ゼミ内容の振り返りと資料作り 120
分

実施案の具体化
損益分岐点の検討
仕入れ先等の検討
シフトの確認
発表展示内容の確認

日常的イベント関連情報収集とイベントへの積極的な参加 120
分

ゼミ内容の振り返りと資料作り 120
分

実施案の具体化
損益分岐点の検討
仕入れ先等の検討
シフトの確認
発表展示方法の確認

日常的イベント関連情報収集とイベントへの積極的な参加 120
分

No16

No11

No12

No13

No14

No15

【授業計画】

Course Schedule



学園祭準備と研究テーマ課題の分析

【予習内容】

Preparation

120
分

実施案の具体化
運営マニュアルの完成
進行台本の完成
備品リストの完成
発表展示物の制作

日常的イベント関連情報収集とイベントへの積極的な参加

発表内容のまとめ
ゼミ発表大会運営の役割分担
ゼミ紹介映像の制作班の決定

日常的イベント関連情報収集とイベントへの積極的な参加 120
分

出来たこと出来なかったこと
目標達成率
次回に繋げるための反省点
報告書の作成

日常的イベント関連情報収集とイベントへの積極的な参加 120
分

ゼミ内容の振り返りと資料作り 120
分

ゼミ内容の振り返りと資料作り 120
分

実施案の具体化
運営マニュアルの完成
進行台本の完成
備品リストの完成
発表展示物の制作

日常的イベント関連情報収集とイベントへの積極的な参加 120
分

ゼミ内容の振り返りと資料作り 120
分

ゼミ発表大会に向けての資料作り

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

学園祭準備と研究テーマ課題のまとめ

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

学園祭準備と研究テーマ課題のまとめ

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

分

実施案の具体化
運営マニュアルの完成
進行台本の完成
備品リストの完成
発表展示物の制作

日常的イベント関連情報収集とイベントへの積極的な参加 120
分

ゼミ内容の振り返りと資料作り 120
分

学園祭運営準備
備品やマニュアルの最終確認
人員配置の最終確認
発表展示物の確認

日常的イベント関連情報収集とイベントへの積極的な参加 120
分

学園祭準備と研究テーマ課題のまとめ

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

大学祭運営の反省会＆報告書作成

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

No17

【復習内容】

Review

ゼミ内容の振り返りと資料作り 120
分

No18

No19

No20

No21

No22

ゼミ内容の振り返りと資料作り 120

【授業計画】

Course Schedule



ゼミ発表大会に向けての資料作り

【予習内容】

Preparation
分

分

発表資料の制作
ゼミ発表大会運営の運営マニュアル＆進行台本作り
ゼミ紹介映像の編集

分

120
分

発表資料の制作
ゼミ発表大会運営の運営マニュアル＆進行台本作り
ゼミ紹介映像の制作

No23

No24

日常的イベント関連情報収集とイベントへの積極的な参加 120

日常的イベント関連情報収集とイベントへの積極的な参加 120

ゼミ内容の振り返りと資料作り 120

【復習内容】

Review

ゼミ内容の振り返りと資料作り

No25

No26

No27

【授業計画】

Course Schedule

No28

【復習内容】

Review

ゼミ発表大会に向けての資料作り

【予習内容】

Preparation

ゼミ発表大会リハーサル

全体の振り返り

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

発表プレゼンの練習
ゼミ発表大会運営の運営マニュアル＆進行台本のチェック＆修正
ゼミ紹介映像のチェック＆修正

【予習内容】

Preparation

日常的イベント関連情報収集とイベントへの積極的な参加 120
分

分

120
分

ゼミ内容の振り返りと資料作り 120

出来たこと出来なかったこと
目標達成率
次回に繋げるための反省点
報告書の作成

日常的イベント関連情報収集とイベントへの積極的な参加 120
分

ゼミ内容の振り返りと資料作り

ゼミ内容の振り返りと資料作り 120
分

【復習内容】

Review

ゼミ発表大会運営の反省会＆報告書作成

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

卒論発表会

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

出来たこと出来なかったこと
目標達成率
後輩に引き継ぐための反省点
報告書の作成

日常的イベント関連情報収集とイベントへの積極的な参加 120
分

発表会の運営
卒論についての学習
まとめ方の考察

日常的イベント関連情報収集とイベントへの積極的な参加 120
分

ゼミ内容の振り返りと資料作り 120
分



分野系列

Area of Study

カリキュラム

Curriculum

配当学年（履修対象）

Year of Study

講義名

Name of Subject

講義名（英語表記）

Name of Subject (English)

担当教員

Instructor

必修／選択

Compulsory／Elective

開講期

Course Period

単位数

Credits

実務経験のある教員

（実務経験と授業内容の関係）

協働力

ability to cooperate
○

【授業概要・本科目で取り扱

うテーマ】

Course Description

テーマ：スポーツイベントのビジネスの現状と課題、今後の在り方について研究する。

　現在スポーツイベントは教育、文化、国際関係、社会に大きな影響を与える存在となってきている。

　その中でも特に経済的影響．企業との関わり等にに焦点を当てて研究していく。

【到達目標】

Course Objectives

情報収集と分析力の向上：　正確に情報収集しまとめる手法を身に着ける

自制力

self-control
○

思考力

ability to think
○

突破力

The power to break 

忍耐力

endurance

【履修条件・受講推奨者】

Course Conditions

スポーツイベントビジネスに興味・関心がある積極性のある学生

【教育方法】

Teaching Method

事前にスポーツビジネストピックスを小レポートにまとめて提出し、授業時に発表。全員で内容について議論。授業後、感想を授業レポートとして提出することを毎

週行う。

【指定教科書・参考資料等】

Textbooks　・　Reference 

Books

特にないが必要に応じて都度紹介する。、参考図書として池上彰著「伝える力」、阿川佐和子「聞く力」を事前に読んでおいて下さい。

【実務ＩＱ修得目標】

Learning objective based on 

practical applicability

演習科目

経営学部　イベント(留学2023)、経営学部　イベント(2023)

２年

プレ専門演習 E-佐藤(潤)

Pre-Professional Exercises

佐藤　潤

選択必修

プレゼンテーション力の向上：自分の考えを正確に相手に伝える手法を身に着ける

グループディスカッション力の向上：相手の考えを理解し対応できる能力を身に着ける

通年

4

国内大手広告企業でのスポーツビジネスの実務経験をもとに、ゼミ生に対し毎週スポーツビジネスに関する国内外の動向を情報収集、分析し、毎週レポート作成と発表、講評指導を行っている

創造力

creativity

主張力

assertiveness
○



【成績評価・評価上の留意事

項（試験方法、単位修得要

件）】

Evaluation

【その他の注意事項】

Others

【授業計画】

Course Schedule

【週】

Week

No1

No3

情報を探す②

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

情報を探す③

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

J-STAGEやCiNiiなどのデータベースについて検索する

興味あるテーマの小論文や抄録などを読む 120

J-STAGEやCiNiiなどのデータベースについて検索する 120
分

興味あるテーマに沿った一般図書検索 120
分

興味あるテーマに沿った一般図書検索 120
分

情報に沿った論文や専門書を探す（探し方を学ぶ）

120
分

他者へのリスペクトと他者とのコミュニケーション力が大事です。楽しみながら授業に参加していきましょう。

【テーマ】

Theme

【学習内容】

Study Contents

情報を探す① ネットメディアを検索し関心のある情報をピックアップする

No4

120
分

情報を読み込む① 集めた情報を読み込む。読み込むポイントについて考える

【予習内容】

Preparation

興味あるテーマの小論文や抄録などを読む 120
分

分
【復習内容】

Review

【復習内容】

Review

指定されたサイトのリサーチ 120
分

新聞、雑誌などのマスメディア情報及び一般図書などより関心のある情報をピック

アップする

合計 １００％

【予習内容】

Preparation

ネットによるリサーチ

No2

プレゼンテーション力

グループディスカッション力（コミュニケーション力） 30%

評価項目と割合 評価方法

情報収集と分析力 40% 事前小レポートと授業後レポートの提出状況

と授業でのコミュニケーション力。

30%



【授業計画】

Course Schedule

120

集めた論文、専門書の内、特に興味のあるパートを読み込む。

興味あるテーマの論文などを読む 120
分

興味あるテーマの論文などを読む

No5

No6

No7

No8

No9

No10

書式に従ってまとめる

構成方法の確認 120
分

まとめたレポートをチェック 120
分

効果的なプレゼンテーション資料の作成について学ぶ

発表用資料のまとめ方の確認 120
分

情報をまとめる②

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

情報を発表する①

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

発表用資料の作成 120

情報を整理する② 事実、課題、意見、論点などを整理する

【予習内容】

Preparation

整理作業 120
分

分

120
分

漏れがないかチェック 120

レポートや小論文に書式に従ってまとめる方法を学ぶ

参考になる先行レポートの確認 120
分

参考になる先行レポートの確認

【復習内容】

Review

情報をまとめる①

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

分

自分がまとめたいテーマに必要なデータ、ファクトの収集 120

自分がまとめたいテーマの確認 120
分

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

情報を読み込む②

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

情報を整理する① インプットした情報を自分の考えに沿って整理する

必要なデータ、ファクトの収集をする

分

分



【授業計画】

Course Schedule

No13

No14

No15

No11

No12

No16

分

ディスカッション方法の確認 120
分

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

ゼミ生のレポートを読み直し批評する 60
分

前期の手法を適宜繰り返してレベルアップを図る

後期は教室でのゼミ活動に加えてスタジアム、アリーナ、ミュージアムなどを視察・

調査を行う。

これまでの資料を見直す 60
分

これまでのゼミ活動の復習 120
分

前期の手法を適宜繰り返してレベルアップを図る

後期は教室でのゼミ活動に加えてスタジアム、アリーナ、ミュージアムなどを視察・

調査を行う。

情報収集する 60

120
分

批評方法の確認 120
分

発表に対して自分の批評を披露し議論する

ディスカッションの手法について調べる 120
分

NO1 ～NO14をリピート

発表手法を確認 120
分

発表者の考えのポイントを正確に聞き取る

正確に理解する方法について調べる 120
分

正確に理解する方法を学ぶ 120
分

発表に対する客観的事実と意見をまとめる

批評に際してのポイントを調べる

発表を批評する①

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

発表を批評する②

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

NO1 ～NO14をリピート

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

発表手法について調べる 120

【復習内容】

Review

情報を聞く①

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

情報を発表する②

【予習内容】

Preparation

効果的なプレゼンテーションの発表方法について学ぶ

分



【授業計画】

Course Schedule

No17

【復習内容】

Review

ゼミ生のレポートを読み直し批評する 60
分

No18

No19

No20

No21

No22

ゼミ生のレポートを読み直し批評する 60
分

前期の手法を適宜繰り返してレベルアップを図る

後期は教室でのゼミ活動に加えてスタジアム、アリーナ、ミュージアムなどを視察・

調査を行う。

情報収集する 60
分

ゼミ生のレポートを読み直し批評する 60
分

前期の手法を適宜繰り返してレベルアップを図る

後期は教室でのゼミ活動に加えてスタジアム、アリーナ、ミュージアムなどを視察・

調査を行う。

情報収集する 60
分

NO1 ～NO14をリピート

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

NO1 ～NO14をリピート

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

NO1 ～NO14をリピート

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

NO1 ～NO14をリピート

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

NO1 ～NO14をリピート

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

ゼミ生のレポートを読み直し批評する 60
分

前期の手法を適宜繰り返してレベルアップを図る

後期は教室でのゼミ活動に加えてスタジアム、アリーナ、ミュージアムなどを視察・

調査を行う。

情報収集する 60
分

ゼミ生のレポートを読み直し批評する 60
分

前期の手法を適宜繰り返してレベルアップを図る

後期は教室でのゼミ活動に加えてスタジアム、アリーナ、ミュージアムなどを視察・

調査を行う。

情報収集する 60
分

前期の手法を適宜繰り返してレベルアップを図る

後期は教室でのゼミ活動に加えてスタジアム、アリーナ、ミュージアムなどを視察・

調査を行う。

情報収集する 60
分

ゼミ生のレポートを読み直し批評する 60
分

NO1 ～NO14をリピート

【予習内容】

Preparation

60
分

前期の手法を適宜繰り返してレベルアップを図る

後期は教室でのゼミ活動に加えてスタジアム、アリーナ、ミュージアムなどを視察・

調査を行う。

情報収集する



【復習内容】

Review

NO1 ～NO14をリピート

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

NO1 ～NO14をリピート

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

前期の手法を適宜繰り返してレベルアップを図る

後期は教室でのゼミ活動に加えてスタジアム、アリーナ、ミュージアムなどを視察・

調査を行う。

情報収集する 60
分

ゼミ生のレポートを読み直し批評する 60
分

前期の手法を適宜繰り返してレベルアップを図る

後期は教室でのゼミ活動に加えてスタジアム、アリーナ、ミュージアムなどを視察・

調査を行う。

【予習内容】

Preparation

情報収集する 60
分

分

60
分

ゼミ生のレポートを読み直し批評する 60

前期の手法を適宜繰り返してレベルアップを図る

後期は教室でのゼミ活動に加えてスタジアム、アリーナ、ミュージアムなどを視察・

調査を行う。

情報収集する 60
分

ゼミ生のレポートを読み直し批評する

No25

No26

No27

【授業計画】

Course Schedule

【復習内容】

Review

NO1 ～NO14をリピート

【予習内容】

Preparation

NO1 ～NO14をリピート

【復習内容】

Review

ゼミ生のレポートを読み直し批評する 60
分

前期の手法を適宜繰り返してレベルアップを図る

後期は教室でのゼミ活動に加えてスタジアム、アリーナ、ミュージアムなどを視察・

調査を行う。

No23

No24

情報収集する 60

情報収集する 60

ゼミ生のレポートを読み直し批評する 60

NO1 ～NO14をリピート

【予習内容】

Preparation
分

分

前期の手法を適宜繰り返してレベルアップを図る

後期は教室でのゼミ活動に加えてスタジアム、アリーナ、ミュージアムなどを視察・

調査を行う。

分



ゼミ活動全体を振り返る 60
分

前期の手法を適宜繰り返してレベルアップを図る

後期は教室でのゼミ活動に加えてスタジアム、アリーナ、ミュージアムなどを視察・

調査を行う。

自身の年間のゼミ活動をレビューする 120
分

【授業計画】

Course Schedule

No28

NO1 ～NO14をリピート

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review



分野系列

Area of Study

カリキュラム

Curriculum

配当学年（履修対象）

Year of Study

講義名

Name of Subject

講義名（英語表記）

Name of Subject (English)

担当教員

Instructor

必修／選択

Compulsory／Elective

開講期

Course Period

単位数

Credits

実務経験のある教員

（実務経験と授業内容の関係）

【授業概要・本科目で取り扱

うテーマ】

Course Description

テーマ：「イベントのいろは」

概要：
　イベントと一言で言っても、その内容は様々。音楽・スポーツイベントなどが目につきがちですが、実際には発表会や展示会、企業の会議・コンベンションやパー
ティなど毎日様々なイベントが行われています。目的や課題に応じて、イベントの種類やその内容は大きく違ってきます。当プロフェッショナルセミナーでは、それ
ぞれのイベントに必要なモノ・コトについての知識や、イベントの違いや特性などについて学ぶことで、課題を解決する手段としての「イベント」に対する理解を深
めます。その後、社会に出た時に即戦力となれるよう、発想力・プレゼン力・協同力をより一層高めていくことを目指します。

【到達目標】

Course Objectives

【チームワークの重要性を知り、承認力を身に付ける】

・具体的な課題への期限のある作業を通し、役割分担やサポートの大切さに気付く。

・ひとつの事象に対して感じることは人それぞれ。それを否定せず認め合いながら自分の発想の糧にできる。

演習科目

経営学部　イベント(留学2023)、経営学部　イベント(2023)

２年

プレ専門演習 E-佐藤(友)

Pre-Professional Exercises

佐藤　友紀子

選択必修

【PC作業力・想像力・発想力・プレゼンテーション力を育む】

・イベントの種類に応じたプランニングのための情報収集とアイディア出しができ、

自分のアイディア・企画を、わかりやすく、共感をもって伝えられる力を身に付ける。

・座学で学んだ企画・演出・運営のポイントを理解しながらプランニング～資料作成～プレゼンテーションができる。

【リーダーシップスキルを高める】

期日の決まったゴールに向けて、トラブルを乗り換え、チームを引っ張る力を

身に付ける。

通年

4

実際に、展示会・PRイベントなど様々なイベントを実施した経験のある教員が講義を行う。その経験を活かし、基礎となるイベントの違いを伝えながら、発想力・プレゼン力・協働力を養う。

【履修条件・受講推奨者】

Course Conditions

◇創造性を発揮して、積極的に演習に取り組むこと。

◇大人としての自覚と、リーダー精神を持って臨むこと。

【教育方法】

Teaching Method

・スライドを使用し、イベントごとの形態やアイディア発想について学びます。

・その後、学んだことを活かしてグループワーク・資料作成・プレゼンテーションを行いながら様々な課題に臨み、到達目標を目指します。

【指定教科書・参考資料等】

Textbooks　・　Reference

Books

◇教科書は使用せず、必要に応じて資料を配布します。

◇PC（PowerPoint、Word、Excel）



協働力

ability to cooperate
○

【成績評価・評価上の留意事

項（試験方法、単位修得要

件）】

Evaluation

【その他の注意事項】

Others

【授業計画】

Course Schedule

【週】

Week

No1

No3

上記参照

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

上記参照

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

当該講義内容について

同上 120
分

同上 120
分

当該講義内容について 120
分

上記参照

自制力

self-control
○

思考力

ability to think
○

突破力

The power to break
○

忍耐力

endurance
○

120
分

◇イベント企画・制作にはチームワークが大変重要となるため、遅刻・欠席などは厳禁です。

◇演習中、学習と関係のないスマホや私語を禁止します。

◇報連相（報告・連絡・相談）を徹底してください。

【テーマ】

Theme

【学習内容】

Study Contents

基本的なPC操作、イベント構造などの基礎について学んだのち、ア

イディア発想、企画、資料作成、プレゼンテーションに臨みます。

主な内容は以下の通り。これを適宜課題・理解度に合わせて実施する。

●イベントの種類、実施運営のポイント学習

●アイディア発想練習（インプット・アウトプット）

●イベント課題ディスカッション～グループワーク

●イベント課題解決に用いる資料作成

●イベント企画プレゼンテーション

●実施内容（ワーク・発表・作成資料等）に対する振り返り

●PowerPoint、Excelの使い方

120
分

上記参照

創造力

creativity
○

【実務ＩＱ修得目標】

Learning objective based on

practical applicability

【PC作業力・想像力・発想力・プレゼンテーション力を育む】

アイディア出しなど各種演習で行うアウトプットにより評価する。

【リーダーシップスキルを高める】

グループワークやディスカッション、その他取り組み姿勢により評価する。

30％

合計 １００％

【予習内容】

Preparation

・次回講義に向けた自身の役割確認、作業準備

・イベント、プロモーション情報収集

No2

評価項目と割合 評価方法

【チームワークの重要性を知り、承認力を身に付ける】

課題・研究・イベント制作など、役割と納期がある作業への取り組みやグループワーク、ディスカッション

により評価する。

35％ 演習態度（出席・積極性・勤勉さなど）、演

習への貢献度、制作物（作成資料、提案書）

などで総合的に判断します。

35％

主張力

assertiveness
○

【復習内容】

Review

各回講義内容について 120
分



【授業計画】

Course Schedule

120

当該講義内容について 120

上記参照

同上 120
分

当該講義内容について

No4

No5

No6

No7

No8

上記参照 上記参照

【予習内容】

Preparation

同上 120
分

分

120
分

当該講義内容について 120

上記参照

同上 120
分

当該講義内容について

【復習内容】

Review

上記参照

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

同上 120

当該講義内容について 120
分

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

上記参照 上記参照

【予習内容】

Preparation

同上 120
分

分
【復習内容】

Review

上記参照

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

上記参照 上記参照

分

分



【授業計画】

Course Schedule

No13

No9

No10

No11

No12

120
分

当該講義内容について 120
分

上記参照

同上 120
分

当該講義内容について 120
分

上記参照

同上 120
分

当該講義内容について 120
分

上記参照

同上 120
分

当該講義内容について 120
分

上記参照

同上

上記参照

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

上記参照

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

同上 120

【復習内容】

Review

上記参照

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

上記参照

【予習内容】

Preparation

上記参照

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

当該講義内容について 120
分

上記参照

分



【授業計画】

Course Schedule

No14

No15

No16

No17

No18

【復習内容】

Review

上記参照

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

分

各回講義内容について 120
分

上記参照

同上 120
分

各回講義内容について 120
分

当該講義内容について 120
分

上記参照

【予習内容】

Preparation

120
分

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

各回講義内容について 120
分

上記参照

同上

上記参照

同上 120
分

各回講義内容について 120
分

上記参照

同上 120

上記参照

同上 120
分

上記参照

上記参照

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

上記参照

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review



【授業計画】

Course Schedule

【復習内容】

Review

【復習内容】

Review

各回講義内容について 120
分

上記参照

No19

No20

No21

No22

No23

同上 120

各回講義内容について 120

各回講義内容について 120
分

上記参照

【予習内容】

Preparation
分

分

上記参照

同上 120
分

各回講義内容について 120
分

上記参照

同上 120
分

上記参照

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

上記参照

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

上記参照

【予習内容】

Preparation

上記参照

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

上記参照

同上 120
分

上記参照

同上 120
分

各回講義内容について 120
分



各回講義内容について 120
分

【復習内容】

Review

上記参照

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

上記参照

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

これまで学んだことを復習。

また、専門演習に向けての心構えを確認する。

1年間で学んだ内容 180
分

上記参照

同上 120
分

各回講義内容について 120
分

上記参照

【予習内容】

Preparation

同上 120
分

分

120
分

各回講義内容について 120

上記参照

同上 120
分

各回講義内容について

No25

No26

No27

【授業計画】

Course Schedule

No28

上記参照

【予習内容】

Preparation

上記参照

1年間の振り返り

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

【復習内容】

Review

各回講義内容について 120
分

No24

同上 120

上記参照

分



分野系列

Area of Study

カリキュラム

Curriculum

配当学年（履修対象）

Year of Study

講義名

Name of Subject

講義名（英語表記）

Name of Subject (English)

担当教員

Instructor

必修／選択

Compulsory／Elective

開講期

Course Period

単位数

Credits

実務経験のある教員

（実務経験と授業内容の関係）

演習科目

経営学部　イベント(留学2023)、経営学部　イベント(2023)

２年

プレ専門演習 E-志塚

Pre-Professional Exercises

志塚　昌紀

選択必修

通年

4

今や、日本の若者文化の中核をなすと言っても過言ではないのがマンガ、アニメ、コスプレ等のいわゆるポップカルチャーである。近年は少子高齢化の問題もあり、若者が地域に
定着せず、衰退の一途を辿っている地域も少なくない中、こうしたポップカルチャーに目を付けたアニメやマンガによる地域興しなども年々、増加しつつある。こうした背景を踏ま
え、本演習では、ポップカルチャーによる地域ブランドや地域活性の取り組みなどを知り、イベントに実践に繋げることを目的とする。

特に、プロフェッショナルセミナーⅠでは、①研究テーマに関するグループワーク（ゼミ生同士のディスカッション、ゲストスピーカーによる講話、現場のまちあるきなど）

②企画プレゼンワーク（テーマに関する調査と企画づくり、PowerPointを使った資料作成、発表・審査）などを予定している。【授業概要・本科目で取り扱う

テーマ】

Course Description

「ポップカルチャー」や「地域課題」について情報収集を行い、その背景や原因などを分析することができる。

各種グループワークを積極的に取り組み、ゼミ生と協働して課題をやり遂げることができる。

グループワークの成果を説得力のあるプレゼンテーションとして発表することができる。

【到達目標】

Course Objectives

各回で行われるグループワーク、個人ワークに積極的に参加できること。

【履修条件・受講推奨者】

Course Conditions

アクティブ・ラーニングおよびPBL（プロジェクト・ベースド・ラーニング）手法を重視した、ワークショップやフィールドワークが中心となる。

【教育方法】

Teaching Method

特に無し。使用教材については、適宜配付する。

【指定教科書・参考資料等】

Textbooks　・　Reference

Books

自制力

self-control

思考力

ability to think
○

突破力

The power to break

忍耐力

endurance

協働力

ability to cooperate
○

主張力

assertiveness
○

創造力

creativity
○

【実務ＩＱ修得目標】

Learning objective based on

practical applicability

評価項目と割合

【成績評価・評価上の留意事項

（試験方法、単位修得要件）】

Evaluation

評価方法

講義やグループワーク、個人ワークへの積極的な参加態度 40％ 演習態度(積極性・勤勉さなど)、演習への貢献

度、レポートなどで総合的に判断

授業で実施するワークシートおよび課題レポート内容 30％

プレゼンテーションの発表態度や企画内容 30％

合計 １００％

地方博のチーフファシリテーターとして、180 にも及ぶ市民プロジェクトを支援してきた経験から、主に、高田馬場をフィールドとして、地域やまちづくり、若者文化をキーワードとしたPBLを実施。



特に無し

【その他の注意事項】

Others

【週】

Week

【テーマ】

Theme

【学習内容】

Study Contents

No1

前期オリエンテーション 授業内容、進め方の説明

【予習内容】

Preparation

授業内容や趣旨の確認 120
分

【復習内容】

Review

授業内容に関するレスポンスシートに取り組む 120
分

【授業計画】

Course Schedule

No2

前期テーマガイダンス① ・研究テーマの発表

・成果イメージの共有

【予習内容】

Preparation

授業内容や趣旨の確認 120
分

【復習内容】

Review

授業内容に関するレスポンスシートに取り組む 120
分

No3

前期テーマガイダンス② 研究テーマに関する知識、情報の提供

【予習内容】

Preparation

研究テーマに関する情報収集 120
分

【復習内容】

Review

授業内容に関するレスポンスシートに取り組む 120
分

No4

前期テーマガイダンス③ ゲストスピーカー

【予習内容】

Preparation

研究テーマに関する情報収集 120
分

【復習内容】

Review

ゲストスピーカーに対する感想シートに取り組む 120
分

No5

前期課題ディスカッション① グループディスカッション準備。研究テーマ分析、考察

【予習内容】

Preparation

研究テーマの分析や考察 120
分

【復習内容】

Review

授業内容に関するレスポンスシートに取り組む 120
分

No6

前期課題ディスカッション② テーマに関するグループディスカッション

【予習内容】

Preparation

研究テーマの分析や考察 120
分

【復習内容】

Review

グループワーク相互評価 120
分



【授業計画】

Course Schedule

No7

前期課題ディスカッション③ ・グループディスカッションの成果発表

【予習内容】

Preparation

研究テーマの分析や考察 120
分

【復習内容】

Review

グループワーク相互評価 120
分

No8

前期課題ディスカッション④ ・グループディスカッションのふりかえり、講評

【予習内容】

Preparation

グループワークの分析や考察 120
分

【復習内容】

Review

グループワーク相互評価 120
分

No9

イベント企画発表準備① ・プレゼンテーション構成などの検討

【予習内容】

Preparation

プレゼンテーションに向けた情報収集 120
分

【復習内容】

Review

スライド資料および台本資料の作成 120
分

No10

イベント企画発表準備② ・スライド資料準備・発表台本準備

【予習内容】

Preparation

プレゼンテーションに向けた情報収集 120
分

【復習内容】

Review

スライド資料および台本資料の作成 120
分

No11

イベント企画発表準備③ ・発表リハーサル、内容修正

【予習内容】

Preparation

プレゼンテーションに向けた情報収集 120
分

【復習内容】

Review

スライド資料および台本資料の作成 120
分

No12

イベント企画プレゼンテーション① ・グループのプレゼンテーション

【予習内容】

Preparation

プレゼンテーションに向けた情報収集 120
分

【復習内容】

Review

プレゼンテーション相互評価 120
分



【授業計画】

Course Schedule

No13

イベント企画プレゼンテーション② ・プレゼンテーションの講評。相互評価

【予習内容】

Preparation

グループワークの分析や考察 120
分

【復習内容】

Review

グループワーク相互評価 120
分

No14

前期まとめ ・授業内容のふりかえり

【予習内容】

Preparation

授業の成果の考察、分析 120
分

【復習内容】

Review

授業の成果まとめ 120
分

No15

後期オリエンテーション 授業内容、進め方の説明

【予習内容】

Preparation

授業内容や趣旨の確認 120
分

【復習内容】

Review

授業内容に関するレスポンスシートに取り組む 120
分

No16

後期テーマガイダンス① ・研究テーマの発表

・成果イメージの共有

【予習内容】

Preparation

授業内容や趣旨の確認 120
分

【復習内容】

Review

授業内容に関するレスポンスシートに取り組む 120
分

No17

後期テーマガイダンス② 研究テーマに関する知識、情報の提供

【予習内容】

Preparation

研究テーマに関する情報収集 120
分

【復習内容】

Review

授業内容に関するレスポンスシートに取り組む 120
分

No18

後期テーマガイダンス③ ゲストスピーカー

【予習内容】

Preparation

研究テーマに関する情報収集 120
分

【復習内容】

Review

ゲストスピーカーに対する感想シートに取り組む 120
分



【授業計画】

Course Schedule

No19

後期課題ディスカッション① ・グループディスカッション準備

・イベント実施に向けた分析、考察

【予習内容】

Preparation

イベント開催に必要なものについて、分析や考察 120
分

【復習内容】

Review

授業内容に関するレスポンスシートに取り組む 120
分

No20

後期課題ディスカッション② イベント実施に関するグループディスカッション

【予習内容】

Preparation

イベント開催に必要なものについて、分析や考察 120
分

【復習内容】

Review

グループワーク相互評価 120
分

No21

後期課題ディスカッション③ グループディスカッションの成果発表

【予習内容】

Preparation

イベント開催に必要なものについて、分析や考察 120
分

【復習内容】

Review

グループワーク相互評価 120
分

No22

後期課題ディスカッション④ グループディスカッションのふりかえり、講評

【予習内容】

Preparation

グループワークの分析や考察 120
分

【復習内容】

Review

グループワーク相互評価 120
分

No23

イベント制作準備① イベント実施に向けた各種制作作業

【予習内容】

Preparation

イベント実施に向けた情報収集 120
分

【復習内容】

Review

各種制作作業 120
分

No24

イベント制作準備② イベント実施に向けた各種制作作業

【予習内容】

Preparation

イベント実施に向けた情報収集 120
分

【復習内容】

Review

各種制作作業 120
分



【授業計画】

Course Schedule

No25

イベント制作準備③ イベント実施に向けた各種制作作業

【予習内容】

Preparation

イベント実施に向けた情報収集 120
分

【復習内容】

Review

各種制作作業 120
分

ふりかえり① グループディスカッション

【予習内容】

Preparation

グループワークの分析や考察 120
分

【復習内容】

Review

グループワーク相互評価 120
分

No28

まとめ 授業内容のふりかえり

【予習内容】

Preparation

授業の成果の考察、分析 120
分

【復習内容】

Review

授業の成果まとめ 120
分

No27

ふりかえり② イベント制作の講評および相互評価

【予習内容】

Preparation

グループワークの分析や考察 120
分

【復習内容】

Review

授業内容に関するレスポンスシートに取り組む 120
分

No26



分野系列

Area of Study

カリキュラム

Curriculum

配当学年（履修対象）

Year of Study

講義名

Name of Subject

講義名（英語表記）

Name of Subject (English)

担当教員

Instructor

必修／選択

Compulsory／Elective

開講期

Course Period

単位数

Credits

実務経験のある教員

（実務経験と授業内容の関係）

協働力

ability to cooperate
〇

【成績評価・評価上の留意事

項（試験方法、単位修得要

件）】

Evaluation

【その他の注意事項】

Others

【授業概要・本科目で取り扱

うテーマ】

Course Description

本ゼミテーマは、エンターテインメントイベント、エンターテイメントイベントを開催するとひとことに言っても、その企画から開催までには数多くのステップがあります。

イベントを形にするためには、その段階ごとにアイディアを選出し束ね上げる作業が必要となります。賽音吉雅ゼミでは、イベントを構築してく中でどういった事象や問題の発生が想定さ

れ、

またそれらをどのように解決していくのかを、実際のエンターテイメントイベントを体験しながら考察を深めていきます。

同時に、エンターテイメントイベントが、イベントという枠組みにとどまらず既存の文化に影響を与え、新たな文化が形成されていくと言った、社会に与える影響力についても学びます。

ゼミ生ひとりひとりが、興味のあるテーマを自由に設定し、ゼミ発表やディスカッションを通じながらエンターテイメントイベントを多角的に研究し考察を深めていきます。

【到達目標】

Course Objectives

イベント研究実践

プロフェッショナルの概要について理解する。その中でも、特に、芸術、エンタメ、ミュージックに関して学修する。

自制力

self-control
〇

思考力

ability to think
〇

突破力

The power to break
〇

忍耐力

endurance
〇

演習科目

経営学部　イベント(留学2023)、経営学部　イベント(2023)

２年

プレ専門演習 E-賽音吉雅

Pre-Professional Exercises

賽音吉雅

選択必修

チームワーク チーム活動

プロの多様性を理解するための基本的な知識と教養を学修する。

プレゼンテーション力の強化

さまざまなイベンドを比較し考察する。その考察は、社会におけるプロの役割を理解する

通年

4

担当教員は、長年のプロ演奏活動を通して得たネットワーク から、学生の興味関心分野について分析し、その実務経験を活かし、プレ専門演習をわかりやすく講義します。

伝達事項やグループワークが多いため遅刻・欠席は厳禁

創造力

creativity
〇

【履修条件・受講推奨者】

Course Conditions

イベント企画・制作にはチームワークが大変重要となるため、遅刻・

欠席などは禁止です。

【教育方法】

Teaching Method

イベント学知識から、実際のイベント現場に生かす知恵を創造していくことを目指します。

【指定教科書・参考資料等】

Textbooks　・　Reference

Books

基本的に会話式でパワーポイントと資料やDVDにより進める。

最新のイベントに関する情報やニュースなどを分析して、その都度、授業中に紹介する。

【実務ＩＱ修得目標】

Learning objective based on

practical applicability

イベント企画・運営制作により役割分担とチームワークを評価する。

イベント企画発表によりプレゼンテーションのわかりやすのを評価する。 40%

合計 １００％

評価項目と割合 評価方法

企画アイデア提出により独創的・斬新なイベント発想を評価する。 30% 評価項目に加え、演習態度、演習への貢献度などを総合

的に評価し、判断する

30%

主張力

assertiveness
〇



【授業計画】

Course Schedule

【週】

Week

No1

No3

イベントの概念

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

イベントの企画

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

企画に基づいた資料の収集

120

業界の内容整理 120

研究テーマに基づき、春学期の課題を決定

研究テーマに基づいた課題の抽出 120
分

研究テーマに基づいた資料の収集

企画に基づいた課題の抽出 120
分

企業イベントについてのリサーチ 120
分

研究テーマについてのリサーチ 120
分

課題として提出する企画について説明

120
分

【テーマ】

Theme

【学習内容】

Study Contents

ガイダンス 授業全体のオリエンテーション

ゼミの基本方針

No4

No5

No6

120
分

研究テーマに基づいた課題の抽出 120

研究テーマに基づいた資料の収集 120
分

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

イベント関連業界 関係性や業務内容について

【予習内容】

Preparation

課題に関する情報収集 120
分

分
【復習内容】

Review

イベント研究テーマ発表

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

イベント課題解決ワークショップ⓵ イベントの中心的な内容となるコンテンツについて

分

分

様々なイベントの事例を紹介

【予習内容】

Preparation

ゼミ紹介

No2

【復習内容】

Review

レポートついて 120
分



【授業計画】

Course Schedule

No7

No8

No9

No10

No11

No12

各自のテーマを決めた企画について

プレゼンテーション準備 120
分

プレゼンテーション振り返り 120
分

各自のテーマを決めた企画について

プレゼンテーション準備 120
分

途中経過での企画書の見直しと修正 120
分

各自のイベントの企画を発表

未完成の企画書について内容を想定しておく 120
分

企画に足りない部分のフォローアップ 120
分

イベント課題ディスカッション⓶

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

イベント実施を想定したイベントの形態を想定しておく 120

【復習内容】

Review

イベント企画プレゼンテーション⓵

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

イベント企画発表リハーサル

【予習内容】

Preparation

イベント課題ディスカッション⓷

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

プレゼンテーション振り返り 120

イベント課題解決ワークショップ⓶ イベントに関わる人に対する運営について

【予習内容】

Preparation

研究テーマに基づいた課題の抽出 120
分

分

120
分

研究テーマに基づいた資料の収集 120

各自のテーマを決めた企画について

プレゼンテーション準備 120
分

プレゼンテーション振り返り

【復習内容】

Review

イベント課題ディスカッション⓵

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

分

プレゼンテーションの準備

分



【授業計画】

Course Schedule

No13

No14

No15

No16

No17

No18

【復習内容】

Review

研究テーマの課題分析

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

分

企画に基づいた資料の収集 120
分

関係性や業務内容について

課題に関する情報収集 120
分

業界の内容整理 120
分

レポートのブラッシュアップ 120
分

研究テーマの課題分析

【予習内容】

Preparation

120
分

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

研究テーマについてのリサーチ 120
分

課題として提出する企画について説明

企画に基づいた課題の抽出

秋学期の授業の進め方、課題レポート、評価等の説明

研究テーマと方向性の考え方をまとめておく 120
分

議論したポイントをまとめる。課題を提出する 120
分

様々なイベントの事例を紹介

企業イベントについてのリサーチ 120

120
分

プレゼンテーション振り返り 120
分

春学期に参加した実習についてまとめ、レポートを整理する

実習時間の整理 120
分

研究テーマ企画制作に向けて全体の内容確定とスケジュール案作成

実際の課題についてのイベント企画をプレゼンテーション

プレゼンテーション準備

イベント企画プレゼンテーション⓶

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

春学期イベント実習レポート

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

オリエンテーション

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review



【授業計画】

Course Schedule

【復習内容】

Review

イベント企画制作

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

プレゼンテーション振り返り 120
分

【復習内容】

Review

プレゼンテーション振り返り 120
分

各自のテーマを決めた企画について

No19

No20

No21

No22

No23

No24

プレゼンテーション準備 120

プレゼンテーション準備 120

プレゼンテーション振り返り 120

研究テーマに基づいた資料の収集 120
分

企画制作ワークショップ

【予習内容】

Preparation
分

分

各自のテーマを決めた企画について

分

研究テーマに基づき、秋学期の課題を決定

研究テーマに基づいた課題の抽出 120
分

研究テーマに基づいた資料の収集 120
分

イベントの中心的な内容となるコンテンツについて

研究テーマに基づいた課題の抽出 120
分

企画制作ワークショップ

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

企画制作ワークショップ

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

企画制作ワークショップ

【予習内容】

Preparation

研究テーマの課題分析

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

各自のテーマを決めた企画について

プレゼンテーション準備 120
分

イベントに関わる人に対する運営について

研究テーマに基づいた課題の抽出 120
分

研究テーマに基づいた資料の収集 120
分



レポートのブラッシュアップ 120
分

【復習内容】

Review

イベント企画のプレゼンテーション準備

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

イベント企画プレゼンテーション

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

秋学期に参加した実習についてまとめ、レポートを整理する

実習時間の整理 120
分

実際の課題についてのイベント企画をプレゼンテーション

プレゼンテーション準備 120
分

プレゼンテーション振り返り 120
分

プレゼンテーションの準備

【予習内容】

Preparation

イベント実施を想定したイベントの形態を想定しておく 120
分

分

120
分

途中経過での企画書の見直しと修正 120

各自のイベントの企画を発表

未完成の企画書について内容を想定しておく 120
分

企画に足りない部分のフォローアップ

No25

No26

No27

【授業計画】

Course Schedule

No28

イベント企画制作

全体の振り返りと総括

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review



分野系列

Area of Study

カリキュラム

Curriculum

配当学年（履修対象）

Year of Study

講義名

Name of Subject

講義名（英語表記）

Name of Subject (English)

担当教員

Instructor

必修／選択

Compulsory／Elective

開講期

Course Period

単位数

Credits

実務経験のある

（実務経験と授業内容の関係）

演習科目

経営学部　イベント(留学2022)、経営学部　イベント(2022)、経営学部　イベント(留学2021)、経営学部　イベント(2021)

３年

専門演習Ⅰ E-大山

Specialized Seminar I

大山　利栄

選択必修

プレゼンテーション力を身につける

リーダーシップを身につける

通年

4

イベントプロモーション最大手会社(上場企業)にて25年間イベントプロデューサーとして従事した経験を持ち、また、取締役として経営にも参画。

その経験を活かし、実際のテーマに沿って企業や地域のプロモーションプランを企画し、プレゼンテーションを行います。

【授業概要・本科目で取り扱

うテーマ】

Course Description

主な研究テーマは、企業が行うさまざまなプロモーションイベント、PRイベントを中心としたイベントプロデュースです。

演習では、アクティブ・ラーニングおよびPBL（プロジェクト・ベースド・ラーニング） をイベント制作に応用した「イベント・ラーニング」手法に基づき、座学で

学ぶイベント学知識から実際のイベント現場に生かす知恵を創造していくことを目指します。

イベント企画や制作の醍醐味であるチームワークを発揮し、お互いに力を出し合いながら、イベントを大成功に導く実現力を身につけましょう。

【到達目標】

Course Objectives

イベント発想・企画力を身につける

【履修条件・受講推奨者】

Course Conditions

イベント実習を履修している事

【教育方法】

Teaching Method

主にテーマに対して「考える」「まとめる」「プレゼンテーションする」事を行い、テーマに応じて「討論」「議論」する事が加わります。

【指定教科書・参考資料等】

Textbooks　・　Reference

Books

使用せず



【復習内容】

Review

マンダラシートの活用法についてレポート 120
分

ガイダンスに基づき、ゼミで扱う研究テーマについてディスカッションを行う

創造力

creativity
〇

合計 １００％

【予習内容】

Preparation

ゼミ紹介動画の見直し

No2

企画発表プレゼンテーション

学園祭、ゼミ合宿等の役割に対する行動 40%

評価項目と割合 評価方法

企画アイデア提出 30% 評価項目に加え、演習態度、演習への貢献度

などを総合的に評価し、判断する

30%

主張力

assertiveness
〇

イベント課題ディスカッション① 架空の課題を設定するためのディスカッション

【予習内容】

Preparation

課題に関する情報収集 120
分

分
【復習内容】

Review

120
分

No4

120
分

伝達事項やグループワークが多いため遅刻・欠席は厳禁

ゼミ合宿においてゼミ発表大会に向けた企業訪問を行う予定のためゼミ合宿参加必須

【テーマ】

Theme

【学習内容】

Study Contents

ゼミ運営ガイダンス ゼミの基本方針

3分自己紹介

自制力

self-control

思考力

ability to think
〇

突破力

The power to break
〇

忍耐力

endurance
【実務ＩＱ修得目標】

Learning objective based on

practical applicability

研究テーマに基づいた課題の抽出 120
分

企業イベントについてのリサーチ 120
分

研究テーマについてのリサーチ 120
分

研究テーマに基づき、春学期の課題を決定

【復習内容】

Review

研究テーマに基づいた資料の収集

デスカッションの内容整理 120

協働力

ability to cooperate
〇

【成績評価・評価上の留意事

項（試験方法、単位修得要

件）】

Evaluation

【その他の注意事項】

Others

【授業計画】

Course Schedule

【週】

Week

No1

No3

研究テーマガイダンス

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

研究テーマ発表

【予習内容】

Preparation



【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

イベント課題解決ワークショップ①

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

プレゼンテーション① 架空の課題についての課題を解決するためのイベントプロモーションプランを発表

分

分

分

プレゼンテーション準備 120

プレゼンテーション振り返り 120
分

イベント課題ディスカッション② 実際の課題を設定するためのディスカッション

【予習内容】

Preparation

課題に関する情報収集 120
分

分

120
分

デスカッションの内容整理 120

実際の課題についての課題を解決するためのイベントプロモーションプランの構築

プランに相応しいイベント形態の抽出 120
分

プランに不足する部分のフォローアップ

【復習内容】

Review

イベント課題解決ワークショップ②

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

プレゼンテーション②

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

企業へのプレゼンテーション

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

講評に対する振り返り 120

実際の課題についての課題を解決するためのイベントプロモーションプランを発表

プレゼンテーション準備 120
分

企画のブラッシュアップ 120
分

実際に課題を持つ企業担当者に対してプレゼンテーションを行う

プレゼンテーション準備 120
分

No5

No6

No7

No8

No9

No10

120

架空の課題についての課題を解決するためのイベントプロモーションプランの構築

プランに相応しいイベント形態の抽出 120
分

プランに不足する部分のフォローアップ

【授業計画】

Course Schedule



実際の課題についてのイベントプロモーションプランに対して、グループワークとし

てイベントを実施する前提で企画書を制作

分
イベント実施を想定したイベントの形態を想定しておく 120

【復習内容】

Review

イベント企画グループワーク②

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

イベント企画グループワーク①

【予習内容】

Preparation

イベント企画プレゼンテーション

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

ゼミ発表大会テーマディスカッション

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

春学期イベント実習レポート

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

学園祭テーマディスカッション①

途中経過での企画書の見直しと修正 120
分

実際の課題についてのイベントプロモーションプランに対して、グループワークとし

てイベントを実施する前提で企画書を制作

未完成の企画書について内容を想定しておく 120
分

企画に足りない部分のフォローアップ 120
分

実際の課題についてのイベント企画をグループごとにプレゼンテーション

プレゼンテーション準備 120
分

プレゼンテーション振り返り 120
分

ゼミ発表大会で発表するテーマ及び課題の抽出、実際に訪問する企業などについて

ディスカッション

テーマについての調査と企業抽出 120
分

企業についての調査 120
分

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

ディスカッション内容の整理 120
分

春学期に参加した実習についてまとめ、レポートを整理する

実習時間の整理 120
分

レポートのブラッシュアップ 120
分

学園祭での出店についてのディスカッション

これまでの学園祭の情報を収集 120
分

No16

No11

No12

No13

No14

No15

【授業計画】

Course Schedule



学園祭テーマディスカッション②

【予習内容】

Preparation

120
分

学園祭での出店内容・方法についての決定

プランごとのメリットデメリットについて整理

テーマと企業訪問の結果に基づき、グループワークとしてイベントプロモーション企

画の構築

未完成の企画書について内容を想定しておく 120
分

テーマと企業訪問の結果に基づき、グループワークとしてイベントプロモーション企

画の構築

企業訪問の情報整理 120
分

イベント実施のための情報収集 120
分

出典に必要な要素の抽出 120
分

学園祭出店準備

チェックリストの作成 120
分

足りない要素の抽出 120
分

ゼミ発表大会準備②

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

学園祭テーマ制作①

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

学園祭テーマ制作②

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

分

学園祭出店準備

役割分担票の作成 120
分

足りない要素の抽出 120
分

学園祭出店準備

備品リスト作成 120
分

学園祭テーマ制作③

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

ゼミ発表大会準備①

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

No17

【復習内容】

Review

企画に足りない部分のフォローアップ 120
分

No18

No19

No20

No21

No22

原材料手配 120

【授業計画】

Course Schedule



ゼミ発表大会準備③

【予習内容】

Preparation
分

分

グループごとにプレゼンテーション

分

120
分

発表用原稿制作

No23

No24

プレゼンテーション準備 120

発表原稿用素材収集 120

最終原稿のブラッシュアップ 120

【復習内容】

Review

プレゼンテーション振り返り

No25

No26

No27

【授業計画】

Course Schedule

【復習内容】

Review

ゼミ発表大会プレゼンテーションリハーサル

【予習内容】

Preparation

ゼミ発表大会の振り返り ゼミ発表大会についての良い点、悪い点についてディスカッション

【予習内容】

Preparation

ゼミ発表大会でのプレゼンテーション 120
分

分

120
分

ディスカッション内容の整理 120

一年を振り返り、研究結果についてまとめ、発表するための準備を行う

研究結果について整理する 120
分

足りない部分のフォローアップ

【復習内容】

Review

研究成果発表準備

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

研究成果発表

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

一年の研究成果についてプレゼンテーション

プレゼンテーション準備 120
分

プレゼンテーションの振り返り 120
分



【授業計画】

Course Schedule

No28

秋学期イベント実習レポート

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

レポートのブラッシュアップ 120
分

春学期に参加した実習についてまとめ、レポートを整理する

実習時間の整理 120
分



分野系列

Area of Study

カリキュラム

Curriculum

配当学年（履修対象）

Year of Study

講義名

Name of Subject

講義名（英語表記）

Name of Subject (English)

担当教員

Instructor

必修／選択

Compulsory／Elective

開講期

Course Period

単位数

Credits

実務経験のある教員

（実務経験と授業内容の関係）

協働力

ability to cooperate
〇

【授業概要・本科目で取り扱

うテーマ】

Course Description

研究テーマ：　空間エンターテインメント論

テーマパーク、アミューズメント施設、観光スポット、テーマレストランなど空間に人々を集めて成立する「ロケーション・ベースド・エンターテインメント」＝

「空間エンターテインメント」をテーマに研究します。

空間演出、コンテンツ、マーケティング、施設運営、IP、ブランディングまで具体的な事例を研究しながら、ワークショップ形式で「空間エンターテインメント」

（イベント企画）のプランニングを制作します。

【到達目標】

Course Objectives

「空間エンターテインメント」について、概況から最新動向まで具体的な事例を幅広く研究しながら、「空間エンターテインメント」を理解し説明することができる

自制力

self-control

思考力

ability to think
〇

突破力

The power to break
〇

忍耐力

endurance

演習科目

経営学部　イベント(留学2022)、経営学部　イベント(2022)、経営学部　イベント(留学2021)、経営学部　イベント(2021)

３年

専門演習Ⅰ E-笠原

Specialized Seminar I

笠原　幸一

選択必修

学生主体でユニークかつ優れた「空間エンターテインメント」（イベント企画）を制作・プレゼンテーションすることで企業組織でも通用する実践的な企画立案スキ

ルを体得する。また、チームワーク力とリーダーシップ力を身につけ、プランナー/プロデューサーとして組織を引っ張る積極性が発揮できる

基礎的な読解力（読む力、書く力）とプレゼンテーション能力を高め、常にクオリティの高いアウトプットができる。

通年

4

国内最大手のテーマパーク運営会社でマーケテイング本部長、イベント総合プロデューサーをつとめ、クリエイティブおよびイベント、マーケティングで

実務・経営に40年かかわってきた教員が、その実務経験を活かし空間エンターテインメント論の専門家として理論と実践をバランスよく講義する。

【履修条件・受講推奨者】

Course Conditions

無断遅刻・欠席は厳禁です。

【教育方法】

Teaching Method

「イベント・ラーニング」手法に基づき、座学で学ぶイベント学知識から実際のイベント現場に活かす知恵を創造していくことを目指します

【指定教科書・参考資料等】

Textbooks　・　Reference

Books

教科書は使用しません。参考文献等は、授業中に随時紹介します

【実務ＩＱ修得目標】

Learning objective based on

practical applicability
主張力

assertiveness
〇

創造力

creativity
〇



【成績評価・評価上の留意事

項（試験方法、単位修得要

件）】

Evaluation

【その他の注意事項】

Others

【授業計画】

Course Schedule

【週】

Week

No1

No3

研究テーマ企画制作に向けて全体の内容確定とスケジュール案作成

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

研究テーマの課題分析

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

議論したポイントをまとめる。課題を提出する

議論したポイントをまとめる。課題を提出する 120

研究テーマの課題分析を準備する 120
分

研究テーマ企画制作の内容と年間スケジュール案を準備する 120
分

議論したポイントをまとめる。課題を提出する 120
分

研究テーマの課題分析を議論する

120
分

専門演習はプロデューサーにとって必要な基礎能力を身につけるトレーニングの場となります。空間エンターテインメントのみならず幅広くイベントや地域活性に興

味を持ち、積極的に社会課題に取り組む姿勢をみせてください

【テーマ】

Theme

【学習内容】

Study Contents

オリエンテーション 授業の進め方、課題レポート、評価等の説明

No4

120
分

研究テーマの課題分析 研究テーマの課題分析を議論する

【予習内容】

Preparation

研究テーマの課題分析を準備する 120
分

分
【復習内容】

Review

イベント企画を制作を通じ実践的な企画立案スキルを体得しチームワーク力とリーダーシップ力を身につけ

る

読解力とプレゼンテーション能力を高め、クオリティの高いアウトプットができる 30％

評価項目と割合 評価方法

「空間エンターテインメント」の概況から最新動向まで理解し説明することができる 30％ 演習態度（積極性、リーダーシップ、チーム

ワーク）、貢献度、発表、レポート等で総合

的に判断40％

【復習内容】

Review

議論したポイントをまとめる。課題を提出する 120
分

研究テーマ企画制作に向けて全体の内容確定と年間スケジュール案を作成する

合計 １００％

【予習内容】

Preparation

研究テーマやその方向性をまとめておく

No2



【授業計画】

Course Schedule

120

研究テーマの課題分析をまとめる

研究テーマの課題分析をまとめる 120
分

議論したポイントをまとめる。課題を提出する

No5

No6

No7

No8

No9

No10

研究テーマの課題を解決するための企画制作ワークショップを実施する

企画制作ワークショップの準備をする 120
分

議論したポイントを修正する。課題を提出する 120
分

具体的なイベント企画をプレゼンテーション資料にまとめる

イベント企画制作の準備をする 120
分

企画制作ワークショップ

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

企画制作ワークショップ

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

議論したポイントを修正する。課題を提出する 120

企画制作ワークショップ 研究テーマの課題を解決するための企画制作ワークショップを実施する

【予習内容】

Preparation

企画制作ワークショップの準備をする 120
分

分

120
分

議論したポイントをまとめる。課題を提出する 120

研究テーマの課題を解決するための企画制作ワークショップを実施する

企画制作ワークショップの準備をする 120
分

議論したポイントを修正する。課題を提出する

【復習内容】

Review

企画制作ワークショップ

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

分

企画制作ワークショップの準備をする 120

議論したポイントをまとめる。課題を提出する 120
分

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

研究テーマの課題分析

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

企画制作ワークショップ 研究テーマの課題を解決するための企画制作ワークショップを実施する

分

分



【授業計画】

Course Schedule

No13

No14

No15

No11

No12

No16

分

プレゼンテーションの振り返りをまとめ提出する 120
分

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

議論したポイントをまとめる。課題を提出する 120
分

秋学期の授業の進め方、課題レポート、評価等の説明

秋学期の研究テーマやその方向性をまとめておく 120
分

議論したポイントをまとめる。課題を提出する 120
分

研究テーマ企画制作に向けて全体の内容確定と年間スケジュール案を作成する

研究テーマ企画制作の内容と年間スケジュール案を準備する 120

120
分

議論したポイントを修正する。課題を提出する 120
分

イベント企画プレゼンテーションを実施する

イベント企画プレゼンテーションの準備をする 120
分

研究テーマ企画制作に向けて全体の内容確定とスケジュール案作成

議論したポイントを修正する。課題を提出する 120
分

具体的なイベント企画をプレゼンテーション資料にまとめる

イベント企画制作の準備をする 120
分

議論したポイントを修正する。課題を提出する 120
分

イベント企画プレゼンテーションの準備をする

イベント企画プレゼンテーションの準備をする

イベント企画のプレゼンテーション準備

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

イベント企画のプレゼンテーション

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

オリエンテーション

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

イベント企画制作の準備をする 120

【復習内容】

Review

イベント企画制作

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

イベント企画制作

【予習内容】

Preparation

具体的なイベント企画をプレゼンテーション資料にまとめる

分



【授業計画】

Course Schedule

No17

【復習内容】

Review

議論したポイントをまとめる。課題を提出する 120
分

No18

No19

No20

No21

No22

議論したポイントをまとめる。課題を提出する 120
分

研究テーマの課題を解決するための企画制作ワークショップを実施する

企画制作ワークショップの準備をする 120
分

議論したポイントをまとめる。課題を提出する 120
分

研究テーマの課題を解決するための企画制作ワークショップを実施する

企画制作ワークショップの準備をする 120
分

企画制作ワークショップ

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

企画制作ワークショップ

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

企画制作ワークショップ

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

研究テーマの課題分析

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

企画制作ワークショップ

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

議論したポイントをまとめる。課題を提出する 120
分

研究テーマの課題分析を議論する

研究テーマの課題分析をまとめる 120
分

議論したポイントをまとめる。課題を提出する 120
分

研究テーマの課題を解決するための企画制作ワークショップを実施する

企画制作ワークショップの準備をする 120
分

研究テーマの課題を解決するための企画制作ワークショップを実施する

企画制作ワークショップの準備をする 120
分

議論したポイントをまとめる。課題を提出する 120
分

研究テーマの課題分析

【予習内容】

Preparation

120
分

研究テーマの課題分析をまとめる

研究テーマの課題分析を準備する



全体の振り返りと総括をまとめ提出する 120
分

【復習内容】

Review

イベント企画プレゼンテーションの準備

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

イベント企画プレゼンテーション

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

全体の振り返りと総括を実施する

全体の振り返りと総括をまとめる 120
分

イベント企画プレゼンテーションを実施する

イベント企画のプレゼンテーションを準備する 120
分

プレゼンテーションの講評と振り返りをまとめ提出する 120
分

具体的なイベント企画をプレゼンテーション資料にまとめる

【予習内容】

Preparation

イベント企画制作の準備をする 120
分

分

120
分

議論したポイントをまとめる。課題を提出する 120

イベント企画プレゼンテーションの準備をする

イベント企画のレゼンテーションの準備をする 120
分

議論したポイントをまとめる。課題を提出する

No25

No26

No27

【授業計画】

Course Schedule

No28

【復習内容】

Review

イベント企画制作

【予習内容】

Preparation

イベント企画制作

全体の振り返りと総括

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

【復習内容】

Review

議論したポイントをまとめる。課題を提出する 120
分

具体的なイベント企画をプレゼンテーション資料にまとめる

No23

No24

イベント企画制作の準備をする 120

イベント企画制作の準備をする 120

議論したポイントをまとめる。課題を提出する 120

イベント企画制作

【予習内容】

Preparation
分

分

具体的なイベント企画をプレゼンテーション資料にまとめる

分



分野系列

Area of Study

カリキュラム

Curriculum

配当学年（履修対象）

Year of Study

講義名

Name of Subject

講義名（英語表記）

Name of Subject (English)

担当教員

Instructor

必修／選択

Compulsory／Elective

開講期

Course Period

単位数

Credits

実務経験のある教員

（実務経験と授業内容の関係）

協働力

ability to cooperate
○

【授業概要・本科目で取り扱

うテーマ】

Course Description

イベントプロデュース学科の専門ゼミナールとして、２年次までのイベント学の基礎をもとに、よりイベントの実践に近づけるべく、イベント企画の制作、プレゼン

テーション、実務体験を行う。

自ら動き回り、周りを動かすような人材に育つことを目指します。

【到達目標】

Course Objectives

イベント研究実践

研究テーマを立て、それに沿った、調査分析、まとめができる。

自制力

self-control
○

思考力

ability to think
○

突破力

The power to break
○

忍耐力

endurance

演習科目

経営学部　イベント(留学2022)、経営学部　イベント(2022)、経営学部　イベント(留学2021)、経営学部　イベント(2021)

３年

専門演習Ⅰ E-上條

Specialized Seminar I

上條　典夫

選択必修

チームワーク	

具体的な課題への作業を通し、役割分担やサポートの大切さを知る。

リーダーシップ

課題解決の過程で、トラブルを乗り越え、チームをまとめるための積極性を身につける。

プレゼンテーション

発表内容に合わせて最も効果的な表現手法を選び、簡素でわかりやすい、エンターテインメント性を備えたプレゼンテーションができる。

通年

4

変化する世界の中で、イベントをプロデュースすることの本質を追求していく必要がある。そして単なる理論だけでなく、具体的な企画力、演出力、運営力などを

磨くことが大切。オリンピック・万博の日本への招致の仕事や販促・文化などの各種イベントを行った経験を生かして、二年間のゼミ形式でその習得に導いていく。

創造力

creativity
○

【履修条件・受講推奨者】

Course Conditions

幅広くイベントに興味を持ち、その仕組みを知りたいと考えていること

チームワークが重要なので、遅刻欠席は厳禁。

【教育方法】

Teaching Method

イベントに関する情報について、常にアンテナを張り興味と関心を持つこと

なるべく多くのイベントに参加し、プロの目を養う訓練をすること

チームで決めた次の演習までの作業分担は必ず行なうこと

【指定教科書・参考資料等】

Textbooks　・　Reference

Books

特になし

【実務ＩＱ修得目標】

Learning objective based on

practical applicability
主張力

assertiveness
○



【成績評価・評価上の留意事

項（試験方法、単位修得要

件）】

Evaluation

【その他の注意事項】

Others

【授業計画】

Course Schedule

【週】

Week

No1

No3

研究テーマ発表

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

研究テーマ発表

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

講義のメモチェック

講義のメモ復習 １２０

事前準備 １２０
分

事前準備 １２０
分

講義のメモチェック １２０
分

個人と団体の研究テーマの模索

１２０
分

特になし

【テーマ】

Theme

【学習内容】

Study Contents

イントロダクション 専門ゼミの進め方ガイダンス

No4

１２０
分

研究課題ディスカッション 研究課題のチームディスカッション

【予習内容】

Preparation

事前準備 １２０
分

分
【復習内容】

Review

個人と団体の研究テーマの模索

チーム活動による評価

課題解決とプレゼンテーションによって評価 40％

合計 １００％

【予習内容】

Preparation

事前準備

No2

評価項目と割合 評価方法

授業へのコミットメントで評価 30％ 学校基準に沿いながら評価いたします。

30％

【復習内容】

Review

講義のメモにて復習 １２０
分



【授業計画】

Course Schedule

１２０

研究課題のチームディスカッション

事前準備 １２０
分

講義のメモチェック

No5

No6

No7

No8

No9

No10

研究課題のチームディスカッション

事前準備 １２０
分

講義のメモチェック １２０
分

個人個人での役割の実施

事前準備 １２０
分

研究課題ディスカッション

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

● 研究課題分析ワークショップ

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

講義のメモチェック １２０

研究課題ディスカッション 研究課題のチームディスカッション

【予習内容】

Preparation

事前準備 １２０
分

分

１２０
分

講義のメモチェック １２０

研究課題のチームディスカッション

事前準備 １２０
分

講義のメモチェック

【復習内容】

Review

研究課題ディスカッション

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

分

事前準備 １２０

講義のメモチェック １２０
分

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

研究課題ディスカッション

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

研究課題ディスカッション 研究課題のチームディスカッション

分

分



【授業計画】

Course Schedule

No13

No14

No15

No11

No12

No16

分

講義のメモチェック １２０
分

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

講義のメモチェック １２０
分

プレゼンテーションの実施

事前準備 １２０
分

講義のメモチェック １２０
分

プレゼンテーションの実施

事前準備 １２０

１２０
分

講義のメモチェック １２０
分

個人個人での役割の実施

事前準備 １２０
分

プレゼンテーション

講義のメモチェック １２０
分

個人個人での役割の実施

事前準備 １２０
分

講義のメモチェック １２０
分

個人個人での役割の実施

事前準備

● 研究課題分析ワークショップ

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

● 研究課題分析ワークショップ

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

プレゼンテーション

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

事前準備 １２０

【復習内容】

Review

● 研究課題分析ワークショップ

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

● 研究課題分析ワークショップ３回

【予習内容】

Preparation

個人個人での役割の実施

分



【授業計画】

Course Schedule

No17

【復習内容】

Review

講義のメモチェック １２０
分

No18

No19

No20

No21

No22

講義のメモチェック １２０
分

研究課題のチームディスカッション

事前準備 １２０
分

講義のメモチェック １２０
分

研究課題チーム作業役割分担

事前準備 １２０
分

研究課題ディスカッション

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

研究課題分析ワークショップ

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

研究課題分析ワークショップ

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

研究課題ディスカッション

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

研究課題ディスカッション

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

講義のメモチェック １２０
分

研究課題のチームディスカッション

事前準備 １２０
分

講義のメモチェック １２０
分

研究課題分析ワークショップの実践

事前準備 １２０
分

研究課題分析ワークショップの実施

事前準備 １２０
分

講義のメモチェック １２０
分

研究テーマ決定

【予習内容】

Preparation

１２０
分

団体研究のテーマの決定と進め方検討

事前準備



全体の復習 １２０
分

【復習内容】

Review

プレゼンテーション

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

プレゼンテーション

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

一年間の復習と整理整理

事前準備 １２０
分

最終プレゼンテーション

事前準備 １２０
分

講義のメモチェック １２０
分

プレゼンテーションの実施

【予習内容】

Preparation

事前準備 １２０
分

分

１２０
分

講義のメモチェック １２０

プレゼンテーションの実施

事前準備 １２０
分

講義のメモチェック

No25

No26

No27

【授業計画】

Course Schedule

No28

【復習内容】

Review

研究課題分析ワークショップ

【予習内容】

Preparation

プレゼンテーション

まとめ

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

【復習内容】

Review

講義のメモチェック １２０
分

研究課題分析ワークショップ実践

No23

No24

事前準備 １２０

事前準備 １２０

講義のメモチェック １２０

研究課題分析ワークショップ

【予習内容】

Preparation
分

分

研究課題分析ワークショップの実践

分



分野系列

Area of Study

カリキュラム

Curriculum

配当学年（履修対象）

Year of Study

講義名

Name of Subject

講義名（英語表記）

Name of Subject (English)

担当教員

Instructor

必修／選択

Compulsory／Elective

開講期

Course Period

単位数

Credits

実務経験のある教員

（実務経験と授業内容の関係）

創造力

creativity
◯

主張力

assertiveness
◯

演習科目

経営学部　イベント(留学2022)、経営学部　イベント(2022)、経営学部　イベント(留学2021)、経営学部　イベント(2021)

３年

専門演習Ⅰ E-北原

Specialized Seminar I

北原　隆

選択必修

チームワークとリーダーシップ
具体的な課題への機嫌ある作業を通し、役割分担やサポートの大切さを知る。
課題解決の過程で、トラブルを乗り越え、チームをまとめるための積極性を身につける。

プレゼンテーション力の強化
発表内容に合わせて最も効果的な表現手法を選び、簡素でわかりやすい、エンターテインメント性を備えたプレゼンテーションができる。

通年

4

エンターテインメントイベントのディレクターや舞台監督としての30年以上の現場経験を元に、イベント制作と施設計画について研究します。

【授業概要・本科目で取り扱

うテーマ】

Course Description

研究テーマ：イベントのエンターテインメント性と施設のインフラについて学びます。
１.イベントはその全てがエンターテインメントでなくてはいけません。どんなに堅いイベントにもエンターテインメント性は必要です。
そしてイベントそのものだけでなく、企画、設計、現場、運営もまたエンターテインメントであるべきだと考えます。
エンタメイベントの手法を分析し、他のイベントに応用することを研究します。
2.ある施設でイベントを行うためには、そのイベントを行うためのインフラが必要です。
その視点が欠けているために、本来の形ではイベントが行えない施設は沢山あります。
そしてその不便を何らかの対応策で補ってなんとかイベントを開催しているのが現状です。
イベントを行うために何が必要か分析し、現状を調査し、改善を提案します。

【到達目標】

Course Objectives

イベント研究力
研究テーマを立て、それに沿った、調査分析、まとめができる。

自制力

self-control
◯

思考力

ability to think
◯

突破力

The power to break 
◯

忍耐力

endurance
◯

【履修条件・受講推奨者】

Course Conditions

◇幅広くイベントに興味を持ち、その仕組みを知りたいと考えていること

◇チームワークが重要なので、遅刻欠席は厳禁。

◇過去に北原が担当したイベント実習で未連絡でのドタキャンをしていないこと

【教育方法】

Teaching Method

実務で実際に使用された資料などを使用し、教科書にはないリアルなイベント現場の今を体感してもらう。

【指定教科書・参考資料等】

Textbooks　・　Reference 

Books

◇教科書は使用せず、授業時に資料を配布する

◇巻尺および三角スケール

【実務ＩＱ修得目標】

Learning objective based on 

practical applicability
協働力

ability to cooperate
◯



【復習内容】

Review

ゼミ内容の振り返りと資料作り 120
分

学園祭での役割に応じた準備行動
各自で考えた研究テーマ課題を発表

合計 １００％

【予習内容】

Preparation

日常的イベント関連情報収集とイベントへの積極的な参加

No2

チームワークとリーダーシップ

プレゼンテーション力 30％

評価項目と割合 評価方法

イベント研究成果 30％ 演習態度（出席・積極性・勤勉さ）、演習へ

の貢献度、レポート内容などで総合的に評価

します40％

研究テーマ課題の調査活動の報告と分析 学園祭での役割に応じた準備行動
研究テーマ課題の担当別の活動の報告と次回までの作業の決定

【予習内容】

Preparation

日常的イベント関連情報収集とイベントへの積極的な参加 120
分

分
【復習内容】

Review

120
分

No4

120
分

◇特になし

【テーマ】

Theme

【学習内容】

Study Contents

ゼミ運営ガイダンス
学園祭と研究テーマ課題について

春休み中に進めていた打ち合わせを元に学園祭でやることを決定
役割分担を決める
研究するテーマ課題について説明を行ない検討に入る

日常的イベント関連情報収集とイベントへの積極的な参加 120
分

日常的イベント関連情報収集とイベントへの積極的な参加 120
分

ゼミ内容の振り返りと資料作り 120
分

学園祭での役割に応じた準備行動
研究テーマ課題を決定し担当を決める

【復習内容】

Review

ゼミ内容の振り返りと資料作り

ゼミ内容の振り返りと資料作り 120

【成績評価・評価上の留意事

項（試験方法、単位修得要

件）】

Evaluation

【その他の注意事項】

Others

【授業計画】

Course Schedule

【週】

Week

No1

No3

研究テーマ課題案のプレゼン

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

研究テーマ課題の決定と分担

【予習内容】

Preparation



【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

研究テーマ課題の調査活動の報告と分析

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

研究テーマ課題の調査活動の報告と分析 学園祭での役割に応じた準備行動
研究テーマ課題の担当別の活動の報告と次回までの作業の決定

分

分

分

日常的イベント関連情報収集とイベントへの積極的な参加 120

ゼミ内容の振り返りと資料作り 120
分

研究テーマ課題の調査活動の報告と分析 学園祭での役割に応じた準備行動
研究テーマ課題の担当別の活動の報告と次回までの作業の決定

【予習内容】

Preparation

日常的イベント関連情報収集とイベントへの積極的な参加 120
分

分

120
分

ゼミ内容の振り返りと資料作り 120

学園祭での役割に応じた準備行動
テーマ課題の中間発表

日常的イベント関連情報収集とイベントへの積極的な参加 120
分

ゼミ内容の振り返りと資料作り

【復習内容】

Review

テーマ課題の調査活動の中間発表

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

研究テーマ課題の調査活動の報告と分析

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

研究テーマ課題の調査活動の報告と分析

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

ゼミ内容の振り返りと資料作り 120

学園祭での役割に応じた準備行動
研究テーマ課題の担当別の活動の報告と次回までの作業の決定

日常的イベント関連情報収集とイベントへの積極的な参加 120
分

ゼミ内容の振り返りと資料作り 120
分

学園祭での役割に応じた準備行動
研究テーマ課題の担当別の活動の報告と次回までの作業の決定

日常的イベント関連情報収集とイベントへの積極的な参加 120
分

No5

No6

No7

No8

No9

No10

120

学園祭での役割に応じた準備行動
研究テーマ課題の担当別の活動の報告と次回までの作業の決定

日常的イベント関連情報収集とイベントへの積極的な参加 120
分

ゼミ内容の振り返りと資料作り

【授業計画】

Course Schedule



学園祭での役割に応じた準備行動
研究テーマ課題の担当別の活動の報告と次回までの作業の決定

分
日常的イベント関連情報収集とイベントへの積極的な参加 120

【復習内容】

Review

研究テーマ課題の調査活動の報告と分析

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

研究テーマ課題の調査活動の報告と分析

【予習内容】

Preparation

研究テーマ課題の調査活動の報告と分析

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

研究テーマ課題の調査活動の報告と分析

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

学園祭準備と研究テーマ課題の分析

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

学園祭準備と研究テーマ課題の分析

ゼミ内容の振り返りと資料作り 120
分

学園祭での役割に応じた準備行動
研究テーマ課題の担当別の活動の報告と次回までの作業の決定

日常的イベント関連情報収集とイベントへの積極的な参加 120
分

ゼミ内容の振り返りと資料作り 120
分

学園祭での役割に応じた準備行動
研究テーマ課題の担当別の活動の報告と次回までの作業の決定

日常的イベント関連情報収集とイベントへの積極的な参加 120
分

ゼミ内容の振り返りと資料作り 120
分

学園祭での役割に応じた準備行動
研究テーマ課題の担当別の活動の報告と次回までの作業の決定

日常的イベント関連情報収集とイベントへの積極的な参加 120
分

ゼミ内容の振り返りと資料作り 120
分

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

ゼミ内容の振り返りと資料作り 120
分

実施案の具体化
損益分岐点の検討
仕入れ先等の検討
シフトの確認
発表展示内容の確認

日常的イベント関連情報収集とイベントへの積極的な参加 120
分

ゼミ内容の振り返りと資料作り 120
分

実施案の具体化
損益分岐点の検討
仕入れ先等の検討
シフトの確認
発表展示方法の確認

日常的イベント関連情報収集とイベントへの積極的な参加 120
分

No16

No11

No12

No13

No14

No15

【授業計画】

Course Schedule



学園祭準備と研究テーマ課題の分析

【予習内容】

Preparation

120
分

実施案の具体化
運営マニュアルの完成
進行台本の完成
備品リストの完成
発表展示物の制作

日常的イベント関連情報収集とイベントへの積極的な参加

発表内容のまとめ
ゼミ発表大会運営の役割分担
ゼミ紹介映像の制作班の決定

日常的イベント関連情報収集とイベントへの積極的な参加 120
分

出来たこと出来なかったこと
目標達成率
次回に繋げるための反省点
報告書の作成

日常的イベント関連情報収集とイベントへの積極的な参加 120
分

ゼミ内容の振り返りと資料作り 120
分

ゼミ内容の振り返りと資料作り 120
分

実施案の具体化
運営マニュアルの完成
進行台本の完成
備品リストの完成
発表展示物の制作

日常的イベント関連情報収集とイベントへの積極的な参加 120
分

ゼミ内容の振り返りと資料作り 120
分

ゼミ発表大会に向けての資料作り

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

学園祭準備と研究テーマ課題のまとめ

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

学園祭準備と研究テーマ課題のまとめ

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

分

実施案の具体化
運営マニュアルの完成
進行台本の完成
備品リストの完成
発表展示物の制作

日常的イベント関連情報収集とイベントへの積極的な参加 120
分

ゼミ内容の振り返りと資料作り 120
分

学園祭運営準備
備品やマニュアルの最終確認
人員配置の最終確認
発表展示物の確認

日常的イベント関連情報収集とイベントへの積極的な参加 120
分

学園祭準備と研究テーマ課題のまとめ

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

大学祭運営の反省会＆報告書作成

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

No17

【復習内容】

Review

ゼミ内容の振り返りと資料作り 120
分

No18

No19

No20

No21

No22

ゼミ内容の振り返りと資料作り 120

【授業計画】

Course Schedule



ゼミ発表大会に向けての資料作り

【予習内容】

Preparation
分

分

発表資料の制作
ゼミ発表大会運営の運営マニュアル＆進行台本作り
ゼミ紹介映像の編集

分

120
分

発表資料の制作
ゼミ発表大会運営の運営マニュアル＆進行台本作り
ゼミ紹介映像の制作

No23

No24

日常的イベント関連情報収集とイベントへの積極的な参加 120

日常的イベント関連情報収集とイベントへの積極的な参加 120

ゼミ内容の振り返りと資料作り 120

【復習内容】

Review

ゼミ内容の振り返りと資料作り

No25

No26

No27

【授業計画】

Course Schedule

No28

【復習内容】

Review

ゼミ発表大会に向けての資料作り

【予習内容】

Preparation

ゼミ発表大会リハーサル

全体の振り返り

【予習内容】

Preparation
【復習内容】

Review

発表プレゼンの練習
ゼミ発表大会運営の運営マニュアル＆進行台本のチェック＆修正
ゼミ紹介映像のチェック＆修正

【予習内容】

Preparation

日常的イベント関連情報収集とイベントへの積極的な参加 120
分

分

120
分

ゼミ内容の振り返りと資料作り 120

出来たこと出来なかったこと
目標達成率
次回に繋げるための反省点
報告書の作成

日常的イベント関連情報収集とイベントへの積極的な参加 120
分

ゼミ内容の振り返りと資料作り

ゼミ内容の振り返りと資料作り 120
分

【復習内容】

Review

ゼミ発表大会運営の反省会＆報告書作成

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

卒論発表会

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

出来たこと出来なかったこと
目標達成率
後輩に引き継ぐための反省点
報告書の作成

日常的イベント関連情報収集とイベントへの積極的な参加 120
分

発表会の運営
卒論についての学習
まとめ方の考察

日常的イベント関連情報収集とイベントへの積極的な参加 120
分

ゼミ内容の振り返りと資料作り 120
分



分野系列

Area of Study

カリキュラム

Curriculum

配当学年（履修対象）

Year of Study

講義名

Name of Subject

講義名（英語表記）

Name of Subject (English)

担当教員

Instructor

必修／選択

Compulsory／Elective

開講期

Course Period

単位数

Credits

実務経験のある教員

（実務経験と授業内容の関係）

協働力

ability to cooperate
○

【授業概要・本科目で取り扱

うテーマ】

Course Description

テーマ：「イベントのいろは」

概要：
　イベントと一言で言っても、その内容は様々。音楽・スポーツイベントなどが目につきがちですが、実際には発表会や展示会、企業の会議・コンベンションやパーティなど
毎日様々なイベントが行われています。目的や課題に応じて、イベントの種類やその内容は大きく違ってきます。当プロフェッショナルセミナーでは、それぞれのイベントに
必要なモノ・コトについての知識や、イベントの違いや特性などについて学ぶことで、課題を解決する手段としての「イベント」に対する理解を深めます。その後、社会に出た
時に即戦力となれるよう、発想力・プレゼン力・協同力をより一層高めていくことを目指します。

【到達目標】

Course Objectives

【チームワークの重要性を知り、承認力を身に付ける】

・具体的な課題への期限のある作業を通し、役割分担やサポートの大切さに気付く。

・ひとつの事象に対して感じることは人それぞれ。それを否定せず認め合いながら自分の発想の糧にできる。

自制力

self-control
○

思考力

ability to think
○

突破力

The power to break
○

忍耐力

endurance
○

演習科目

経営学部　イベント(留学2022)、経営学部　イベント(2022)、経営学部　イベント(留学2021)、経営学部　イベント(2021)

３年

専門演習Ⅰ E-佐藤(友)

Specialized Seminar I

佐藤　友紀子

選択必修

【PC作業力・想像力・発想力・プレゼンテーション力を育む】

・イベントの種類に応じたプランニングのための情報収集とアイディア出しができ、

自分のアイディア・企画を、わかりやすく、共感をもって伝えられる力を身に付ける。

【企画・プレゼンテーション力のさらなる向上を目指す】

社会潮流を踏まえながら課題解決のために有効なイベントプランを立て、自分の言葉で、なおかつわかりやすく伝えることができる。

通年

4

実際に、展示会・PRイベントなど様々なイベントを実施した経験のある教員が講義を行う。その経験を活かし、企画・発表・資料作成を指導しながら、イベント実現力を身に付ける。

創造力

creativity
○

【履修条件・受講推奨者】

Course Conditions

◇創造性を発揮して、積極的に演習に取り組むこと。

◇大人としての自覚と、リーダー精神を持って臨むこと。

【教育方法】

Teaching Method

スライドを使用してイベントを企画・運営するためのポイントや考え方などについて学びます。
その後、学んだことを活かしてグループワーク・資料作成・企画・プレゼンテーションを行いながら様々な課題に臨み、その成果として「イベント制作」を
実践することで、到達目標を目指します。

【指定教科書・参考資料等】

Textbooks　・　Reference

Books

◇教科書は使用せず、必要に応じて資料を配布します。

◇PC（PowerPoint、Word、Excel）

【実務ＩＱ修得目標】

Learning objective based on

practical applicability
主張力

assertiveness
○



【成績評価・評価上の留意事

項（試験方法、単位修得要

件）】

Evaluation

【その他の注意事項】

Others

【授業計画】

Course Schedule

【週】

Week

No1

No3

基礎：展示会・記者発表会について

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

基礎：セールスプロモーションイベントについて

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

・講義時間中に学んだ内容

・講義中での各種アウトプットに対する振り返り

・講義時間中に学んだ内容

・講義中での各種アウトプットに対する振り返り

120

・次回講義に向けた自身の役割確認、作業準備

・イベント、プロモーション情報収集

120
分

・次回講義に向けた自身の役割確認、作業準備

・イベント、プロモーション情報収集

120
分

・講義時間中に学んだ内容

・講義中での各種アウトプットに対する振り返り

120
分

・セールスプロモーションの内容、気を付けること、事例紹介

・テーマに合わせたワークショップ

120
分

◇イベント企画・制作にはチームワークが大変重要となるため、遅刻・欠席などは厳禁です。

◇演習中、学習と関係のないスマホや私語を禁止します。

◇報連相（報告・連絡・相談）を徹底してください。

【テーマ】

Theme

【学習内容】

Study Contents

ゼミ運営ガイダンス／研究テーマガイダンス 今後のゼミの進め方や、研究テーマについて説明

No4

120
分

基礎：インナーイベントについて ・インナーイベントの内容、気を付けること、事例紹介

・テーマに合わせたワークショップ

【予習内容】

Preparation

・次回講義に向けた自身の役割確認、作業準備

・イベント、プロモーション情報収集

120
分

分
【復習内容】

Review

・展示会・記者発表会の内容、違い、気を付けること、事例紹介

・テーマに合わせたワークショップ

【チームワーク・リーダーシップ】

課題・研究・イベント制作など、役割と納期がある作業への取り組みにより評価する。

【企画・プレゼンテーション力】

企画発表・成果物によって評価。
30％

合計 １００％

【予習内容】

Preparation

・次回講義に向けた自身の役割確認、作業準備

・イベント、プロモーション情報収集

No2

評価項目と割合 評価方法

【行動力・判断力・傾聴力】

ディスカッション・ワーク・イベント制作により評価する。

30％ 演習態度（出席・積極性・勤勉さなど）、演習
への貢献度、制作物（作成資料、提案書）などで
総合的に判断します。

40％

【復習内容】

Review

・講義時間中に学んだ内容

・講義中での各種アウトプットに対する振り返り

120
分



【授業計画】

Course Schedule

120

・演出・キャスティングの内容、気を付けること、事例紹介

・テーマに合わせたワークショップ

・次回講義に向けた自身の役割確認、作業準備

・イベント、プロモーション情報収集

120
分

・講義時間中に学んだ内容

・講義中での各種アウトプットに対する振り返り

No5

No6

No7

No8

No9

No10

・さまざまなテーマを設定、それに対するアイディア出し、ディスカッション、企

画、資料作成、プレゼンテーション等を適宜実施

・アイディア発想訓練

・次回講義に向けた自身の役割確認、作業準備

・イベント、プロモーション情報収集
120

分

・講義時間中に学んだ内容

・講義中での各種アウトプットに対する振り返り
120

分

・与えられたイベントテーマ・条件に即して、仮に設定された会場でロケハンを体験

・その後、ロケハンを基にした提案書を作成

・次回講義に向けた自身の役割確認、作業準備

・イベント、プロモーション情報収集
120

分

発展：イベント解決ワークショップ

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

ロケハン体験～提案書①

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

・講義時間中に学んだ内容

・講義中での各種アウトプットに対する振り返り
120

発展：イベント解決ワークショップ ・さまざまなテーマを設定、それに対するアイディア出し、ディスカッション、企

画、資料作成、プレゼンテーション等を適宜実施

・アイディア発想訓練

【予習内容】

Preparation

・次回講義に向けた自身の役割確認、作業準備

・イベント、プロモーション情報収集
120

分

分

120
分

・講義時間中に学んだ内容

・講義中での各種アウトプットに対する振り返り
120

・さまざまなテーマを設定、それに対するアイディア出し、ディスカッション、企

画、資料作成、プレゼンテーション等を適宜実施

・アイディア発想訓練

・次回講義に向けた自身の役割確認、作業準備

・イベント、プロモーション情報収集
120

分

・講義時間中に学んだ内容

・講義中での各種アウトプットに対する振り返り

【復習内容】

Review

発展：イベント解決ワークショップ

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

分

・次回講義に向けた自身の役割確認、作業準備

・イベント、プロモーション情報収集

120

・講義時間中に学んだ内容

・講義中での各種アウトプットに対する振り返り

120
分

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

基礎：演出・キャスティングについて

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

発展：イベント解決ワークショップ ・さまざまなテーマを設定、それに対するアイディア出し、ディスカッション、企

画、資料作成、プレゼンテーション等を適宜実施

・アイディア発想訓練

分

分



【授業計画】

Course Schedule

No13

No14

No15

No11

No12

No16

分

・講義時間中に学んだ内容

・講義中での各種アウトプットに対する振り返り
120

分

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

・講義時間中に学んだ内容

・講義中での各種アウトプットに対する振り返り
120

分

これまでの演習において気付いたことや反省・決意をまとめ、発表

・次回講義に向けた自身の役割確認、作業準備

・イベント、プロモーション情報収集
120

分

・講義時間中に学んだ内容

・講義中での各種アウトプットに対する振り返り
120

分

・学園祭制作

・ゼミ発表大会のテーマディスカッション

・次回講義に向けた自身の役割確認、作業準備

・イベント、プロモーション情報収集
120

120
分

・講義時間中に学んだ内容

・講義中での各種アウトプットに対する振り返り
120

分

学園祭テーマディスカッション

・次回講義に向けた自身の役割確認、作業準備

・イベント、プロモーション情報収集
120

分

学園祭に向けて／ゼミ発表大会の準備

・講義時間中に学んだ内容

・講義中での各種アウトプットに対する振り返り
120

分

ロケハンを基にした提案書の発表

・次回講義に向けた自身の役割確認、作業準備

・イベント、プロモーション情報収集
120

分

・講義時間中に学んだ内容

・講義中での各種アウトプットに対する振り返り
120

分

学園祭テーマディスカッション

・次回講義に向けた自身の役割確認、作業準備

・イベント、プロモーション情報収集

学園祭に向けて

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

学園祭に向けて

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

半期まとめ

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

・次回講義に向けた自身の役割確認、作業準備

・イベント、プロモーション情報収集
120

【復習内容】

Review

ロケハン体験～マニュアル作成③

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

ロケハン体験～提案書作成②

【予習内容】

Preparation

ロケハンを基にした提案書の作成作業

分



【授業計画】

Course Schedule

No17

【復習内容】

Review

・講義時間中に学んだ内容

・講義中での各種アウトプットに対する振り返り
120

分

No18

No19

No20

No21

No22

・講義時間中に学んだ内容

・講義中での各種アウトプットに対する振り返り
120

分

・学園祭制作

・ゼミ発表大会のテーマディスカッション

・次回講義に向けた自身の役割確認、作業準備

・イベント、プロモーション情報収集

120
分

・講義時間中に学んだ内容

・講義中での各種アウトプットに対する振り返り

120
分

・学園祭制作

・ゼミ発表大会のテーマディスカッション

・次回講義に向けた自身の役割確認、作業準備

・イベント、プロモーション情報収集
120

分

学園祭に向けて／ゼミ発表大会の準備

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

ゼミ発表大会の準備

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

ゼミ発表大会の準備

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

学園祭に向けて／ゼミ発表大会の準備

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

学園祭に向けて／ゼミ発表大会の準備

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

・講義時間中に学んだ内容

・講義中での各種アウトプットに対する振り返り
120

分

・学園祭制作

・ゼミ発表大会のテーマディスカッション

・次回講義に向けた自身の役割確認、作業準備

・イベント、プロモーション情報収集
120

分

・講義時間中に学んだ内容

・講義中での各種アウトプットに対する振り返り
120

分

ゼミ発表大会に向けた制作推進

・次回講義に向けた自身の役割確認、作業準備

・イベント、プロモーション情報収集
120

分

ゼミ発表大会に向けた制作推進

・次回講義に向けた自身の役割確認、作業準備

・イベント、プロモーション情報収集
120

分

・講義時間中に学んだ内容

・講義中での各種アウトプットに対する振り返り
120

分

学園祭に向けて／ゼミ発表大会の準備

【予習内容】

Preparation

120
分

・学園祭制作

・ゼミ発表大会のテーマディスカッション

・次回講義に向けた自身の役割確認、作業準備

・イベント、プロモーション情報収集



【復習内容】

Review

研究成果発表準備

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

研究成果発表

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

これまで進めてきた研究における成果の発表

・次回講義に向けた自身の役割確認、作業準備

・イベント、プロモーション情報収集
120

分

・講義時間中に学んだ内容

・講義中での各種アウトプットに対する振り返り
120

分

ゼミ発表大会後、これまでの制作推進や本番の動き・プレゼンテーション等について

振り返る

【予習内容】

Preparation

・次回講義に向けた自身の役割確認、作業準備

・イベント、プロモーション情報収集
120

分

分

120
分

・講義時間中に学んだ内容

・講義中での各種アウトプットに対する振り返り
120

これまで進めてきた研究における成果の発表準備

・次回講義に向けた自身の役割確認、作業準備

・イベント、プロモーション情報収集
120

分

・講義時間中に学んだ内容

・講義中での各種アウトプットに対する振り返り

No25

No26

No27

【授業計画】

Course Schedule

【復習内容】

Review

ゼミ発表大会の準備

【予習内容】

Preparation

ゼミ発表大会の振り返り

【復習内容】

Review

・講義時間中に学んだ内容

・講義中での各種アウトプットに対する振り返り
120

分

ゼミ発表大会に向けた制作推進

No23

No24

・次回講義に向けた自身の役割確認、作業準備

・イベント、プロモーション情報収集
120

・次回講義に向けた自身の役割確認、作業準備

・イベント、プロモーション情報収集
120

・講義時間中に学んだ内容

・講義中での各種アウトプットに対する振り返り

120

ゼミ発表大会の準備

【予習内容】

Preparation
分

分

ゼミ発表大会に向けた制作推進～リハーサル

分



・講義時間中に学んだ内容

・講義中での各種アウトプットに対する振り返り
120

分

これまでの演習において気付いたことや反省・決意をまとめ、発表

・次回講義に向けた自身の役割確認、作業準備

・イベント、プロモーション情報収集
120

分

【授業計画】

Course Schedule

No28

半期まとめ

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review



分野系列

Area of Study

カリキュラム

Curriculum

配当学年（履修対象）

Year of Study

講義名

Name of Subject

講義名（英語表記）

Name of Subject (English)

担当教員

Instructor

必修／選択

Compulsory／Elective

開講期

Course Period

単位数

Credits

実務経験のある教員

（実務経験と授業内容の関係）

演習科目

経営学部　イベント(留学2022)、経営学部　イベント(2022)、経営学部　イベント(留学2021)、経営学部　イベント(2021)

３年

専門演習Ⅰ E-志塚

Specialized Seminar I

志塚　昌紀

選択必修

通年

4

この演習では、日本の若者文化の中核をなすマンガ、アニメ、コスプレ等のいわゆるポップカルチャーに関連する取り組みやイベント実践をきっかけにして、地域ブランドや
価値創造について理解を深める。ポップカルチャーに関する学び、地域イベントへの実践を通じて、ヒトづくりからコトづくり、そこから、マチづくりへと知識の幅を拡げていく
ことが目的となる。

専門演習で育成する人材像は、“自ら動き周りを動かすことができる人物”である。演習を通じて、全員が自ら動くリーダーシップを身に付けてゆくことの喜びや充実感を得てほしい。

演習では、企画プレゼンテーションや運営マニュアル制作も行っていく。イベント企画や制作の醍醐味であるチームワークを発揮し、お互いに力を出し合いながら、イベントを大成功に導く実現
力を身につけてほしい。

【授業概要・本科目で取り扱う

テーマ】

Course Description

「ポップカルチャー」や「地域課題」について情報収集を行い、その背景や原因などを分析することができる。

イベントの開催に向けて、ゼミ生と協働して様々な課題や作業をやり遂げることができる。

イベントの体験、経験を踏まえ、今後の自身のキャリア形成に結びつけることができる。

【到達目標】

Course Objectives

各回で行われるグループワーク、個人ワークに積極的に参加できること。

【履修条件・受講推奨者】

Course Conditions

アクティブ・ラーニングおよびPBL（プロジェクト・ベースド・ラーニング）手法を重視した、ワークショップやフィールドワークが中心となる。

【教育方法】

Teaching Method

特に無し。使用教材については、適宜配付する。

【指定教科書・参考資料等】

Textbooks　・　Reference

Books

自制力

self-control

思考力

ability to think
○

突破力

The power to break

忍耐力

endurance

協働力

ability to cooperate
○

主張力

assertiveness
○

創造力

creativity
○

【実務ＩＱ修得目標】

Learning objective based on

practical applicability

評価項目と割合

【成績評価・評価上の留意事項

（試験方法、単位修得要件）】

Evaluation

評価方法

講義やグループワーク、個人ワークへの積極的な参加態度 40％ 演習態度(積極性・勤勉さなど)、演習への貢献

度、レポートなどで総合的に判断

授業で実施するワークシートおよび課題レポート内容 30％

プレゼンテーションや成果物に関する作業態度や成果の内容 30％

合計 １００％

地方博のチーフファシリテーターとして、180 にも及ぶ市民プロジェクトを支援してきた経験から、主に、高田馬場をフィールドとして、地域やまちづくり、若者文化をキーワードとしたPBLを実施。



特に無し

【その他の注意事項】

Others

【週】

Week

【テーマ】

Theme

【学習内容】

Study Contents

No1

春期オリエンテーション ・授業内容、進め方の説明

【予習内容】

Preparation

授業内容や趣旨の確認 120
分

【復習内容】

Review

授業内容に関するレスポンスシートに取り組む 120
分

【授業計画】

Course Schedule

No2

テーマガイダンス① ・研究テーマの発表・成果イメージの共有

【予習内容】

Preparation

授業内容や趣旨の確認 120
分

【復習内容】

Review

授業内容に関するレスポンスシートに取り組む 120
分

No3

テーマガイダンス② ・研究テーマに関する知識、情報の提供

【予習内容】

Preparation

研究テーマに関する情報収集 120
分

【復習内容】

Review

授業内容に関するレスポンスシートに取り組む 120
分

No4

テーマガイダンス③ ・ゲストスピーカー

【予習内容】

Preparation

研究テーマに関する情報収集 120
分

【復習内容】

Review

ゲストスピーカーに対する感想シートに取り組む 120
分

No5

課題ディスカッション① ・グループディスカッション準備・研究テーマ分析、考察

【予習内容】

Preparation

研究テーマの分析や考察 120
分

【復習内容】

Review

授業内容に関するレスポンスシートに取り組む 120
分

No6

課題ディスカッション② ・テーマに関するグループディスカッション

【予習内容】

Preparation

研究テーマの分析や考察 120
分

【復習内容】

Review

グループワーク相互評価 120
分



【授業計画】

Course Schedule

No7

課題ディスカッション③ ・グループディスカッションの成果発表

【予習内容】

Preparation

研究テーマの分析や考察 120
分

【復習内容】

Review

グループワーク相互評価 120
分

No8

課題ディスカッション④ ・グループディスカッションのふりかえり、講評

【予習内容】

Preparation

グループワークの分析や考察 120
分

【復習内容】

Review

グループワーク相互評価 120
分

No9

イベント企画発表準備① ・プレゼンテーション構成などの検討

【予習内容】

Preparation

プレゼンテーションに向けた情報収集 120
分

【復習内容】

Review

スライド資料および台本資料の作成 120
分

No10

イベント企画発表準備② ・スライド資料準備、発表台本準備

【予習内容】

Preparation

プレゼンテーションに向けた情報収集 120
分

【復習内容】

Review

スライド資料および台本資料の作成 120
分

No11

イベント企画発表準備③ ・発表リハーサル。内容修正

【予習内容】

Preparation

プレゼンテーションに向けた情報収集 120
分

【復習内容】

Review

スライド資料および台本資料の作成 120
分

No12

イベント企画プレゼンテーション① ・グループのプレゼンテーション

【予習内容】

Preparation

プレゼンテーションに向けた情報収集 120
分

【復習内容】

Review

プレゼンテーション相互評価 120
分



【授業計画】

Course Schedule

No13

イベント企画プレゼンテーション② ・プレゼンテーションの講評。相互評価

【予習内容】

Preparation

グループワークの分析や考察 120
分

【復習内容】

Review

グループワーク相互評価 120
分

No14

春期まとめ ・授業内容のふりかえり

【予習内容】

Preparation

授業の成果の考察、分析 120
分

【復習内容】

Review

授業の成果まとめ 120
分

No15

秋期オリエンテーション ・授業内容、進め方の説明

【予習内容】

Preparation

授業内容や趣旨の確認 120
分

【復習内容】

Review

授業内容に関するレスポンスシートに取り組む 120
分

No16

イベント制作ディスカッション① ・グループディスカッション準備。イベント実施に向けた分析、考察

【予習内容】

Preparation

イベント開催に必要なものについて、分析や考察 120
分

【復習内容】

Review

授業内容に関するレスポンスシートに取り組む 120
分

No17

イベント制作ディスカッション② ・イベント実施に関するグループディスカッション

【予習内容】

Preparation

イベント開催に必要なものについて、分析や考察 120
分

【復習内容】

Review

グループワーク相互評価 120
分

No18

イベント制作ディスカッション③ ・グループディスカッションの成果発表

【予習内容】

Preparation

イベント開催に必要なものについて、分析や考察 120
分

【復習内容】

Review

グループワーク相互評価 120
分



【授業計画】

Course Schedule

No19

イベント制作ディスカッション④ ・グループディスカッションのふりかえり、講評

【予習内容】

Preparation

グループワークの分析や考察 120
分

【復習内容】

Review

グループワーク相互評価 120
分

No20

イベント制作準備① ・イベント実施に向けた各種制作作業

【予習内容】

Preparation

イベント実施に向けた情報収集 120
分

【復習内容】

Review

各種制作作業 120
分

No21

イベント制作準備② ・イベント実施に向けた各種制作作業

【予習内容】

Preparation

イベント実施に向けた情報収集 120
分

【復習内容】

Review

各種制作作業 120
分

No22

イベント制作準備③ ・イベント実施に向けた各種制作作業

【予習内容】

Preparation

イベント実施に向けた情報収集 120
分

【復習内容】

Review

各種制作作業 120
分

No23

ゼミ発表大会準備① ・プレゼンテーション構成などの検討

【予習内容】

Preparation

プレゼンテーションに向けた情報収集 120
分

【復習内容】

Review

スライド資料および台本資料の作成 120
分

No24

ゼミ発表大会準備② ・スライド資料準備、発表台本準備

【予習内容】

Preparation

プレゼンテーションに向けた情報収集 120
分

【復習内容】

Review

スライド資料および台本資料の作成 120
分



【授業計画】

Course Schedule

No25

ゼミ発表大会準備③ ・発表リハーサル、内容修正

【予習内容】

Preparation

プレゼンテーションに向けた情報収集 120
分

【復習内容】

Review

プレゼンテーション相互評価 120
分

ゼミ発表大会のふりかえり ・講評および相互評価

【予習内容】

Preparation

ゼミ発表大会の分析や考察 120
分

【復習内容】

Review

グループワーク相互評価 120
分

No28

秋期まとめ ・総括

【予習内容】

Preparation

授業の成果の考察、分析 120
分

【復習内容】

Review

授業の成果まとめ 120
分

No27

ふりかえり ・授業内容の振り返り

【予習内容】

Preparation

授業の成果の考察、分析 120
分

【復習内容】

Review

授業の成果まとめ 120
分

No26



分野系列

Area of Study

カリキュラム

Curriculum

配当学年（履修対象）

Year of Study

講義名

Name of Subject

講義名（英語表記）

Name of Subject (English)

担当教員

Instructor

必修／選択

Compulsory／Elective

開講期

Course Period

単位数

Credits

実務経験のある教員

（実務経験と授業内容の関係）

協働力

ability to cooperate
〇

【授業概要・本科目で取り扱

うテーマ】

Course Description

本専門演習では、期待値（アクティブ・ラーニング＝体験型学習）を高めることを目的としており、

実践上の課題を体験型（アクティブ）で学習することによって、日常の課題にも活かすことのできる思考力を養うことを目指しています。

古代から現代まで人々が祭りやイベントを開催してきた目的および期待される効果についての考察に基づき、

イベントの概念から企画、事業推進、実施運営までについて学んでいきます。

講義では、社会におけるプロの役割に対する理解を深めるべく、多種多様な文化におけるさまざまなイベントを芸術性（アーティスティック）の観点から比較考察して

いき

ます。

イベント業務に携わるために必要な知識とイベント関連用語について学び、新しいイベントを企画し、就職を希望する企業や自治体へ提案ができるように指導していき

ます。

【到達目標】

Course Objectives

イベント研究実践

イベントを芸術性の観点から文化を比較、アーティスティック・イベントを企画・制作する。

自制力

self-control
〇

思考力

ability to think
〇

突破力

The power to break
〇

忍耐力

endurance
〇

演習科目

経営学部　イベント(留学2022)、経営学部　イベント(2022)、経営学部　イベント(留学2021)、経営学部　イベント(2021)

３年

専門演習Ⅰ E-賽音吉雅

Specialized Seminar I

賽音吉雅

選択必修

チームワーク

学生の関心分野についての様々な基礎的な内容を現実感創造する

プレゼンテーション

地域社会での恊働と参画は重要な社会貢献の一つのコミュニティー恊働と参画を創造する。

通年

4

実際に、イベント学に関連した業務にあった経験のある教員が主に講義を行う。さらに、現場経験を20年以上したからこそ、具体的事例に基づき、

授業づくりの面白さや課題を丁寧に解説する。

創造力

creativity
〇

【履修条件・受講推奨者】

Course Conditions

イベント企画・制作にはチームワークが大変重要となるため、遅刻・欠席などは禁止 です。

【教育方法】

Teaching Method

「アクティブ・ラーニング」手法に基づき、イベント学知識から実際のイベント現場に活かす知恵を創造していくことを目指します

【指定教科書・参考資料等】

Textbooks　・　Reference

Books

教科書は使用しません。最新のイベントに関する情報やニュースなどを分析して、その都度、

授業中に紹介する。

【実務ＩＱ修得目標】

Learning objective based on

practical applicability
主張力

assertiveness
〇



【成績評価・評価上の留意事

項（試験方法、単位修得要

件）】

Evaluation

【その他の注意事項】

Others

【授業計画】

Course Schedule

【週】

Week

No1

No3

研究テーマ企画制作に向けて全体の内容確定とスケジュール案作成

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

研究テーマの課題分析

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

議論したポイントをまとめる。課題を提出する

議論したポイントをまとめる。課題を提出する 120

研究テーマの課題分析を準備する 120
分

研究テーマ企画制作の内容と年間スケジュール案を準備する 120
分

議論したポイントをまとめる。課題を提出する 120
分

研究テーマの課題分析を議論する

120
分

授業中の私語は厳禁。これを守れない者には退席を命じ、履修停止とします。 最低出席率（70％）を満たすこと。不正出席者は履修停止とします。30分以上の遅刻は

50％欠席

とします。

【テーマ】

Theme

【学習内容】

Study Contents

オリエンテーション 授業の進め方、課題レポート、評価等の説明

No4

120
分

研究テーマの課題分析 研究テーマの課題分析を議論する

【予習内容】

Preparation

研究テーマの課題分析を準備する 120
分

分
【復習内容】

Review

研究テーマ企画制作に向けて全体の内容確定と年間スケジュール案を作成する

イベント企画・運営制作により役割分担とチームワークを評価する。

イベント企画発表によりプレゼンテーションのわかりやすのを評価する。 30％

合計 １００％

【予習内容】

Preparation

研究テーマやその方向性の考え方をまとめておく

No2

評価項目と割合 評価方法

企画アイデア提出により独創的・斬新なイベント発想を評価する。 30％ 演習態度（出席・積極性・勤勉さなど)、演習

への貢献度、レポートなど で総合的に判断し

ます。40％

【復習内容】

Review

議論したポイントをまとめる。課題を提出する 120
分



【授業計画】

Course Schedule

120

研究テーマの課題分析をまとめる

研究テーマの課題分析を準備する 120
分

議論したポイントをまとめる。課題を提出する

No5

No6

No7

No8

No9

No10

研究テーマの課題を解決するための企画制作ワークショップを実施する

企画制作ワークショップの準備をする 120
分

議論したポイントを修正する。課題を提出する 120
分

具体的なイベント企画をプレゼンテーション資料にまとめる

イベント企画制作の準備をする 120
分

企画制作ワークショップ

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

企画制作ワークショップ

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

議論したポイントを修正する。課題を提出する 120

企画制作ワークショップ 研究テーマの課題を解決するための企画制作ワークショップを実施する

【予習内容】

Preparation

企画制作ワークショップの準備をする 120
分

分

120
分

議論したポイントをまとめる。課題を提出する 120

研究テーマの課題を解決するための企画制作ワークショップを実施する

企画制作ワークショップの準備をする 120
分

議論したポイントを修正する。課題を提出する

【復習内容】

Review

企画制作ワークショップ

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

分

企画制作ワークショップの準備をする 120

議論したポイントをまとめる。課題を提出する 120
分

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

研究テーマの課題分析

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

企画制作ワークショップ 研究テーマの課題を解決するための企画制作ワークショップを実施する

分

分



【授業計画】

Course Schedule

No13

No14

No15

No11

No12

No16

分

議論したポイントを修正する。課題を提出する 120
分

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

議論したポイントをまとめる。課題を提出する 120
分

イベント企画プレゼンテーションを実施する

イベント企画プレゼンテーションの準備をする 120
分

プレゼンテーションの振り返りをまとめ提出する 120
分

秋学期の授業の進め方、課題レポート、評価等の説明

秋学期の研究テーマやその方向性をまとめておく 120

120
分

議論したポイントを修正する。課題を提出する 120
分

イベント企画プレゼンテーションの準備をする

イベント企画プレゼンテーションの準備をする 120
分

オリエンテーション

議論したポイントを修正する。課題を提出する 120
分

具体的なイベント企画をプレゼンテーション資料にまとめる

イベント企画制作の準備をする 120
分

議論したポイントを修正する。課題を提出する 120
分

イベント企画プレゼンテーションの準備をする

イベント企画プレゼンテーションの準備をする

イベント企画のプレゼンテーション準備

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

イベント企画のプレゼンテーション準備

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

イベント企画のプレゼンテーション

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

イベント企画制作の準備をする 120

【復習内容】

Review

イベント企画制作

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

イベント企画制作

【予習内容】

Preparation

具体的なイベント企画をプレゼンテーション資料にまとめる

分



【授業計画】

Course Schedule

No17

【復習内容】

Review

議論したポイントをまとめる。課題を提出する 120
分

No18

No19

No20

No21

No22

議論したポイントをまとめる。課題を提出する 120
分

研究テーマの課題分析を議論する

研究テーマの課題分析を準備する 120
分

議論したポイントをまとめる。課題を提出する 120
分

研究テーマの課題を解決するための企画制作ワークショップを実施する

企画制作ワークショップの準備をする 120
分

企画制作ワークショップ

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

企画制作ワークショップ

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

企画制作ワークショップ

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

研究テーマの課題分析

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

研究テーマの課題分析

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

議論したポイントをまとめる。課題を提出する 120
分

研究テーマの課題分析を議論する

研究テーマの課題分析を準備する 120
分

議論したポイントをまとめる。課題を提出する 120
分

研究テーマの課題を解決するための企画制作ワークショップを実施する

企画制作ワークショップの準備をする 120
分

研究テーマの課題を解決するための企画制作ワークショップを実施する

企画制作ワークショップの準備をする 120
分

議論したポイントをまとめる。課題を提出する 120
分

研究テーマ企画制作に向けて全体の内容確定とスケジュール案作成

【予習内容】

Preparation

120
分

研究テーマ企画制作に向けて全体の内容確定と年間スケジュール案を作成する

研究テーマ企画制作の内容と年間スケジュール案を準備する



全体の振り返りと総括をまとめ提出する 120
分

【復習内容】

Review

イベント企画プレゼンテーションの準備

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

イベント企画プレゼンテーション

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

全体の振り返りと総括を実施する

全体の振り返りと総括をまとめる 120
分

イベント企画プレゼンテーションを実施する

イベント企画のプレゼンテーションを準備する 120
分

プレゼンテーションの講評と振り返りをまとめ提出する 120
分

具体的なイベント企画をプレゼンテーション資料にまとめる

【予習内容】

Preparation

イベント企画制作の準備をする 120
分

分

120
分

議論したポイントをまとめる。課題を提出する 120

イベント企画プレゼンテーションの準備をする

イベント企画のレゼンテーションの準備をする 120
分

議論したポイントをまとめる。課題を提出する

No25

No26

No27

【授業計画】

Course Schedule

No28

【復習内容】

Review

イベント企画制作

【予習内容】

Preparation

イベント企画制作

全体の振り返りと総括

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

【復習内容】

Review

議論したポイントをまとめる。課題を提出する 120
分

具体的なイベント企画をプレゼンテーション資料にまとめる

No23

No24

イベント企画制作の準備をする 120

イベント企画制作の準備をする 120

議論したポイントをまとめる。課題を提出する 120

イベント企画制作

【予習内容】

Preparation
分

分

具体的なイベント企画をプレゼンテーション資料にまとめる

分



分野系列

Area of Study

カリキュラム

Curriculum

配当学年（履修対象）

Year of Study

講義名

Name of Subject

講義名（英語表記）

Name of Subject (English)

担当教員

Instructor

必修／選択

Compulsory／Elective

開講期

Course Period

単位数

Credits

実務経験のある教員

（実務経験と授業内容の関係）

協働力

ability to cooperate
○

【授業概要・本科目で取り扱

うテーマ】

Course Description

テーマ：スポーツイベントのビジネスの現状と課題、今後の在り方について研究する。

　現在スポーツイベントは教育、文化、国際関係、社会に大きな影響を与える存在となってきている。

　その中でも特に経済的影響．企業との関わり等にに焦点を当てて研究していく。

【到達目標】

Course Objectives

情報収集と分析力の向上：　正確に情報収集しまとめる手法を身に着ける

自制力

self-control
○

思考力

ability to think
○

突破力

The power to break 

忍耐力

endurance

【履修条件・受講推奨者】

Course Conditions

スポーツイベントビジネスに興味・関心がある積極性のある学生

【教育方法】

Teaching Method

事前にスポーツビジネストピックスを小レポートにまとめて提出し、授業時に発表。全員で内容について議論。授業後、感想を授業レポートとして提出することを毎

週行う。

【指定教科書・参考資料等】

Textbooks　・　Reference 

Books

特にないが必要に応じて都度紹介する。、参考図書として池上彰著「伝える力」、阿川佐和子「聞く力」を事前に読んでおいて下さい。

【実務ＩＱ修得目標】

Learning objective based on 

practical applicability

演習科目

経営学部　イベント(留学2022)、経営学部　イベント(2022)、経営学部　イベント(留学2021)、経営学部　イベント(2021)

３年

専門演習Ⅰ E-佐藤(潤)

Specialized Seminar I

佐藤　潤

選択必修

プレゼンテーション力の向上：自分の考えを正確に相手に伝える手法を身に着ける

グループディスカッション力の向上：相手の考えを理解し対応できる能力を身に着ける

通年

4

国内大手広告企業でのスポーツビジネスの実務経験をもとに、ゼミ生に対し毎週スポーツビジネスに関する国内外の動向を情報収集、分析し毎週レポート作成、発表させ講評、指導を行っている。

創造力

creativity

主張力

assertiveness
○



【成績評価・評価上の留意事

項（試験方法、単位修得要

件）】

Evaluation

【その他の注意事項】

Others

【授業計画】

Course Schedule

【週】

Week

No1

No3

情報を探す②

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

情報を探す③

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

J-STAGEやCiNiiなどのデータベースについて検索する

興味あるテーマの小論文や抄録などを読む 120

J-STAGEやCiNiiなどのデータベースについて検索する 120
分

興味あるテーマに沿った一般図書検索 120
分

興味あるテーマに沿った一般図書検索 120
分

情報に沿った論文や専門書を探す（探し方を学ぶ）

120
分

他者へのリスペクトと他者とのコミュニケーション力が大事です。楽しみながら授業に参加していきましょう。

【テーマ】

Theme

【学習内容】

Study Contents

情報を探す① ネットメディアを検索し関心のある情報をピックアップする

No4

120
分

情報を読み込む① 集めた情報を読み込む。読み込むポイントについて考える

【予習内容】

Preparation

興味あるテーマの小論文や抄録などを読む 120
分

分
【復習内容】

Review

【復習内容】

Review

指定されたサイトのリサーチ 120
分

新聞、雑誌などのマスメディア情報及び一般図書などより関心のある情報をピック

アップする

合計 １００％

【予習内容】

Preparation

ネットによるリサーチ

No2

プレゼンテーション力

グループディスカッション力（コミュニケーション力） 30%

評価項目と割合 評価方法

情報収集と分析力 40% 事前小レポートと授業後レポートの提出状況

と授業でのコミュニケーション力。

30%



【授業計画】

Course Schedule

120

集めた論文、専門書の内、特に興味のあるパートを読み込む。

興味あるテーマの論文などを読む 120
分

興味あるテーマの論文などを読む

No5

No6

No7

No8

No9

No10

書式に従ってまとめる

構成方法の確認 120
分

まとめたレポートをチェック 120
分

効果的なプレゼンテーション資料の作成について学ぶ

発表用資料のまとめ方の確認 120
分

情報をまとめる②

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

情報を発表する①

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

発表用資料の作成 120

情報を整理する② 事実、課題、意見、論点などを整理する

【予習内容】

Preparation

整理作業 120
分

分

120
分

漏れがないかチェック 120

レポートや小論文に書式に従ってまとめる方法を学ぶ

参考になる先行レポートの確認 120
分

参考になる先行レポートの確認

【復習内容】

Review

情報をまとめる①

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

分

自分がまとめたいテーマに必要なデータ、ファクトの収集 120

自分がまとめたいテーマの確認 120
分

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

情報を読み込む②

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

情報を整理する① インプットした情報を自分の考えに沿って整理する

必要なデータ、ファクトの収集をする

分

分



【授業計画】

Course Schedule

No13

No14

No15

No11

No12

No16

分

ディスカッション方法の確認 120
分

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

ゼミ生のレポートを読み直し批評する 60
分

前期の手法を適宜繰り返してレベルアップを図る

後期は教室でのゼミ活動に加えてスタジアム、アリーナ、ミュージアムなどを視察・

調査を行う。

情報収集する 120
分

ゼミ生のレポートを読み直し批評する 60
分

前期の手法を適宜繰り返してレベルアップを図る

後期は教室でのゼミ活動に加えてスタジアム、アリーナ、ミュージアムなどを視察・

調査を行う。

情報収集する 120

120
分

批評方法の確認 120
分

発表に対して自分の批評を披露し議論する

ディスカッションの手法について調べる 120
分

NＯ1～ＮＯ14をリピート

発表手法を確認 120
分

発表者の考えのポイントを正確に聞き取る

正確に理解する方法について調べる 120
分

正確に理解する方法を学ぶ 120
分

発表に対する客観的事実と意見をまとめる

批評に際してのポイントを調べる

発表を批評する①

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

発表を批評する②

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

NＯ1～ＮＯ14をリピート

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

発表手法について調べる 120

【復習内容】

Review

情報を聞く①

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

情報を発表する②

【予習内容】

Preparation

効果的なプレゼンテーションの発表方法について学ぶ

分



【授業計画】

Course Schedule

No17

【復習内容】

Review

ゼミ生のレポートを読み直し批評する 60
分

No18

No19

No20

No21

No22

ゼミ生のレポートを読み直し批評する 60
分

前期の手法を適宜繰り返してレベルアップを図る

後期は教室でのゼミ活動に加えてスタジアム、アリーナ、ミュージアムなどを視察・

調査を行う。

情報収集する 120
分

ゼミ生のレポートを読み直し批評する 60
分

前期の手法を適宜繰り返してレベルアップを図る

後期は教室でのゼミ活動に加えてスタジアム、アリーナ、ミュージアムなどを視察・

調査を行う。

情報収集する 120
分

NＯ1～ＮＯ14をリピート

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

NＯ1～ＮＯ14をリピート

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

NＯ1～ＮＯ14をリピート

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

NＯ1～ＮＯ14をリピート

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

NＯ1～ＮＯ14をリピート

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

ゼミ生のレポートを読み直し批評する 60
分

前期の手法を適宜繰り返してレベルアップを図る

後期は教室でのゼミ活動に加えてスタジアム、アリーナ、ミュージアムなどを視察・

調査を行う。

情報収集する 120
分

ゼミ生のレポートを読み直し批評する 60
分

前期の手法を適宜繰り返してレベルアップを図る

後期は教室でのゼミ活動に加えてスタジアム、アリーナ、ミュージアムなどを視察・

調査を行う。

情報収集する 120
分

前期の手法を適宜繰り返してレベルアップを図る

後期は教室でのゼミ活動に加えてスタジアム、アリーナ、ミュージアムなどを視察・

調査を行う。

情報収集する 120
分

ゼミ生のレポートを読み直し批評する 60
分

NＯ1～ＮＯ14をリピート

【予習内容】

Preparation

120
分

前期の手法を適宜繰り返してレベルアップを図る

後期は教室でのゼミ活動に加えてスタジアム、アリーナ、ミュージアムなどを視察・

調査を行う。

情報収集する



【復習内容】

Review

NＯ1～ＮＯ14をリピート

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

NＯ1～ＮＯ14をリピート

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

前期の手法を適宜繰り返してレベルアップを図る

後期は教室でのゼミ活動に加えてスタジアム、アリーナ、ミュージアムなどを視察・

調査を行う。

情報収集する 120
分

ゼミ生のレポートを読み直し批評する 60
分

前期の手法を適宜繰り返してレベルアップを図る

後期は教室でのゼミ活動に加えてスタジアム、アリーナ、ミュージアムなどを視察・

調査を行う。

【予習内容】

Preparation

情報収集する 120
分

分

60
分

ゼミ生のレポートを読み直し批評する 60

前期の手法を適宜繰り返してレベルアップを図る

後期は教室でのゼミ活動に加えてスタジアム、アリーナ、ミュージアムなどを視察・

調査を行う。

情報収集する 120
分

ゼミ生のレポートを読み直し批評する

No25

No26

No27

【授業計画】

Course Schedule

【復習内容】

Review

NＯ1～ＮＯ14をリピート

【予習内容】

Preparation

NＯ1～ＮＯ14をリピート

【復習内容】

Review

ゼミ生のレポートを読み直し批評する 60
分

前期の手法を適宜繰り返してレベルアップを図る

後期は教室でのゼミ活動に加えてスタジアム、アリーナ、ミュージアムなどを視察・

調査を行う。

No23

No24

情報収集する 120

情報収集する 120

ゼミ生のレポートを読み直し批評する 60

NＯ1～ＮＯ14をリピート

【予習内容】

Preparation
分

分

前期の手法を適宜繰り返してレベルアップを図る

後期は教室でのゼミ活動に加えてスタジアム、アリーナ、ミュージアムなどを視察・

調査を行う。

分



他のゼミ生の発表とレポートを復習する 120
分

前期の手法を適宜繰り返してレベルアップを図る

後期は教室でのゼミ活動に加えてスタジアム、アリーナ、ミュージアムなどを視察・

調査を行う。

これまでのゼミレポートを見直す 120
分

【授業計画】

Course Schedule

No28

NＯ1～ＮＯ14をリピート

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review



分野系列

Area of Study

カリキュラム

Curriculum

配当学年（履修対象）

Year of Study

講義名

Name of Subject

講義名（英語表記）

Name of Subject (English)

担当教員

Instructor

必修／選択

Compulsory／Elective

開講期

Course Period

単位数

Credits

実務経験のある教員

（実務経験と授業内容の関係）

協働力

ability to cooperate
〇

【授業概要・本科目で取り扱

うテーマ】

Course Description

研究テーマ：文化創造マーケティングとデザイン思考
情報収集、分析、創出、表現、伝達の技術を磨き、プランニング（商品・広告・販促企画、新事業創出）のスキル獲得を目指しますまた秋には、
独自の研究設計～実践を行います。
企業との連携授業や企業訪問、学外視察、卒業生との交流、外部講師の招聘なども随時行いたいと思います。

過去の研究テーマ;
　「ローカルチェーン店の研究」「知られざるオタクの聖地とその活性化に向けての研究」「地域のキャラクターと物語の創造」「監視カメラの用途開発」
　「消費者がECOを実感できるプロダクト提案」「こども環境絵画を活用した環境啓発ゲームの開発」、「ボードゲームが育む社会的スキルに関する調査研究」等。

【到達目標】

Course Objectives

①他者の声に耳を傾け、組織内での協調や調整を図ることができる

自制力

self-control

思考力

ability to think
〇

突破力

The power to break 

忍耐力

endurance

演習科目

経営学部　経営学科(留学2021)、経営学部　経営学科(2021)、経営学部　経営学科(留学2020)、経営学部　経営学科(2020)

４年

専門演習Ⅱ B-山川

Specialized Seminar II

山川　悟

選択必修

②能動的に意見を発信し、建設的な議論を進めることができる

③実務的な課題に対し、創造的な解決策を示すことができる

通年

2

担当教員は24年間、広告会社において広告企画の立案や新規事業のアイデア開発などに携わってきました。その経験を生かし、企画立案や創造性開発、

プレゼンテーション指導などの実践的な少人数教育を展開します。

創造力

creativity
〇

【履修条件・受講推奨者】

Course Conditions

企画・創造的な仕事に携わりたい人。世の中を楽しくするアイデアを生み出したい人。

【教育方法】

Teaching Method

・学生同士のディスカッションを中心としたアクティブラーニングを基本とします。

・ブレーンストーミングやプレゼンテーション、質疑応答を重視しながら進めます。

【指定教科書・参考資料等】

Textbooks　・　Reference 

Books

教科書は使用せず、講義資料はその都度配布、または各自ダウンロードして受講する。

【実務ＩＱ修得目標】

Learning objective based on 

practical applicability
主張力

assertiveness
〇



【成績評価・評価上の留意事

項（試験方法、単位修得要

件）】

Evaluation

【その他の注意事項】

Others

【授業計画】

Course Schedule

【週】

Week

No1

No3

相互理解プログラム

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

ビジネスリテラシートレーニング①

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

講義で実施したフレームワークについて、試してみる

講義で実施したフレームワークについて、試してみる 120

配布資料をDLのうえ熟読し、不明な言葉を調べる 120
分

配布資料をDLのうえ熟読し、不明な言葉を調べる 120
分

講義で実施したコミュニケーション技法について、試してみる 120
分

150
分

ゼミは学生主体で運営するものであるため、能動的な姿勢で受講してください。

【テーマ】

Theme

【学習内容】

Study Contents

オリエンテーション

No4

120
分

ビジネスリテラシートレーニング②

【予習内容】

Preparation

課題に取り組み、発表資料を作成してくる 120
分

分
【復習内容】

Review

能動的に意見を発信し、建設的な議論を進めることができる

実務的な課題に対し、創造的な解決策を示すことができる 40％

合計 １００％

【予習内容】

Preparation

シラバスを熟読し、エントリーシートを記入する

No2

評価項目と割合 評価方法

他者の声に耳を傾け、協調や調整を図ることができる 30％ およそ70％以上の出席を条件に、グループ討

議(観察・ピア評価)、口頭試問等で評価

30％

【復習内容】

Review

講義で触れた創造技法について、試してみる 120
分



【授業計画】

Course Schedule

120

課題に取り組み、発表資料を作成してくる 120
分

講義で実施したフレームワークについて、試してみる

No5

No6

No7

No8

No9

No10

課題に取り組み、発表資料を作成してくる 120
分

講義で触れた創造技法について、試してみる 120
分

課題に取り組み、発表資料を作成してくる 120
分

創造的思考法トレーニング③

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

創造的思考法トレーニング④

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

講義で触れた創造技法について、試してみる 120

創造的思考法トレーニング①

【予習内容】

Preparation

配布資料をDLのうえ熟読し、不明な言葉を調べる 120
分

分

120
分

講義で触れた創造技法について、試してみる 120

課題に取り組み、発表資料を作成してくる 120
分

講義で触れた創造技法について、試してみる

【復習内容】

Review

創造的思考法トレーニング②

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

分

課題に取り組み、発表資料を作成してくる 120

講義で実施したフレームワークについて、試してみる 120
分

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

ビジネスリテラシートレーニング③

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

ビジネスリテラシートレーニング④

分

分



【授業計画】

Course Schedule

No13

No14

No15

No11

No12

No16

分

学期全体の講義資料に目を通し、総括を行う 180
分

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

過去の本ゼミでの研究事例について見直してみる 120
分

シラバスを熟読し、エントリーシートを記入する 150
分

講義で触れた創造技法について、試してみる 120
分

研究テーマに関連する資料を収集してくる 120

120
分

講義で触れた消費者理解の技法について、試してみる 120
分

課題に取り組み、発表資料を作成してくる 120
分

秋学期研究活動の準備と議論

講義で触れた消費者理解の技法について、試してみる 120
分

課題に取り組み、発表資料を作成してくる 120
分

講義で触れた消費者理解の技法について、試してみる 120
分

課題に取り組み、発表資料を作成してくる

消費者理解トレーニング③

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

消費者理解トレーニング④

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

秋期オリエンテーション

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

配布資料をDLのうえ熟読し、不明な言葉を調べる 120

【復習内容】

Review

消費者理解トレーニング②

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

消費者理解トレーニング①

【予習内容】

Preparation
分



【授業計画】

Course Schedule

No17

【復習内容】

Review

他のメンバーの提案について、検討してみる 120
分

No18

No19

No20

No21

No22

他のメンバーの提案について、検討してみる 120
分

課題に取り組み、発表資料を作成してくる 120
分

他のメンバーの提案について、検討してみる 120
分

課題に取り組み、発表資料を作成してくる 120
分

グループワーク①

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

グループワーク②

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

グループワーク③

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

個人研究と発表①

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

個人研究と発表②

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

他のメンバーの提案について、検討してみる 120
分

課題に取り組み、発表資料を作成してくる 120
分

他のメンバーの提案について、検討してみる 120
分

課題に取り組み、発表資料を作成してくる 120
分

課題に取り組み、発表資料を作成してくる 120
分

他のメンバーの提案について、検討してみる 120
分

研究方向の確認と役割分担

【予習内容】

Preparation

150
分

研究テーマについての原案を作成してくる



秋学期全体の講義資料に目を通し、総括を行う 180
分

【復習内容】

Review

グループ研究発表③

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

グループ研究発表④

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

訪問先に対する事前調査をしてくる 120
分

課題に取り組み、発表資料を作成してくる 120
分

他のメンバーの提案について、検討してみる 120
分

【予習内容】

Preparation

課題に取り組み、発表資料を作成してくる 120
分

分

120
分

他のメンバーの提案について、検討してみる 120

課題に取り組み、発表資料を作成してくる 120
分

他のメンバーの提案について、検討してみる

No25

No26

No27

【授業計画】

Course Schedule

No28

【復習内容】

Review

グループ研究発表①

【予習内容】

Preparation

グループ研究発表②

流通視察・ショウルーム見学

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

【復習内容】

Review

他のメンバーの提案について、検討してみる 120
分

No23

No24

課題に取り組み、発表資料を作成してくる 120

課題に取り組み、発表資料を作成してくる 120

他のメンバーの提案について、検討してみる 120

グループワーク④

【予習内容】

Preparation
分

分

分



分野系列

Area of Study

カリキュラム

Curriculum

配当学年（履修対象）

Year of Study

講義名

Name of Subject

講義名（英語表記）

Name of Subject (English)

担当教員

Instructor

必修／選択

Compulsory／Elective

開講期

Course Period

単位数

Credits

実務経験のある教員

（実務経験と授業内容の関係）

主張力

assertiveness
〇

創造力

creativity
〇

【履修条件・受講推奨者】

Course Conditions

積極的に議論に参加できる方、向上心のある方を推奨いたします。卒業論文の単位を申請するかどうかは各自の判断に任せます。

【教育方法】

Teaching Method

アクティブラーニング形式の授業となりますので、主体的にかつ積極的な発言を求めます。

ゼミ論文の書き方を学び、論文を作成します。

【指定教科書・参考資料等】

Textbooks　・　Reference

Books

指定教科書はありません。必要に応じてICT関連のテキストを貸し出します。

【実務ＩＱ修得目標】

Learning objective based on

practical applicability

演習科目

経営学部　経営学科(留学2023)、経営学部　経営学科(2023)

４年

専門演習Ⅱ B-鬼木

Specialized Seminar II

鬼木　一直

選択必修

コミュニケーション能力の向上、自ら提案する力の育成と問題解決に向けた発想力の向上

論文体裁の修得、自らのテーマに沿った論文の完成

通年

4

担当教員は、電機メーカーにおいて商品開発業務を22年間行うと共に、様々な学会発表の経験を有します。就職後のデータの活用法、論文の記載法、企業でのプレゼン

手法など実践的な対応を多く学びます。

【授業概要・本科目で取り扱

うテーマ】

Course Description

「情報システム学」

　情報化社会と言われる昨今、企業において情報をどのように収集、解析、活用していくかが大変重要となってきています。本セミナーでは、情報システムを切り口と

して

「会社では何をしているのか？」「何が求められているのか？」「どのように問題を解決していくのか？」などを議論し、企業社会についての理解を深めていきます。

　また、Word、Excel、PowerPointなどを用い、コンピュータの基本操作も学びます。グループ学習などを通じて情報の収集力、発想力、プレゼンテーション能力などを

身に

つけることを目標とします。論文の書き方を学び、ゼミ論文を完成させます。

【到達目標】

Course Objectives

チームで考える力の育成、Officeのスキル向上

自制力

self-control
〇

思考力

ability to think
〇

突破力

The power to break
〇

忍耐力

endurance
〇

協働力

ability to cooperate
〇



30%

【復習内容】

Review

ゼミ論文テーマ内容調査 120
分

論文の基本的な書き方、体裁について学ぶ

コミュニケーション能力の向上、自ら提案する力の育成と問題解決に向けた発想力の向上

論文体裁の修得、自らのテーマに沿った論文の完成 50%

合計 １００％

【予習内容】

Preparation

論文作成方法の基本確認

No2

評価項目と割合 評価方法

チームで考える力の育成、Officeのスキル向上 20% セミナーでの態度（発言、積極性など)、貢献度、

論文など総合的に判断します。

絞り込み検索 絞り込み検索の手法を学ぶ

【予習内容】

Preparation

タイピング練習、検索手法の確認 120
分

分
【復習内容】

Review

120
分

No4

120
分

毎回、タイピング練習を行います。

【テーマ】

Theme

【学習内容】

Study Contents

ガイダンス、自己紹介 授業の進め方の説明、全員の自己紹介を行う

タイピング練習、データ検索方法の確認 120
分

タイピング練習、テーマの検索 120
分

関心のあるテーマの調査 120
分

データの検索手法を学ぶ

【復習内容】

Review

検索手法の確認

絞り込み検索の確認 120

【成績評価・評価上の留意事

項（試験方法、単位修得要

件）】

Evaluation

【その他の注意事項】

Others

【授業計画】

Course Schedule

【週】

Week

No1

No3

論文体裁

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

データの検索

【予習内容】

Preparation



【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

テーマの詳細調査

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

テーマの洗い出し 複数検索したテーマからの絞り込みを行う

分

分

分

タイピング練習、検索テーマの整理 120

テーマの絞り込み 120
分

データ分析 絞り込んだテーマのデータを検索、分析する

【予習内容】

Preparation

タイピング練習、データの検索手法の確認 120
分

分

120
分

データの分析手法の確認 120

絞り込んだテーマが深堀り出来るかどうかを検討する

タイピング練習、テーマの見直し 120
分

テーマの再選定

【復習内容】

Review

データの再選定

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

結論の方向性の検討

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

ストーリーの作成

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

ストーリーの検討 120

テーマに対する自分の意見を整理する

タイピング練習、テーマの内容整理 120
分

考察の整理 120
分

テーマのストーリーを考える

タイピング練習、全体の流れの確認 120
分

No5

No6

No7

No8

No9

No10

120

各自選んだテーマを検索し、詳細調査を行う

タイピング練習、テーマに関するデータ収集 120
分

テーマ詳細調査

【授業計画】

Course Schedule



流れに沿ったデータを取捨選択する

分
タイピング練習、データの確認 120

【復習内容】

Review

概要の整理

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

必要なデータの洗濯

【予習内容】

Preparation

ゼミ内発表資料作成

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

ゼミ内報告

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

Wordの応用操作修得

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

Excelの応用操作

データの取捨選択 120
分

テーマの位置づけ、概要を整理する

タイピング練習、テーマの意味合いの整理 120
分

概要の整理 120
分

テーマ内容を整理し、簡単な報告資料を作成

タイピング練習、テーマ内容の整理 120
分

報告資料の作成 120
分

テーマの概要をゼミ内で報告する

タイピング練習、報告資料作成 120
分

発表の振り返り 120
分

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

Excelを用いた操作方法の確認 120
分

Wordのさまざまなスキルを学ぶ

タイピング練習、Word操作の基本確認 120
分

Wordを用いた文書、表作成方法の確認 120
分

表、グラフ作成、データ集計のスキルを学ぶ

タイピング練習、Excel操作の基本確認 120
分

No16

No11

No12

No13

No14

No15

【授業計画】

Course Schedule



データの信頼性

【予習内容】

Preparation

120
分

データの入手先の信頼度を知る

タイピング練習、情報の信頼性確認

参考文献、先行文献を整理し、出展を明確にする

タイピング練習、参考文献調査 120
分

検討したデータをWordに貼り付け、整理する

タイピング練習、データの整理 120
分

データの体裁を整え、Word上に貼り付け 120
分

テーマ内容検討 120
分

データの内容、信憑性を精査する

タイピング練習、データ検証手法の確認 120
分

データの精査 120
分

参考文献、先行文献の確認

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

データの深堀り

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

アジェンダの作成

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

分

Wordでアジェンダを作成する

タイピング練習、アジェンダの検討 120
分

アジェンダの作成 120
分

Wordへのデータの貼り付けスキルを学ぶ

タイピング練習、データの整理 120
分

Word操作

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

Wordでデータを整理

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

No17

【復習内容】

Review

参考文献、先行文献の整理 120
分

No18

No19

No20

No21

No22

データをWordにまとめる 120

【授業計画】

Course Schedule



アジェンダの見直し

【予習内容】

Preparation
分

分

自分の意見を整理し、論文の中で言いたいことを明確にする

分

120
分

論文内容を確認し、アジェンダを見直す

No23

No24

タイピング練習、考察の確認 120

タイピング練習、アジェンダの再確認 120

アジェンダの見直し 120

【復習内容】

Review

主張ポイントの整理

No25

No26

No27

【授業計画】

Course Schedule

No28

【復習内容】

Review

考察の作成

【予習内容】

Preparation

データの出典、内容の確認

発表

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

データの出典を明記、内容を確認する

【予習内容】

Preparation

タイピング練習、データの整理 120
分

分

120
分

Wordでのデータの体裁の整理 120

結論を明確にし、作成する

タイピング練習、論文のまとめ方検討 120
分

結論の作成

今後の方針検討 120
分

【復習内容】

Review

結論の記載

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

全体の体裁確認

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

論文の内容を整理し、ゼミ内で論文内容を発表する

タイピング練習、発表資料の作成 120
分

全体の体裁を整え、論文として完成する

タイピング練習、論文の体裁確認 120
分

論文の完成 120
分



分野系列

Area of Study

カリキュラム

Curriculum

配当学年（履修対象）

Year of Study

講義名

Name of Subject

講義名（英語表記）

Name of Subject (English)

担当教員

Instructor

必修／選択

Compulsory／Elective

開講期

Course Period

単位数

Credits

実務経験のある

（実務経験と授業内容の関係）

演習科目

経営学部　イベント(留学2021)、経営学部　イベント(2021)、経営学部　イベント(留学2020)、経営学部　イベント(2020)

４年

専門演習Ⅱ E-大山

Specialized Seminar II

大山　利栄

選択必修

プレゼンテーション力を身につける

リーダーシップを身につける

通年

4

イベントプロモーション最大手会社(上場企業)にて25年間イベントプロデューサーとして従事した経験を持ち、また、取締役として経営にも参画。

その経験を活かし、実際のテーマに沿って企業や地域のプロモーションプランを企画し、プレゼンテーションを行います。

【授業概要・本科目で取り扱

うテーマ】

Course Description

主な研究テーマは、企業が行うさまざまなプロモーションイベント、PRイベントを中心としたイベントプロデュースです。

演習では、アクティブ・ラーニングおよびPBL（プロジェクト・ベースド・ラーニング） をイベント制作に応用した「イベント・ラーニング」手法に基づき、座学で

学ぶイベント学知識から実際のイベント現場に生かす知恵を創造していくことを目指します。

イベント企画や制作の醍醐味であるチームワークを発揮し、お互いに力を出し合いながら、イベントを大成功に導く実現力を身につけましょう。

【到達目標】

Course Objectives

イベント発想・企画力を身につける

【履修条件・受講推奨者】

Course Conditions

イベント実習を履修している事

【教育方法】

Teaching Method

主にテーマに対して「考える」「まとめる」「プレゼンテーションする」事を行い、テーマに応じて「討論」「議論」する事が加わります。

【指定教科書・参考資料等】

Textbooks　・　Reference

Books

使用せず



【復習内容】

Review

マンダラシートの活用法についてレポート 120
分

ガイダンスに基づき、ゼミで扱う研究テーマについてディスカッションを行う

創造力

creativity
〇

合計 １００％

【予習内容】

Preparation

ゼミ紹介動画の見直し

No2

企画発表プレゼンテーション

学園祭、ゼミ合宿等の役割に対する行動 40%

評価項目と割合 評価方法

企画アイデア提出 30% 評価項目に加え、演習態度、演習への貢献度

などを総合的に評価し、判断する

30%

主張力

assertiveness
〇

イベント課題ディスカッション① 架空の課題を設定するためのディスカッション

【予習内容】

Preparation

課題に関する情報収集 120
分

分
【復習内容】

Review

120
分

No4

120
分

伝達事項やグループワークが多いため遅刻・欠席は厳禁

ゼミ合宿においてゼミ発表大会に向けた企業訪問を行う予定のためゼミ合宿参加必須

【テーマ】

Theme

【学習内容】

Study Contents

ゼミ運営ガイダンス ゼミの基本方針

3分自己紹介

自制力

self-control

思考力

ability to think
〇

突破力

The power to break
〇

忍耐力

endurance
【実務ＩＱ修得目標】

Learning objective based on

practical applicability

研究テーマに基づいた課題の抽出 120
分

企業イベントについてのリサーチ 120
分

研究テーマについてのリサーチ 120
分

研究テーマに基づき、春学期の課題を決定

【復習内容】

Review

研究テーマに基づいた資料の収集

デスカッションの内容整理 120

協働力

ability to cooperate
〇

【成績評価・評価上の留意事

項（試験方法、単位修得要

件）】

Evaluation

【その他の注意事項】

Others

【授業計画】

Course Schedule

【週】

Week

No1

No3

研究テーマガイダンス

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

研究テーマ発表

【予習内容】

Preparation



【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

イベント課題解決ワークショップ①

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

プレゼンテーション① 架空の課題についての課題を解決するためのイベントプロモーションプランを発表

分

分

分

プレゼンテーション準備 120

プレゼンテーション振り返り 120
分

イベント課題ディスカッション② 実際の課題を設定するためのディスカッション

【予習内容】

Preparation

課題に関する情報収集 120
分

分

120
分

デスカッションの内容整理 120

実際の課題についての課題を解決するためのイベントプロモーションプランの構築

プランに相応しいイベント形態の抽出 120
分

プランに不足する部分のフォローアップ

【復習内容】

Review

イベント課題解決ワークショップ②

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

プレゼンテーション②

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

企業へのプレゼンテーション

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

講評に対する振り返り 120

実際の課題についての課題を解決するためのイベントプロモーションプランを発表

プレゼンテーション準備 120
分

企画のブラッシュアップ 120
分

実際に課題を持つ企業担当者に対してプレゼンテーションを行う

プレゼンテーション準備 120
分

No5

No6

No7

No8

No9

No10

120

架空の課題についての課題を解決するためのイベントプロモーションプランの構築

プランに相応しいイベント形態の抽出 120
分

プランに不足する部分のフォローアップ

【授業計画】

Course Schedule



実際の課題についてのイベントプロモーションプランに対して、グループワークとし

てイベントを実施する前提で企画書を制作

分
イベント実施を想定したイベントの形態を想定しておく 120

【復習内容】

Review

イベント企画グループワーク②

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

イベント企画グループワーク①

【予習内容】

Preparation

イベント企画プレゼンテーション

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

ゼミ発表大会テーマディスカッション

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

春学期イベント実習レポート

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

学園祭テーマディスカッション①

途中経過での企画書の見直しと修正 120
分

実際の課題についてのイベントプロモーションプランに対して、グループワークとし

てイベントを実施する前提で企画書を制作

未完成の企画書について内容を想定しておく 120
分

企画に足りない部分のフォローアップ 120
分

実際の課題についてのイベント企画をグループごとにプレゼンテーション

プレゼンテーション準備 120
分

プレゼンテーション振り返り 120
分

ゼミ発表大会で発表するテーマ及び課題の抽出、実際に訪問する企業などについて

ディスカッション

テーマについての調査と企業抽出 120
分

企業についての調査 120
分

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

ディスカッション内容の整理 120
分

春学期に参加した実習についてまとめ、レポートを整理する

実習時間の整理 120
分

レポートのブラッシュアップ 120
分

学園祭での出店についてのディスカッション

これまでの学園祭の情報を収集 120
分

No16

No11

No12

No13

No14

No15

【授業計画】

Course Schedule



学園祭テーマディスカッション②

【予習内容】

Preparation

120
分

学園祭での出店内容・方法についての決定

プランごとのメリットデメリットについて整理

テーマと企業訪問の結果に基づき、グループワークとしてイベントプロモーション企

画の構築

未完成の企画書について内容を想定しておく 120
分

テーマと企業訪問の結果に基づき、グループワークとしてイベントプロモーション企

画の構築

企業訪問の情報整理 120
分

イベント実施のための情報収集 120
分

出典に必要な要素の抽出 120
分

学園祭出店準備

チェックリストの作成 120
分

足りない要素の抽出 120
分

ゼミ発表大会準備②

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

学園祭テーマ制作①

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

学園祭テーマ制作②

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

分

学園祭出店準備

役割分担票の作成 120
分

足りない要素の抽出 120
分

学園祭出店準備

備品リスト作成 120
分

学園祭テーマ制作③

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

ゼミ発表大会準備①

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

No17

【復習内容】

Review

企画に足りない部分のフォローアップ 120
分

No18

No19

No20

No21

No22

原材料手配 120

【授業計画】

Course Schedule



ゼミ発表大会準備③

【予習内容】

Preparation
分

分

グループごとにプレゼンテーション

分

120
分

発表用原稿制作

No23

No24

プレゼンテーション準備 120

発表原稿用素材収集 120

最終原稿のブラッシュアップ 120

【復習内容】

Review

プレゼンテーション振り返り

No25

No26

No27

【授業計画】

Course Schedule

【復習内容】

Review

ゼミ発表大会プレゼンテーションリハーサル

【予習内容】

Preparation

ゼミ発表大会の振り返り ゼミ発表大会についての良い点、悪い点についてディスカッション

【予習内容】

Preparation

ゼミ発表大会でのプレゼンテーション 120
分

分

120
分

ディスカッション内容の整理 120

一年を振り返り、研究結果についてまとめ、発表するための準備を行う

研究結果について整理する 120
分

足りない部分のフォローアップ

【復習内容】

Review

研究成果発表準備

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

研究成果発表

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

一年の研究成果についてプレゼンテーション

プレゼンテーション準備 120
分

プレゼンテーションの振り返り 120
分



【授業計画】

Course Schedule

No28

卒業論文プレゼンテーション

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

プレゼンテーションの振り返り 120
分

卒業論文プレゼンテーション

プレゼンテーション準備 120
分



分野系列

Area of Study

カリキュラム

Curriculum

配当学年（履修対象）

Year of Study

講義名

Name of Subject

講義名（英語表記）

Name of Subject (English)

担当教員

Instructor

必修／選択

Compulsory／Elective

開講期

Course Period

単位数

Credits

実務経験のある教員

（実務経験と授業内容の関係）

協働力

ability to cooperate

【授業概要・本科目で取り扱

うテーマ】

Course Description

研究テーマ：イベントで世界を活き活きと輝かせよう！

心躍るイベントを体験した時のあの「感動」は平凡な毎日を輝かせ生きる糧にもなります。専門演習Ⅱでは、イベント軸で空間エンターテインメント、コンテンツビ

ジネス、地域活性化など様々な事例を研究します。これまでの各々の取り組みを論文や発表の形にして学生生活での集大成として完成させることを目標とします

【到達目標】

Course Objectives

独創的で質の高いイベント研究（論文）を完成させる

自制力

self-control

思考力

ability to think
〇

突破力

The power to break
〇

忍耐力

endurance
〇

演習科目

経営学部　イベント(留学2021)、経営学部　イベント(2021)、経営学部　イベント(留学2020)、経営学部　イベント(2020)

４年

専門演習Ⅱ E-笠原

Specialized Seminar II

笠原　幸一

選択必修

イベント研究（論文）の発表をし内容を十分に伝えることができる

読解力とプレゼンテーション能力を高め、常にクオリティの高いアウトプットができる

通年

4

国内最大手のテーマパーク運営会社でマーケテイング本部長、イベント総合プロデューサーをつとめ、クリエイティブおよびイベント、マーケティングで

実務・経営に40年かかわってきた教員が、その実務経験を活かし空間エンターテインメント論の専門家として理論と実践をバランスよく講義する。

【履修条件・受講推奨者】

Course Conditions

無断遅刻・欠席は厳禁です

【教育方法】

Teaching Method

個人研究が中心となりますので、担当教員との対面コミュニケーションで指導します

【指定教科書・参考資料等】

Textbooks　・　Reference

Books

特にありません。参考文献等は、授業中に随時紹介します

【実務ＩＱ修得目標】

Learning objective based on

practical applicability
主張力

assertiveness
〇

創造力

creativity
〇



【成績評価・評価上の留意事

項（試験方法、単位修得要

件）】

Evaluation

【その他の注意事項】

Others

【授業計画】

Course Schedule

【週】

Week

No1

No3

年間スケジュール作成

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

研究・論文のまとめ方のレクチャー（１）

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

レクチャーのポイントをまとめ、参考文献から抜き書きリストを作成

する

レクチャーのポイントをまとめ、「目次～研究の背景、研究の目的」

を作成する

120

研究・論文の書き方を予習する 120
分

研究テーマの方向性と年間スケジュール案を準備する 120
分

議論したポイントをまとめ全体の年間スケジュール、参考文献リスト

を作成する

120
分

研究論文の書き方のレクチャー（２）

目次構成を作成する

120
分

専門演習Ⅱは学生生活の集大成としての研究の仕上げの場となります。幅広くイベントや空間エンターテインメント、コンテンツ、地域活性に興味を深め、辛抱強く

着実に取り組む姿勢をみせてください

【テーマ】

Theme

【学習内容】

Study Contents

オリエンテーション 授業の進め方、課題レポート、評価等の説明

研究テーマシートの作成

No4

120
分

論文のまとめ方のレクチャー（２） 論文の書き方のレクチャー（３）

「目次～研究の背景」、「研究の目的」の作成

【予習内容】

Preparation

研究・論文の書き方を予習する 120
分

分
【復習内容】

Review

イベント研究（論文）の発表をし内容を十分に伝えることができる

読解力とプレゼンテーション能力を高め、常にクオリティの高いアウトプットができる 25％

評価項目と割合 評価方法

独創的で質の高いイベント研究（論文）を完成させる 50％ 演習態度、研究の成果、発表、レポート等で

総合的に判断

25％

【復習内容】

Review

議論したポイントをまとめ研究テーマシートを作成する 120
分

研究論文の書き方のレクチャー（１）

情報の探し方、参考文献・参考資料を見つける

合計 １００％

【予習内容】

Preparation

研究テーマの考えをまとめておく

No2



【授業計画】

Course Schedule

120

研究・論文指導

研究・論文テーマを検討する 120
分

議論したポイントをまとめ、論文執筆にあたる

No5

No6

No7

No8

No9

No10

研究・論文指導

研究・調査方法を予習する 120
分

指導内容を復習し、議論したポイントを修正する 120
分

研究・論文指導

研究・調査の準備をする 120
分

研究・調査方法レクチャー（２）

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

研究・調査準備（１）

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

議論したポイントを修正する 120

研究・論文の進捗報告 研究・論文の進捗報告

【予習内容】

Preparation

研究・論文の進捗報告を準備する 120
分

分

120
分

議論したポイントをまとめ論文執筆の参考にする 120

研究・論文指導

研究・調査方法を予習する 120
分

指導内容を復習し、議論したポイントを修正する

【復習内容】

Review

研究・調査方法レクチャー（１）

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

分

研究・論文の進捗報告の準備をする 120

議論したポイントをまとめ進捗報告の準備をする 120
分

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

研究・論文指導

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

研究・論文指導 研究・論文指導

分

分



【授業計画】

Course Schedule

No13

No14

No15

No11

No12

No16

分

春学期の振り返りと総括をまとめ提出する 120
分

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

議論したポイントをまとめる 120
分

秋学期の授業の進め方、課題レポート、評価等の説明

スケジュールの見直し

秋学期のスケジュールの見直しやその方向性をまとめておく 120
分

議論したポイントをまとめ、「研究の方法」を完成させ、「研究の結

果」を作成する

120
分

研究・論文指導

研究・論文制作を進める 120

120
分

議論したポイントを修正する 120
分

春学期の振り返りと総括

春学期の振り返りと総括をまとめる 120
分

研究・論文指導

議論したポイントを修正する 120
分

中間報告会。意見・改善提案等修正ポイントの議論

研究・調査の進捗を発表する 120
分

議論したポイントを修正する 120
分

研究・論文指導

研究・論文制作を進める

研究・論文指導

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

春学期の振り返りと総括

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

オリエンテーション

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

研究・調査の準備をする 120

【復習内容】

Review

研究・調査中間報告会

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

研究・調査準備（２）

【予習内容】

Preparation

研究・論文指導

分



【授業計画】

Course Schedule

No17

【復習内容】

Review

議論したポイントをまとめる 120
分

No18

No19

No20

No21

No22

議論したポイントをまとめ、「今後の課題」を完成させる 120
分

研究・論文指導

研究・論文制作を進める 120
分

議論したポイントをまとめ、「考察」を完成させ、「今後の課題」を

作成する

120
分

研究・論文の進捗報告会

研究・論文の進捗報告の準備 120
分

研究・論文の進捗報告会

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

研究・論文の完成

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

研究・論文発表の準備（１）

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

研究・論文指導

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

研究・論文指導

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

議論したポイントをまとめ、「研究の結果」を完成させ、「考察」を

作成する

120
分

研究・論文指導

研究・論文制作を進める 120
分

議論したポイントをまとめる 120
分

研究・論文発表の指導

研究・論文発表の準備をする 120
分

研究・論文指導、研究論文の提出

研究・論文制作を進める 120
分

議論したポイントをまとめる、研究論文を提出する 120
分

研究・論文指導

【予習内容】

Preparation

120
分

研究・論文指導

研究・論文制作を進める



全体の振り返りと総括をまとめ提出する 120
分

【復習内容】

Review

研究・論文の最終報告会（２）

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

研究・論文最終校正

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

全体の振り返りと総括を実施する

全体の振り返りと総括をまとめる 120
分

研究・論文の最終報告における指導・助言を受け論文の最終校正を実施する

研究・論文の最終校正を進める 120
分

プレゼンテーションの講評と振り返りをまとめ提出する 120
分

研究・論文発表の指導

【予習内容】

Preparation

研究・論文発表の準備をする 120
分

分

120
分

議論したポイントをまとめ、ブラッシュアップする 120

研究・論文の最終報告会（２）

研究・論文発表の準備をする 120
分

議論したポイントをまとめ、ブラッシュアップする

No25

No26

No27

【授業計画】

Course Schedule

No28

【復習内容】

Review

研究・論文発表の準備（３）

【予習内容】

Preparation

研究・論文の最終報告会（１）

全体の振り返りと総括

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

【復習内容】

Review

議論したポイントをまとめる 120
分

研究・論文発表の指導

No23

No24

研究・論文発表の準備をする 120

研究・論文発表の準備をする 120

議論したポイントをまとめる 120

研究・論文発表の準備（２）

【予習内容】

Preparation
分

分

研究・論文発表の指導

分



分野系列

Area of Study

カリキュラム

Curriculum

配当学年（履修対象）

Year of Study

講義名

Name of Subject

講義名（英語表記）

Name of Subject (English)

担当教員

Instructor

必修／選択

Compulsory／Elective

開講期

Course Period

単位数

Credits

実務経験のある教員

（実務経験と授業内容の関係）

協働力

ability to cooperate
○

【授業概要・本科目で取り扱

うテーマ】

Course Description

イベントプロデュース学科の専門ゼミナールとして、２年次までのイベント学の基礎をもとに、よりイベントの実践に近づけるべく、イベント企画の制作、プレゼン

テーション、実務体験を行う。

自ら動き回り、周りを動かすような人材に育つことを目指します。

【到達目標】

Course Objectives

イベント研究実践

研究テーマを立て、それに沿った、調査分析、まとめができる。

自制力

self-control
○

思考力

ability to think
○

突破力

The power to break
○

忍耐力

endurance

演習科目

経営学部　イベント(留学2021)、経営学部　イベント(2021)、経営学部　イベント(留学2020)、経営学部　イベント(2020)

４年

専門演習Ⅱ E-上條

Specialized Seminar II

上條　典夫

選択必修

チームワーク	

具体的な課題への作業を通し、役割分担やサポートの大切さを知る。

リーダーシップ

課題解決の過程で、トラブルを乗り越え、チームをまとめるための積極性を身につける。

プレゼンテーション

発表内容に合わせて最も効果的な表現手法を選び、簡素でわかりやすい、エンターテインメント性を備えたプレゼンテーションができる。

通年

4

変化する世界の中で、イベントをプロデュースすることの本質を追求していく必要がある。そして単なる理論だけでなく、具体的な企画力、演出力、運営力などを

磨くことが大切。オリンピック・万博の日本への招致の仕事や販促・文化などの各種イベントを行った経験を生かして、二年間のゼミ形式でその習得に導いていく。

創造力

creativity
○

【履修条件・受講推奨者】

Course Conditions

幅広くイベントに興味を持ち、その仕組みを知りたいと考えていること

チームワークが重要なので、遅刻欠席は厳禁。

【教育方法】

Teaching Method

イベントに関する情報について、常にアンテナを張り興味と関心を持つこと

なるべく多くのイベントに参加し、プロの目を養う訓練をすること

チームで決めた次の演習までの作業分担は必ず行なうこと

【指定教科書・参考資料等】

Textbooks　・　Reference

Books

特になし

【実務ＩＱ修得目標】

Learning objective based on

practical applicability
主張力

assertiveness
○



【成績評価・評価上の留意事

項（試験方法、単位修得要

件）】

Evaluation

【その他の注意事項】

Others

【授業計画】

Course Schedule

【週】

Week

No1

No3

研究テーマ発表

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

研究テーマ発表

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

講義のメモチェック

講義のメモ復習 １２０

事前準備 １２０
分

事前準備 １２０
分

講義のメモチェック １２０
分

個人と団体の研究テーマの模索

１２０
分

特になし

【テーマ】

Theme

【学習内容】

Study Contents

イントロダクション 専門ゼミの進め方ガイダンス

No4

１２０
分

研究課題ディスカッション 研究課題のチームディスカッション

【予習内容】

Preparation

事前準備 １２０
分

分
【復習内容】

Review

個人と団体の研究テーマの模索

チーム活動による評価

課題解決とプレゼンテーションによって評価 40％

合計 １００％

【予習内容】

Preparation

事前準備

No2

評価項目と割合 評価方法

授業へのコミットメントで評価 30％ 学校基準に沿いながら評価いたします。

30％

【復習内容】

Review

講義のメモにて復習 １２０
分



【授業計画】

Course Schedule

１２０

研究課題のチームディスカッション

事前準備 １２０
分

講義のメモチェック

No5

No6

No7

No8

No9

No10

研究課題のチームディスカッション

事前準備 １２０
分

講義のメモチェック １２０
分

個人個人での役割の実施

事前準備 １２０
分

研究課題ディスカッション

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

● 研究課題分析ワークショップ

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

講義のメモチェック １２０

研究課題ディスカッション 研究課題のチームディスカッション

【予習内容】

Preparation

事前準備 １２０
分

分

１２０
分

講義のメモチェック １２０

研究課題のチームディスカッション

事前準備 １２０
分

講義のメモチェック

【復習内容】

Review

研究課題ディスカッション

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

分

事前準備 １２０

講義のメモチェック １２０
分

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

研究課題ディスカッション

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

研究課題ディスカッション 研究課題のチームディスカッション

分

分



【授業計画】

Course Schedule

No13

No14

No15

No11

No12

No16

分

講義のメモチェック １２０
分

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

講義のメモチェック １２０
分

プレゼンテーションの実施

事前準備 １２０
分

講義のメモチェック １２０
分

プレゼンテーションの実施

事前準備 １２０

１２０
分

講義のメモチェック １２０
分

個人個人での役割の実施

事前準備 １２０
分

プレゼンテーション

講義のメモチェック １２０
分

個人個人での役割の実施

事前準備 １２０
分

講義のメモチェック １２０
分

個人個人での役割の実施

事前準備

● 研究課題分析ワークショップ

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

● 研究課題分析ワークショップ

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

プレゼンテーション

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

事前準備 １２０

【復習内容】

Review

● 研究課題分析ワークショップ

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

● 研究課題分析ワークショップ３回

【予習内容】

Preparation

個人個人での役割の実施

分



【授業計画】

Course Schedule

No17

【復習内容】

Review

講義のメモチェック １２０
分

No18

No19

No20

No21

No22

講義のメモチェック １２０
分

研究課題のチームディスカッション

事前準備 １２０
分

講義のメモチェック １２０
分

研究課題チーム作業役割分担

事前準備 １２０
分

研究課題ディスカッション

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

研究課題分析ワークショップ

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

研究課題分析ワークショップ

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

研究課題ディスカッション

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

研究課題ディスカッション

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

講義のメモチェック １２０
分

研究課題のチームディスカッション

事前準備 １２０
分

講義のメモチェック １２０
分

研究課題分析ワークショップの実践

事前準備 １２０
分

研究課題分析ワークショップの実施

事前準備 １２０
分

講義のメモチェック １２０
分

研究テーマ決定

【予習内容】

Preparation

１２０
分

団体研究のテーマの決定と進め方検討

事前準備



全体の復習 １２０
分

【復習内容】

Review

プレゼンテーション

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

プレゼンテーション

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

一年間の復習と整理整理

事前準備 １２０
分

最終プレゼンテーション

事前準備 １２０
分

講義のメモチェック １２０
分

プレゼンテーションの実施

【予習内容】

Preparation

事前準備 １２０
分

分

１２０
分

講義のメモチェック １２０

プレゼンテーションの実施

事前準備 １２０
分

講義のメモチェック

No25

No26

No27

【授業計画】

Course Schedule

No28

【復習内容】

Review

研究課題分析ワークショップ

【予習内容】

Preparation

プレゼンテーション

まとめ

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

【復習内容】

Review

講義のメモチェック １２０
分

研究課題分析ワークショップ実践

No23

No24

事前準備 １２０

事前準備 １２０

講義のメモチェック １２０

研究課題分析ワークショップ

【予習内容】

Preparation
分

分

研究課題分析ワークショップの実践

分



分野系列

Area of Study

カリキュラム

Curriculum

配当学年（履修対象）

Year of Study

講義名

Name of Subject

講義名（英語表記）

Name of Subject (English)

担当教員

Instructor

必修／選択

Compulsory／Elective

開講期

Course Period

単位数

Credits

実務経験のある教員

（実務経験と授業内容の関係）

創造力

creativity
◯

主張力

assertiveness
◯

演習科目

経営学部　イベント(留学2021)、経営学部　イベント(2021)、経営学部　イベント(留学2020)、経営学部　イベント(2020)

４年

専門演習Ⅱ E-北原

Specialized Seminar II

北原　隆

選択必修

チームワークとリーダーシップ

具体的な課題への機嫌ある作業を通し、役割分担やサポートの大切さを知る。

課題解決の過程で、トラブルを乗り越え、チームをまとめるための積極性を身につける。

プレゼンテーション力の強化

発表内容に合わせて最も効果的な表現手法を選び、簡素でわかりやすい、エンターテインメント性を備えたプレゼンテーションができる。

通年

4

エンターテインメントイベントのディレクターや舞台監督としての30年以上の現場経験を元に、イベント制作と施設計画について研究します。

【授業概要・本科目で取り扱

うテーマ】

Course Description

研究テーマ：イベントのエンターテインメント性と施設のインフラについて学びます。
１.イベントはその全てがエンターテインメントでなくてはいけません。
どんなに堅いイベントにもエンターテインメント性は必要です。
そしてイベントそのものだけでなく、企画、設計、現場、運営もまたエンターテインメントであるべきだと考えます。
エンタメイベントの手法を分析し、他のイベントに応用することを研究します。
2.ある施設でイベントを行うためには、そのイベントを行うためのインフラが必要です。
その視点が欠けているために、本来の形ではイベントが行えない施設は沢山あります。
そしてその不便を何らかの対応策で補ってなんとかイベントを開催しているのが現状です。
イベントを行うために何が必要か分析し、現状を調査し、改善を提案します。

【到達目標】

Course Objectives

イベント研究力

研究テーマを立て、それに沿った、調査分析、まとめができる。

自制力

self-control
◯

思考力

ability to think
◯

突破力

The power to break 
◯

忍耐力

endurance
◯

【履修条件・受講推奨者】

Course Conditions

◇幅広くイベントに興味を持ち、その仕組みを知りたいと考えていること

◇チームワークが重要なので、遅刻欠席は厳禁

◇過去に北原が担当したイベント実習で未連絡でのドタキャンをしていないこと

【教育方法】

Teaching Method

実務で実際に使用された資料などを使用し、教科書にはないリアルなイベント現場の今を体感してもらう。

【指定教科書・参考資料等】

Textbooks　・　Reference 

Books

◇教科書は使用せず、授業時に資料を配布する

◇巻尺および三角スケール

【実務ＩＱ修得目標】

Learning objective based on 

practical applicability
協働力

ability to cooperate
◯



【復習内容】

Review

ゼミ内容の振り返りと資料作り 120
分

学園祭での役割に応じた準備行動

各自で考えた研究テーマ課題を発表

合計 １００％

【予習内容】

Preparation

日常的イベント関連情報収集とイベントへの積極的な参加

No2

チームワークとリーダーシップ

プレゼンテーション力 30%

評価項目と割合 評価方法

イベント研究成果 30% 演習態度（出席・積極性・勤勉さ）、演習へ

の貢献度、レポート内容などで総合的に評価

します40%

研究テーマ課題の調査活動の報告と分析 学園祭での役割に応じた準備行動

研究テーマ課題の担当別の活動の報告と次回までの作業の決定

【予習内容】

Preparation

日常的イベント関連情報収集とイベントへの積極的な参加 120
分

分
【復習内容】

Review

120
分

No4

120
分

◇特になし

【テーマ】

Theme

【学習内容】

Study Contents

ゼミ運営ガイダンス　/　学園祭と研究テーマ課題について 春休み中に進めていた打ち合わせを元に学園祭でやることを決定

役割分担を決める

研究するテーマ課題について説明を行ない検討に入る

日常的イベント関連情報収集とイベントへの積極的な参加 120
分

日常的イベント関連情報収集とイベントへの積極的な参加 120
分

ゼミ内容の振り返りと資料作り 120
分

学園祭での役割に応じた準備行動

研究テーマ課題を決定し担当を決める

【復習内容】

Review

ゼミ内容の振り返りと資料作り

ゼミ内容の振り返りと資料作り 120

【成績評価・評価上の留意事

項（試験方法、単位修得要

件）】

Evaluation

【その他の注意事項】

Others

【授業計画】

Course Schedule

【週】

Week

No1

No3

研究テーマ課題案のプレゼン

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

研究テーマ課題の決定と分担

【予習内容】

Preparation



【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

研究テーマ課題の調査活動の報告と分析

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

研究テーマ課題の調査活動の報告と分析 学園祭での役割に応じた準備行動

研究テーマ課題の担当別の活動の報告と次回までの作業の決定

分

分

分

日常的イベント関連情報収集とイベントへの積極的な参加 120

ゼミ内容の振り返りと資料作り 120
分

研究テーマ課題の調査活動の報告と分析 学園祭での役割に応じた準備行動

研究テーマ課題の担当別の活動の報告と次回までの作業の決定

【予習内容】

Preparation

日常的イベント関連情報収集とイベントへの積極的な参加 120
分

分

120
分

ゼミ内容の振り返りと資料作り 120

学園祭での役割に応じた準備行動

テーマ課題の中間発表

日常的イベント関連情報収集とイベントへの積極的な参加 120
分

ゼミ内容の振り返りと資料作り

【復習内容】

Review

テーマ課題の調査活動の中間発表

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

研究テーマ課題の調査活動の報告と分析

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

研究テーマ課題の調査活動の報告と分析

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

ゼミ内容の振り返りと資料作り 120

学園祭での役割に応じた準備行動

研究テーマ課題の担当別の活動の報告と次回までの作業の決定

日常的イベント関連情報収集とイベントへの積極的な参加 120
分

ゼミ内容の振り返りと資料作り 120
分

学園祭での役割に応じた準備行動

研究テーマ課題の担当別の活動の報告と次回までの作業の決定

日常的イベント関連情報収集とイベントへの積極的な参加 120
分

No5

No6

No7

No8

No9

No10

120

学園祭での役割に応じた準備行動

研究テーマ課題の担当別の活動の報告と次回までの作業の決定

日常的イベント関連情報収集とイベントへの積極的な参加 120
分

ゼミ内容の振り返りと資料作り

【授業計画】

Course Schedule



学園祭での役割に応じた準備行動

研究テーマ課題の担当別の活動の報告と次回までの作業の決定

分
日常的イベント関連情報収集とイベントへの積極的な参加 120

【復習内容】

Review

研究テーマ課題の調査活動の報告と分析

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

研究テーマ課題の調査活動の報告と分析

【予習内容】

Preparation

研究テーマ課題の調査活動の報告と分析

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

研究テーマ課題の調査活動の報告と分析

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

学園祭準備と研究テーマ課題の分析

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

学園祭準備と研究テーマ課題の分析

ゼミ内容の振り返りと資料作り 120
分

学園祭での役割に応じた準備行動

研究テーマ課題の担当別の活動の報告と次回までの作業の決定

日常的イベント関連情報収集とイベントへの積極的な参加 120
分

ゼミ内容の振り返りと資料作り 120
分

学園祭での役割に応じた準備行動

研究テーマ課題の担当別の活動の報告と次回までの作業の決定

日常的イベント関連情報収集とイベントへの積極的な参加 120
分

ゼミ内容の振り返りと資料作り 120
分

学園祭での役割に応じた準備行動

研究テーマ課題の担当別の活動の報告と次回までの作業の決定

日常的イベント関連情報収集とイベントへの積極的な参加 120
分

ゼミ内容の振り返りと資料作り 120
分

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

ゼミ内容の振り返りと資料作り 120
分

実施案の具体化

損益分岐点の検討

仕入れ先等の検討

シフトの確認

発表展示内容の確認

日常的イベント関連情報収集とイベントへの積極的な参加 120
分

ゼミ内容の振り返りと資料作り 120
分

実施案の具体化

損益分岐点の検討

仕入れ先等の検討

シフトの確認

発表展示方法の確認

日常的イベント関連情報収集とイベントへの積極的な参加 120
分

No16

No11

No12

No13

No14

No15

【授業計画】

Course Schedule



学園祭準備と研究テーマ課題の分析

【予習内容】

Preparation

120
分

実施案の具体化

運営マニュアルの完成

進行台本の完成

備品リストの完成

発表展示物の制作

日常的イベント関連情報収集とイベントへの積極的な参加

発表内容のまとめ

ゼミ発表大会運営の役割分担

ゼミ紹介映像の制作班の決定

日常的イベント関連情報収集とイベントへの積極的な参加 120
分

出来たこと出来なかったこと

目標達成率

次回に繋げるための反省点

報告書の作成

日常的イベント関連情報収集とイベントへの積極的な参加 120
分

ゼミ内容の振り返りと資料作り 120
分

ゼミ内容の振り返りと資料作り 120
分

実施案の具体化

運営マニュアルの完成

進行台本の完成

備品リストの完成

発表展示物の制作

日常的イベント関連情報収集とイベントへの積極的な参加 120
分

ゼミ内容の振り返りと資料作り 120
分

ゼミ発表大会に向けての資料作り

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

学園祭準備と研究テーマ課題のまとめ

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

学園祭準備と研究テーマ課題のまとめ

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

分

実施案の具体化

運営マニュアルの完成

進行台本の完成

備品リストの完成

発表展示物の制作

日常的イベント関連情報収集とイベントへの積極的な参加 120
分

ゼミ内容の振り返りと資料作り 120
分

学園祭運営準備

備品やマニュアルの最終確認

人員配置の最終確認

発表展示物の確認

日常的イベント関連情報収集とイベントへの積極的な参加 120
分

学園祭準備と研究テーマ課題のまとめ

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

大学祭運営の反省会＆報告書作成

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

No17

【復習内容】

Review

ゼミ内容の振り返りと資料作り 120
分

No18

No19

No20

No21

No22

ゼミ内容の振り返りと資料作り 120

【授業計画】

Course Schedule



ゼミ発表大会に向けての資料作り

【予習内容】

Preparation
分

分

発表資料の制作

ゼミ発表大会運営の運営マニュアル＆進行台本作り

ゼミ紹介映像の編集

分

120
分

発表資料の制作

ゼミ発表大会運営の運営マニュアル＆進行台本作り

ゼミ紹介映像の制作

No23

No24

日常的イベント関連情報収集とイベントへの積極的な参加 120

日常的イベント関連情報収集とイベントへの積極的な参加 120

ゼミ内容の振り返りと資料作り 120

【復習内容】

Review

ゼミ内容の振り返りと資料作り

No25

No26

No27

【授業計画】

Course Schedule

No28

【復習内容】

Review

ゼミ発表大会に向けての資料作り

【予習内容】

Preparation

ゼミ発表大会リハーサル

全体の振り返り

【予習内容】

Preparation
【復習内容】

Review

発表プレゼンの練習

ゼミ発表大会運営の運営マニュアル＆進行台本のチェック＆修正

ゼミ紹介映像のチェック＆修正

【予習内容】

Preparation

日常的イベント関連情報収集とイベントへの積極的な参加 120
分

分

120
分

ゼミ内容の振り返りと資料作り 120

出来たこと出来なかったこと

目標達成率

次回に繋げるための反省点

報告書の作成

日常的イベント関連情報収集とイベントへの積極的な参加 120
分

ゼミ内容の振り返りと資料作り

ゼミ内容の振り返りと資料作り 120
分

【復習内容】

Review

ゼミ発表大会運営の反省会＆報告書作成

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

卒論発表会

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

出来たこと出来なかったこと

目標達成率

後輩に引き継ぐための反省点

報告書の作成

日常的イベント関連情報収集とイベントへの積極的な参加 120
分

発表会の運営

卒論についての学習

まとめ方の考察

日常的イベント関連情報収集とイベントへの積極的な参加 120
分

ゼミ内容の振り返りと資料作り 120
分



分野系列

Area of Study

カリキュラム

Curriculum

配当学年（履修対象）

Year of Study

講義名

Name of Subject

講義名（英語表記）

Name of Subject (English)

担当教員

Instructor

必修／選択

Compulsory／Elective

開講期

Course Period

単位数

Credits

実務経験のある教員

（実務経験と授業内容の関係）

協働力

ability to cooperate
○

【授業概要・本科目で取り扱

うテーマ】

Course Description

テーマ：「イベントのいろは」

概要：

　イベントと一言で言っても、その内容は様々。音楽・スポーツイベントなどが目につきがちですが、実際には発表会や展示会、企業の会議・コンベンションやパー

ティなど毎日様々なイベントが行われています。目的や課題に応じて、イベントの種類やその内容は大きく違ってきます。当プロフェッショナルセミナーでは、それ

ぞれのイベントに必要なモノ・コトについての知識や、イベントの違いや特性などについて学ぶことで、課題を解決する手段としての「イベント」に対する理解を深

めます。その後、社会に出た時に即戦力となれるよう、発想力・プレゼン力・協同力をより一層高めていくことを目指します。

【到達目標】

Course Objectives

【チームワークの重要性を知り、承認力を身に付ける】

・具体的な課題への期限のある作業を通し、役割分担やサポートの大切さに気付く。

・ひとつの事象に対して感じることは人それぞれ。それを否定せず認め合いながら自分の発想の糧にできる。

自制力

self-control

思考力

ability to think
○

突破力

The power to break
○

忍耐力

endurance
○

演習科目

経営学部　イベント(留学2021)、経営学部　イベント(2021)、経営学部　イベント(留学2020)、経営学部　イベント(2020)

４年

専門演習Ⅱ E-佐藤(友)

Specialized Seminar II

佐藤　友紀子

選択必修

【PC作業力・想像力・発想力・プレゼンテーション力を育む】

・イベントの種類に応じたプランニングのための情報収集とアイディア出しができ、

自分のアイディア・企画を、わかりやすく、共感をもって伝えられる力を身に付ける。

・座学で学んだ企画・演出・運営のポイントを理解しながらプランニング～資料作成～プレゼンテーションができる。

【企画・プレゼンテーション力】

社会潮流を踏まえながら課題解決のために有効な企画を立て、簡素でわかりやすい、

エンターテインメント性を備えたプレゼンテーションができる。

通年

4

イベント制作会社に約6年勤務し、その後もイベント制作の知識を活かし様々な企業で勤めた経験を有します。

その経験を活かし、イベント制作、ひいては社会人として必要となるコミュニケーション力・主体性などの重要性を伝え、その力を養っていきます。

創造力

creativity
○

【履修条件・受講推奨者】

Course Conditions

◇創造性を発揮して、積極的に演習に取り組むこと。

◇大人としての自覚と、リーダー精神を持って臨むこと。

【教育方法】

Teaching Method

スライドを使用して、これまでの学習内容についてのまとめを行い、

適宜、資料作成やプレゼンテーションを実施していきます。

【指定教科書・参考資料等】

Textbooks　・　Reference

Books

◇教科書は使用せず、必要に応じて資料を配布します。

◇PC（PowerPoint、Word、Excel）

【実務ＩＱ修得目標】

Learning objective based on

practical applicability
主張力

assertiveness
○



【成績評価・評価上の留意事

項（試験方法、単位修得要

件）】

Evaluation

【その他の注意事項】

Others

【授業計画】

Course Schedule

【週】

Week

No1

No3

研究・論文テーマガイダンス

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

研究・論文テーマ検討①

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

同上

同上 120

同上 120
分

同上 120
分

同上 120
分

研究内容、各自の論文テーマ検討①

※就活に向けたエントリーシートの書き方・指導も併せて実施

120
分

◇イベント企画・制作にはチームワークが大変重要となるため、遅刻・欠席などは厳禁です。

◇演習中、学習と関係のないスマホや私語を禁止します。

◇報連相（報告・連絡・相談）を徹底してください。

【テーマ】

Theme

【学習内容】

Study Contents

ガイダンス 研究・就活・論文の進め方ガイダンス

No4

120
分

研究・論文テーマ検討② 研究内容、各自の論文テーマ検討②

※就活に向けたエントリーシートの書き方・指導も併せて実施

【予習内容】

Preparation

同上 120
分

分
【復習内容】

Review

研究・論文テーマの考え方

【自主性を育む】

全体やグループでのワークやディスカッションなどの取り組みにより評価する。

【企画・プレゼンテーション力】

作成資料・企画発表により評価する。

30％

合計 １００％

【予習内容】

Preparation

次回講義に向けた自身の役割確認・課題整理、作業準備

No2

評価項目と割合 評価方法

【発想力・判断力】

アイディア出しなど各種演習で行うアウトプットにより評価する。

35％ 演習態度（出席・積極性・勤勉さなど）、演習へ
の貢献度、制作物（作成資料、提案書）などで
総合的に判断します。

35％

【復習内容】

Review

各回講義内容について 120
分



【授業計画】

Course Schedule

120

研究内容、各自論文テーマについて確認

※就活に向けたエントリーシートの書き方・指導も併せて実施

同上 120
分

同上

No5

No6

No7

No8

No9

No10

研究・論文調査の実践①

※就活に向けたエントリーシートの書き方・指導も併せて実施

同上 120
分

同上 120
分

研究・論文調査の実践②

※就活に向けたエントリーシートの書き方・指導も併せて実施

同上 120
分

研究・調査①

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

研究・調査②

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

同上 120

研究・調査方法レクチャー② 研究・論文の調査方法について②

※就活に向けたエントリーシートの書き方・指導も併せて実施

【予習内容】

Preparation

同上 120
分

分

120
分

同上 120

研究・論文の調査方法について③

※就活に向けたエントリーシートの書き方・指導も併せて実施

同上 120
分

同上

【復習内容】

Review

研究・調査方法レクチャー③

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

分

同上 120

同上 120
分

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

研究・論文テーマ発表

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

研究・調査方法レクチャー① 研究・論文の調査方法について①

※就活に向けたエントリーシートの書き方・指導も併せて実施

分

分



【授業計画】

Course Schedule

No13

No14

No15

No11

No12

No16

分

同上 120
分

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

同上 120
分

前期の各自活動報告・全体のまとめ

同上 120
分

同上 120
分

研究・論文の進め方について

同上 120

120
分

同上 120
分

研究・調査の進捗状況についての報告～確認～調整③

同上 120
分

研究・論文の進め方ガイダンス

同上 120
分

研究・調査の進捗状況についての報告～確認～調整①

同上 120
分

同上 120
分

研究・調査の進捗状況についての報告～確認～調整②

同上

研究・調査進捗報告②

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

研究・調査進捗報告③

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

まとめ

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

同上 120

【復習内容】

Review

研究・調査進捗報告①

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

研究・調査③

【予習内容】

Preparation

研究・論文調査の実践③

分



【授業計画】

Course Schedule

No17

【復習内容】

Review

同上 120
分

No18

No19

No20

No21

No22

同上 120
分

論文のまとめ方について③

同上 120
分

同上 120
分

研究・論文の進捗確認～指導①

同上 120
分

研究・論文指導①

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

研究・論文指導②

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

研究・論文指導③

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

論文のまとめ方レクチャー②

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

論文のまとめ方レクチャー③

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

同上 120
分

論文のまとめ方について②

同上 120
分

同上 120
分

研究・論文の進捗確認～指導③

同上 120
分

研究・論文の進捗確認～指導②

同上 120
分

同上 120
分

論文のまとめ方レクチャー①

【予習内容】

Preparation

120
分

論文のまとめ方について①

同上



【復習内容】

Review

研究・論文発表①

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

研究・論文発表②

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

論文を要約し、各自発表②

同上 120
分

同上 120
分

研究・論文の進捗確認～指導⑥

【予習内容】

Preparation

同上 120
分

分

120
分

同上 120

論文を要約し、各自発表①

同上 120
分

同上

No25

No26

No27

【授業計画】

Course Schedule

【復習内容】

Review

研究・論文指導⑤

【予習内容】

Preparation

研究・論文指導⑥

【復習内容】

Review

同上 120
分

研究・論文の進捗確認～指導④

No23

No24

同上 120

同上 120

同上 120

研究・論文指導④

【予習内容】

Preparation
分

分

研究・論文の進捗確認～指導⑤

分



同上 120
分

まとめ

同上 120
分

【授業計画】

Course Schedule

No28

まとめ

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review



分野系列

Area of Study

カリキュラム

Curriculum

配当学年（履修対象）

Year of Study

講義名

Name of Subject

講義名（英語表記）

Name of Subject (English)

担当教員

Instructor

必修／選択

Compulsory／Elective

開講期

Course Period

単位数

Credits

実務経験のある教員

（実務経験と授業内容の関係）

演習科目

経営学部　イベント(留学2021)、経営学部　イベント(2021)、経営学部　イベント(留学2020)、経営学部　イベント(2020)

４年

専門演習Ⅱ E-志塚

Specialized Seminar II

志塚　昌紀

選択必修

通年

4

この演習では、日本の若者文化の中核をなすマンガ、アニメ、コスプレ等のいわゆるポップカルチャーに関連する取り組みやイベント実践をきっかけにして、地域ブランドや
価値創造について理解を深める。そして、ポップカルチャーに関する学び、地域イベントへの実践を通じて、ヒトづくりからコトづくり、そこから、マチづくりへと知識の幅を
拡げていくことが目的となる。
専門演習Ⅱは、これまでの取り組みをまとめ、論文や研究発表といった形に集約していくことを目指す。

【授業概要・本科目で取り扱う

テーマ】

Course Description

自身の研究テーマについて情報収集を行い、その背景や原因などを分析することができる。

論文や研究発表に向けて、様々な課題や作業をやり遂げることができる。

研究成果を踏まえ、今後の自身のキャリア形成に結びつけることができる。

【到達目標】

Course Objectives

各回に課される課題に積極的に取り組むこと

【履修条件・受講推奨者】

Course Conditions

通常講義の他、研究テーマに関するディスカッション等による双方向型の授業となる。

【教育方法】

Teaching Method

特に無し。使用教材については、適宜配付する。

【指定教科書・参考資料等】

Textbooks　・　Reference

Books

自制力

self-control

思考力

ability to think
○

突破力

The power to break

忍耐力

endurance
○

協働力

ability to cooperate

主張力

assertiveness
○

創造力

creativity
○

【実務ＩＱ修得目標】

Learning objective based on

practical applicability

地方博の市民プロジェクトや、行政職員として従事した経験から、市民参加やコミュニティデザインを専門としている。

こうした関心領域を持つ学生に対し、イベント学に関する研究指導を行う。



評価項目と割合

【成績評価・評価上の留意事項

（試験方法、単位修得要件）】

Evaluation

評価方法

授業に対する積極的な参加態度 40％ 演習態度(積極性・勤勉さなど)、演習への貢献

度、成果物の内容などで総合的に判断。

演習で取り組む成果物の内容 30％

研究発表の発表態度や内容 30％

合計 １００％

特に無し

【その他の注意事項】

Others

【週】

Week

【テーマ】

Theme

【学習内容】

Study Contents

No1

春期オリエンテーション ・授業内容、進め方の説明

【予習内容】

Preparation

授業内容や趣旨の確認 120
分

【復習内容】

Review

授業内容に関するレスポンスシートに取り組む 120
分

【授業計画】

Course Schedule

No2

研究テーマガイダンス ・成果イメージの共有・全体スケジュールの確認

【予習内容】

Preparation

授業内容や趣旨の確認 120
分

【復習内容】

Review

授業内容に関するレスポンスシートに取り組む 120
分

No3

研究テーマ検討① ・研究テーマ検討に関する知識、情報の提供

【予習内容】

Preparation

研究テーマに関する情報収集 120
分

【復習内容】

Review

研究テーマフォーマットの作成 120
分

No4

研究テーマ検討② ・目次内容の検討

【予習内容】

Preparation

研究テーマに関する情報収集 120
分

【復習内容】

Review

目次フォーマットの作成 120
分

No5

研究テーマ発表 ・研究テーマのゼミ内発表

【予習内容】

Preparation

発表内容の準備 120
分

【復習内容】

Review

発表感想シートの作成 120
分



【授業計画】

Course Schedule

No6

研究の進め方① ・研究の背景の検討

【予習内容】

Preparation

研究テーマに関する情報収集 120
分

【復習内容】

Review

「研究の背景」に関するレポート課題 120
分

No7

研究の進め方② ・研究の背景の検討

【予習内容】

Preparation

研究テーマに関する情報収集 120
分

【復習内容】

Review

「研究の目的」に関するレポート課題 120
分

No8

研究の進め方③ ・研究の背景の検討

【予習内容】

Preparation

研究テーマに関する情報収集 120
分

【復習内容】

Review

「研究の背景」および「研究の目的」の内容について再確認 120
分

No9

研究・調査方法レクチャー① ・社会調査に関する知識・情報の提供

【予習内容】

Preparation

社会調査に関する情報収集 120
分

【復習内容】

Review

アンケート、インタビュー方法について確認 120
分

No10

研究・調査方法レクチャー② ・アンケート、インタビュー項目の検討

【予習内容】

Preparation

アンケート、インタビュー項目の検討 120
分

【復習内容】

Review

アンケート、インタビュー項目の完成 120
分

No11

研究・調査方法レクチャー③ ・アンケート、インタビュー実施に向けた確認

【予習内容】

Preparation

アンケート、インタビュー実施に向けた検討 120
分

【復習内容】

Review

アンケート、インタビュー実施に向けた完成 120
分



【授業計画】

Course Schedule

No12

調査進捗報告① ・研究進捗のゼミ内発表

【予習内容】

Preparation

発表進捗発表の準備 120
分

【復習内容】

Review

発表評価票の作成 120
分

No13

調査進捗報告② ・研究進捗のゼミ内発表

【予習内容】

Preparation

発表進捗発表の準備 120
分

【復習内容】

Review

発表評価票の作成 120
分

No14

春期まとめ ・春期総括。今後の研究の進め方

【予習内容】

Preparation

授業の成果の考察、分析 120
分

【復習内容】

Review

授業の成果まとめ 120
分

No15

秋期オリエンテーション ・授業内容、進め方の説明

【予習内容】

Preparation

授業内容や趣旨の確認 120
分

【復習内容】

Review

授業内容に関するレスポンスシートに取り組む 120
分

No16

研究・調査準備① アンケート、インタビューの準備と実施

【予習内容】

Preparation

アンケート、インタビューの準備 120
分

【復習内容】

Review

アンケート、インタビューの実施 120
分

No17

研究・調査準備② アンケート、インタビューの準備と実施

【予習内容】

Preparation

アンケート、インタビューの準備 120
分

【復習内容】

Review

アンケート、インタビューの実施 120
分
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No18

研究・調査準備③ アンケート、インタビューの準備と実施

【予習内容】

Preparation

アンケート、インタビューの準備 120
分

【復習内容】

Review

アンケート、インタビューの実施 120
分

No19

研究指導① ・研究結果のまとめ方

【予習内容】

Preparation

アンケート、インタビュー結果のまとめ 120
分

【復習内容】

Review

「研究の結果」の作成 120
分

No20

研究指導② ・研究の考察の検討

【予習内容】

Preparation

「研究の結果」の読み込み 120
分

【復習内容】

Review

「研究の考察」の作成 120
分

No21

研究指導③ ・研究全体の俯瞰

【予習内容】

Preparation

「研究の考察」の読み込み 120
分

【復習内容】

Review

研究全体の読み込み 120
分

No22

研究指導④ ・文章構成、誤字脱字の確認

【予習内容】

Preparation

文章構成、誤字脱字の確認 120
分

【復習内容】

Review

文章構成、誤字脱字の再確認 120
分

No23

研究発表準備① ・プレゼンテーション構成などの検討

【予習内容】

Preparation

研究発表に向けた情報収集 120
分

【復習内容】

Review

プレゼンテーションの構成確認 120
分
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No24

研究発表準備② ・スライド資料準備・発表台本準備

【予習内容】

Preparation

研究発表に向けた情報収集 120
分

【復習内容】

Review

スライド資料および台本資料の作成 120
分

No25

研究発表準備③ ・発表リハーサル・内容修正

【予習内容】

Preparation

研究発表に向けた情報収集 120
分

【復習内容】

Review

発表リハーサル 120
分

研究発表① ・講評および相互評価

【予習内容】

Preparation

研究発表準備 120
分

【復習内容】

Review

研究発表相互評価 120
分

No28

秋期まとめ ・全体総括

【予習内容】

Preparation

授業の成果の考察、分析 120
分

【復習内容】

Review

授業の成果まとめ 120
分

No27

研究発表② ・講評および相互評価

【予習内容】

Preparation

研究発表準備 120
分

【復習内容】

Review

研究発表相互評価 120
分

No26



分野系列

Area of Study

カリキュラム

Curriculum

配当学年（履修対象）

Year of Study

講義名

Name of Subject

講義名（英語表記）

Name of Subject (English)

担当教員

Instructor

必修／選択

Compulsory／Elective

開講期

Course Period

単位数

Credits

実務経験のある教員

（実務経験と授業内容の関係）

協働力

ability to cooperate
〇

【授業概要・本科目で取り扱

うテーマ】

Course Description

研究テーマ：アーティスティック・イベントの企画・制作・実践！

イベントの考察を深めて、専門演習Ⅱでは、エンターテイメントイベントが、イベントという枠組みにとどまらず既存の文化に影響を与え、新たな文化が形成されてい

く社会

に与える影響力について様々な事例を研究します。これまでの各々の取り組みを論文や発表の形にして学生生活での集大成として完成させることを目標とします

【到達目標】

Course Objectives

独創的で質の高いイベント研究（論文）を完成させる

自制力

self-control
〇

思考力

ability to think
〇

突破力

The power to break
〇

忍耐力

endurance
〇

演習科目

経営学部　イベント(留学2021)、経営学部　イベント(2021)、経営学部　イベント(留学2020)、経営学部　イベント(2020)

４年

専門演習Ⅱ E-賽音吉雅

Specialized Seminar II

賽音吉雅

選択必修

イベント研究（論文）の発表をし内容を十分に伝えることができる

読解力とプレゼンテーション能力を高め、クオリティの高いアウトプットができる

通年

4

実際に、イベント学に関連した業務にあった経験のある教員が主に講義を行う。さらに、現場経験を20年以上したからこそ、具体的事例に基づき、授業づくりの面白さや

課題を丁寧に解説する。

創造力

creativity
〇

【履修条件・受講推奨者】

Course Conditions

無断遅刻・欠席は厳禁です

【教育方法】

Teaching Method

個人研究が中心となりますので、担当教員との対面コミュニケーションで指導します

【指定教科書・参考資料等】

Textbooks　・　Reference

Books

特にありません。参考文献等は、授業中に随時紹介します

【実務ＩＱ修得目標】

Learning objective based on

practical applicability
主張力

assertiveness
〇



【成績評価・評価上の留意事

項（試験方法、単位修得要

件）】

Evaluation

【その他の注意事項】

Others

【授業計画】

Course Schedule

【週】

Week

No1

No3

年間スケジュール作成

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

研究・論文のまとめ方のレクチャー（１）

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

レクチャーのポイントをまとめる

レクチャーのポイントをまとめる 120

研究・論文の書き方を予習する 120
分

研究テーマ方向性と年間スケジュール案を準備する 120
分

議論したポイントをまとめ全体の年間スケジュールを作成する 120
分

研究・論文の書き方のレクチャー（１）

120
分

専門演習Ⅱは学生生活の集大成としての研究の仕上げの場となります。幅広くイベントやエンターテインメント、コンテンツ、地域活性に興味を深め、辛抱強く着実に

取り組む姿勢をみせてください

【テーマ】

Theme

【学習内容】

Study Contents

オリエンテーション 授業の進め方、課題レポート、評価等の説明

研究テーマシートの作成

No4

120
分

論文のまとめ方のレクチャー（２） 論文の書き方のレクチャー（２）

【予習内容】

Preparation

研究・論文の書き方を予習する 120
分

分
【復習内容】

Review

全体の年間スケジュール案を作成する

イベント研究（論文）の発表をし内容を十分に伝えることができる

読解力とプレゼンテーション能力を高め、クオリティの高いアウトプットができる 25％

合計 １００％

【予習内容】

Preparation

研究テーマの考えをまとめておく

No2

評価項目と割合 評価方法

独創的で質の高いイベント研究（論文）を完成させる 50％ 演習態度、研究の成果、発表、レポート等で

総合的に判断

25％

【復習内容】

Review

議論したポイントをまとめ研究テーマシートを作成する 120
分
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120

研究・論文のテーマ検討（１）

研究・論文テーマを検討する 120
分

議論したポイントをまとめる

No5

No6

No7

No8

No9

No10

研究・論文指導

研究・調査方法を予習する 120
分

授業内容を復習し、議論したポイントを修正する 120
分

研究・論文指導

研究・調査の準備をする 120
分

研究・調査方法レクチャー（２）

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

研究・調査準備（１）

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

議論したポイントを修正する 120

研究・論文のテーマ発表 研究・論文指導

【予習内容】

Preparation

研究・論文テーマの発表を準備する 120
分

分

120
分

議論したポイントをまとめる 120

研究・論文指導

研究・調査方法を予習する 120
分

授業内容を復習し、議論したポイントを修正する

【復習内容】

Review

研究・調査方法レクチャー（１）

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

分

研究・論文テーマの発表を準備する 120

議論したポイントをまとめる 120
分

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

研究・論文のテーマ検討（１）

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

研究・論文のテーマ検討（２） 研究・論文のテーマ検討（２）

分

分
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No13

No14

No15

No11

No12

No16

分

春学期の振り返りと総括をまとめ提出する 120
分

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

議論したポイントをまとめる 120
分

秋学期の授業の進め方、課題レポート、評価等の説明

スケジュールの見直し

秋学期の研究テーマやその方向性をまとめておく 120
分

議論したポイントをまとめる 120
分

研究・論文指導

研究・論文制作を進める 120

120
分

議論したポイントを修正する 120
分

春学期の振り返りと総括

春学期の振り返りと総括をまとめる 120
分

研究・論文指導

議論したポイントを修正する 120
分

研究・論文指導

研究・調査の進捗を発表する 120
分

議論したポイントを修正する 120
分

研究・論文指導

研究・調査の進捗を発表する

研究・調査進捗報告（２）

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

春学期の振り返りと総括

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

オリエンテーション

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

研究・調査の準備をする 120

【復習内容】

Review

研究・調査進捗報告（１）

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

研究・調査準備（２）

【予習内容】

Preparation

研究・論文指導

分
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No17

【復習内容】

Review

議論したポイントをまとめる 120
分

No18

No19

No20

No21

No22

議論したポイントをまとめる 120
分

研究・論文指導

研究・論文制作を進める 120
分

議論したポイントをまとめる 120
分

研究・論文指導

研究・論文制作を進める 120
分

研究・論文指導

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

研究・論文指導

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

研究・論文指導

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

研究・論文指導

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

研究・論文指導

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

議論したポイントをまとめる 120
分

研究・論文指導

研究・論文制作を進める 120
分

議論したポイントをまとめる 120
分

研究・論文指導

研究・論文制作を進める 120
分

研究・論文指導

研究・論文制作を進める 120
分

議論したポイントをまとめる 120
分

研究・論文指導

【予習内容】

Preparation

120
分

研究・論文指導

研究・論文制作を進める



全体の振り返りと総括をまとめ提出する 120
分

【復習内容】

Review

研究・論文発表（１）

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

研究・論文発表（２）

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

全体の振り返りと総括を実施する

全体の振り返りと総括をまとめる 120
分

研究・論文発表（２）

研究・論文制作を進める 120
分

プレゼンテーションの講評と振り返りをまとめ提出する 120
分

研究・論文発表の指導

【予習内容】

Preparation

研究・論文制作を進める 120
分

分

120
分

議論したポイントをまとめる 120

研究・論文発表（１）

研究・論文制作を進める 120
分

議論したポイントをまとめる

No25

No26

No27
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No28

【復習内容】

Review

研究・論文発表の準備（１）

【予習内容】

Preparation

研究・論文発表の準備（２）

全体の振り返りと総括

【予習内容】

Preparation

【復習内容】

Review

【復習内容】

Review

議論したポイントをまとめる 120
分

研究・論文指導

No23

No24

研究・論文制作を進める 120

研究・論文制作を進める 120

議論したポイントをまとめる 120

研究・論文の完成

【予習内容】

Preparation
分

分

研究・論文発表の指導

分
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